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本ガイドの使い方

• 注意事項の定義

• 商標

• オープンソースライセンスについて

• 著作権とライセンスについて

• 重要事項
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 ホーム > 本ガイドの使い方 > 注意事項の定義

注意事項の定義
本ガイドでは、以下の記号が使用されます。

 注意 注意は、この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が
ある内容を示しています。

重要 重要は、この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、物的損害の可能性がある
内容を示しています。

お願い お願いは、ご使用していただく上での注意事項、制限事項などの内容を示していま
す。
有益なヒントや補足情報を示しています。

太字 本製品の操作パネルやパソコン画面に表示されるボタンを示しています。
斜体 斜体は重要な項目の強調や、関連するトピックを示しています。

[#####] 括弧で囲まれたテキストは、本製品の画面に表示されるメッセージを示していま
す。

  関連情報
• 本ガイドの使い方 
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 ホーム > 本ガイドの使い方 > 商標

商標
Apple、App Store、AirPrint、Mac、macOS、iPadOS、iPad、iPhone、iPod touchおよび Safariは、米国および
その他の国々で登録された Apple Inc.の商標です。iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスにもとづき
使用されています。
Nuanceおよび PaperPortは、米国および／またはその他の国における Nuance Communications, Inc. およびそ
の子会社の商標または登録商標です。
USB Type-C®は USB Implementers Forumの商標です。
Wi-Fi®、Wi-Fi Alliance®およびWi-Fi Direct®は、Wi-Fi Alliance®の登録商標です。
WPA™、WPA2™、WPA3™、Wi-Fi CERTIFIED、およびWi-Fi Protected Setupは、Wi-Fi Alliance®の登録商標で
す。
Bluetooth® ワードマークは登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc.が所有権を有します。ブラザー工業株式会社は使
用許諾の下でこれらのマークを使用しています。その他の商標および登録商標は、それぞれの所有者の商標およ
び登録商標です。
EVERNOTEは、Evernote Corporationの登録商標であり、使用許諾を得て使用しています。
Android、Google Driveおよび Google Playは、Google LLCの商標です。
本ガイドに記載されているソフトウェアの各社は、各プログラムに固有のソフトウェアライセンス契約を有して
います。
ブラザー製品および関連資料等に記載されている社名及び商品名はそれぞれ各社の商標または登録商標です。

  関連情報
• 本ガイドの使い方 
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 ホーム > 本ガイドの使い方 > オープンソースライセンスについて

オープンソースライセンスについて
この製品にはオープンソースソフトウェアが含まれています。
オープンソースライセンスに関する記述と著作権情報を参照するには、support.brother.com/manualsでお使いの
モデルの製品マニュアルページにアクセスしてください。

  関連情報
• 本ガイドの使い方 
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著作権とライセンスについて
©2023 Brother Industries, Ltd. All rights reserved.

  関連情報
• 本ガイドの使い方 
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重要事項
• 最新の製品マニュアルは、support.brother.com/manualsから入手できます。
• ブラザードライバーとソフトウェアの更新情報については、support.brother.com/downloadsを確認してくだ
さい。

• 本製品の性能を最新の状態に保つため、最新のファームウェアの更新がないか、support.brother.com/
downloadsをご確認ください。ファームウェアが最新でないと、製品の機能の一部がご利用になれない場合
があります。

• 購入された国以外で本製品を使用しないでください。海外各国における無線通信および電力規制に反する場
合や、海外で使用されている電源が本製品で適切に使用できない恐れがあります。

• 本製品を他の人に譲渡したり、交換または廃棄するときは、お買い上げ時の設定にリセットして個人情報を
すべて削除することを強くお勧めします。

• 本ガイドに示される画面は説明用であり、実際の画面とは異なる場合があります。
• 特に指定のない限り、本書はWindows 10および macOS v13.x.の画面を使用していますが、実際のパソコン
の画面はお使いの OSによって異なる可能性があります。

• 本ガイドならびに本製品の仕様は予告なく変更されることがあります。

  関連情報
• 本ガイドの使い方
関連トピック：
• 本製品をリセットする 
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本製品のご案内

• 本製品について

• スキャナーのセットアップ

• 操作パネルの概要

• タッチパネル画面の概要

• 本製品にテキストを入力する

• Brother Utilitiesへのアクセス（Windows）

• Brother iPrint&Scanへのアクセス（Windows/Mac）
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 ホーム > 本製品のご案内 >  本製品について

本製品について

1
2

3

5

7

8

9

10

11

12

13

4

4

6

1. 給紙補助アーム

2. トップカバー

3. ADF（自動原稿送り装置）

4. 原稿ガイド

5. フロントカバー

6. 原稿切替レバー

7. 液晶ディスプレー

8. 操作パネル

9. カードスロット

10.セキュリティスロット

11. ACアダプター コネクタ

12. USB 2.0ポート（USBフラッシュドライブ接続用）

13. USB Type-C®ポート（パソコン接続用）

  関連情報
• 本製品のご案内
関連トピック：
• 交換用消耗品・オプション品 
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スキャナーのセットアップ

1. トップカバー（1）を開け、トップカバーの折り込み部（2）を所定の位置に固定されるまでしっかり押し戻
します。

1

2

2. 給紙補助アーム（1）を持ち上げます。

1

  注意
製品の落下を防止するために、ADF（自動原稿送り装置）を持ってスキャナーを運ばないでください。

  関連情報
• 本製品のご案内 
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 ホーム > 本製品のご案内 >  操作パネルの概要

操作パネルの概要

4 13 26 5

1. （電源オン／オフ）

を押して、本製品の電源を入れます。

を長押しして、本製品の電源を切ります。電源がオフになる前に、画面に[電源をオフにします]と表示
されます。

2. （戻る）

前の画面またはメニューに戻るときに押します。

3. （ホーム ボタン）

ホーム画面および待機モードに戻るときに押します。

4. （停止）

現在の動作を停止またはキャンセルして、待機モードに戻るときに押します。
5. 画面
メニューとオプションにアクセスするときに画面を押します。

6. 原稿切替レバー（ （ADF（自動原稿送り装置）モード）/（ （プラスチックカードモード））

左右にスライドさせて、スキャナーの給紙モードを選択します。

  関連情報
• 本製品のご案内
関連トピック：
• スキャンしたデータを FTPサーバーに保存する
• スキャンしたデータを SSHサーバー（SFTP）に保存する
• スキャン to ネットワークファイル
• スキャンした原稿をパソコンに保存する
• Webサービスプロトコルを使用してネットワークスキャンを行う（Windows 10およびWindows 11） 
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 ホーム > 本製品のご案内 > タッチパネル画面の概要

タッチパネル画面の概要

ホーム画面
dまたは cを押すと、ホーム画面を切り替えることができます。
ホーム画面から、さまざまな設定にアクセスできます。
1

45

3

6

2

1. 日付と時刻
本製品に設定された日付と時刻が表示されます。
この領域は、エラーメッセージまたはメンテナンスメッセージの表示にも使用します。

2. （Wi-Fi Directの状態）

Wi-Fi Directを設定するときに押します。
以下のアイコンは、Wi-Fi Directの状態を表しています。

• お使いの製品はWi-Fi Directネットワークに接続されていません。
このアイコンを押して、Wi-Fi Directの設定を行います。

• Wi-Fi Directが無効です。

お使いの製品はWi-Fi Directネットワークに接続されています。

Wi-Fi Directのネットワークが検出できません。

3.  （無線 LAN状態）

以下のアイコンは、無線ネットワークの状態を表しています。

• お使いの製品は、無線 LANアクセスポイント/ルーターに接続されていません。
このアイコンを押して、無線設定を変更します。詳しい説明は「かんたん設置ガイド」をご覧くださ
い。

• 無線設定が無効になっています。

無線ネットワークに接続しています。
各ホーム画面に、3段階表示で現在の無線信号の強さをあらわします。

無線 LAN アクセスポイント/ルーターを検出できません。

無線 LAN状態ボタンを押すと、無線設定をすることができます。

4. モード：
各モードに切り替えるときに押します。
• [クラウド]
本製品をウェブサービスに接続するときに押します。
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• [PC]
パソコンへのスキャン機能にアクセスするために押します。

• [ワークフロー]
スキャン to ワークフロー機能にアクセスするために押します。

iPrint&Scanで事前に設定を行っておく必要があります。

• [ネットワーク]
スキャン to ネットワーク機能にアクセスするために押します。

• [FTP/SFTPサーバー]
スキャン to FTP/SFTP機能にアクセスするために押します。

• [Eメール送信]
スキャン to Eメールサーバー機能にアクセスするために押します。

• [SharePoint]
スキャン to SharePoint機能にアクセスするために押します。

• [お役立ちツール]
本製品をお役立ちツールに接続するときに押します。

• [WSスキャン]
WSスキャン機能にアクセスするために押します。

• [USBメモリ]
スキャン to USB機能にアクセスするために押します。

5. （[メニュー]）
設定メニューにアクセスするために押します。

6. （[お気に入り]）
よく使用する操作（スキャン to PC、スキャン to Eメールサーバー、スキャン to USB、その他の機能など）
のショートカットを作成するときに押します。
ショートカットとして設定されたオプションを使用して、すばやくスキャンできます。

• 情報バーにエラーメッセージや通知が表示されている場合は、メッセージエリアを押して詳細を確認し
てください。

- エラーまたはメンテナンスメッセージがあるときに、警告アイコン  が表示されます。

- 情報アイコン は、役立つヒントや補足情報があるときに表示されます。

• 本製品は ARPHIC TECHNOLOGY CO., LTD.のフォントを採用しています。
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オートスタートスキャン
オートスタートスキャン機能を使用すると、ADF（自動原稿送り装置）に原稿を置くとすぐに自動でスキャンを
開始することができます。
オートスタートスキャンを使うには、最初にオートスタートスキャンのショートカットを作成し、次に[基本設
定]でオートスタートスキャン設定を有効にする必要があります。
1. [お気に入り]を押します。
2. dを押して[オートスタートスキャン]を表示します。

3. を押して、オートスタートスキャンのショートカットを追加します。

4. ショートカット機能（例えば、スキャン to PC）を選択します。
5. [お気に入り登録]を押します。画面に[以下の設定をショートカット登録 します]が表示されたら、[OK]を
押します。

6. ショートカットの名前を入力し、[OK]を押します。画面に[直接スタート機能を有効にする]が表示された
ら、[OK]を押します。

7. （[メニュー]）を押して、設定メニューにアクセスします。[基本設定] > [オートスタートスキャンモー
ド]を押して[オン]を選択します。

お願い
1回に保存できるオートスタートスキャンのプロファイルは 1つだけです。

設定メニュー
（[メニュー]）を押して、製品のすべての設定を確認し、アクセスします。

• [基本設定]
基本設定メニューにアクセスするために押します。

• [お気に入り設定]
ショートカットを設定するために押します。このオプションはショートカットを追加していない場合は選択
できません。

• [ネットワーク]
ネットワーク設定にアクセスするために押します。

• [製品情報]
製品情報を確認するために押します。

• [初期設定]
[時計セット]、[設定リセット]、[表示言語設定]のメニューにアクセスするために押します。
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  関連情報
• 本製品のご案内 
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 ホーム > 本製品のご案内 > 本製品にテキストを入力する

本製品にテキストを入力する
本製品にテキストを入力する必要がある場合、画面でキーボードを表示します。

• 設定している機能によりキー配列が異なる場合があります。
• 本製品はタッチパネル画面からの漢字、かな入力はできません。漢字、かな入力をする場合は、Web Based

Managementをご使用ください。

• 1 を押して文字、数字、特殊記号を選択します。

• を押して小文字と大文字を選択します。

スペースを挿入する

• スペースを入力するには、 を押します。

訂正する

• 入力した文字を変更したい場合は、 を押して、正しい文字を入力します。

  関連情報
• 本製品のご案内 
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 ホーム > 本製品のご案内 > Brother Utilitiesへのアクセス（Windows）

Brother Utilitiesへのアクセス（Windows）
Brother Utilitiesは、お使いのパソコンにインストールされたブラザーアプリケーションに簡単にアクセスでき
るアプリケーションランチャーです。
1. 次のいずれかを行ってください：

• Windows 11

 > すべてのアプリ > Brother > Brother Utilitiesをクリックします。

• Windows 10

 > Brother > Brother Utilitiesをクリックします。

2. 本製品を選択します。

3. 利用する操作を選択します。

  関連情報
• 本製品のご案内

• ブラザーのソフトウェアとドライバーをアンインストールする（Windows） 
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 ホーム > 本製品のご案内 > Brother Utilitiesへのアクセス（Windows） > ブラザーのソフトウェアとドライ
バーをアンインストールする（Windows）

ブラザーのソフトウェアとドライバーをアンインストールする（Windows）
1. 以下のいずれかを行ってください：

• Windows 11

 > すべてのアプリ > Brother > Brother Utilitiesをクリックします。

• Windows 10

 > Brother > Brother Utilitiesをクリックします。

2. ドロップダウンリストをクリックして、お使いの機器のモデル名を選択します（未選択の場合）。左ナビゲー
ションバーのツールをクリックして、アンインストールをクリックします。
ダイアログボックスの指示に従い、ソフトウェアやドライバーをアンインストールします。

  関連情報
• Brother Utilitiesへのアクセス（Windows） 
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 ホーム > 本製品のご案内 > Brother iPrint&Scanへのアクセス（Windows/Mac）

Brother iPrint&Scanへのアクセス（Windows/Mac）
Windowsおよび Mac向けの Brother iPrint&Scanを使用して、お使いのパソコンからスキャンします。

最新のバージョンをダウンロードするには：
- Windowsの場合：

support.brother.com/downloadsでお使いのモデルのソフトウェアダウンロードページに進み、Brother
iPrint&Scanをダウンロードしてインストールします。

- Macの場合：
Apple App Storeから、Brother iPrint&Scanをダウンロードして、インストールします。

指示が表示された場合は、本製品を使用するために必要なドライバーとソフトウェアをインストールします。
製品の最新のドライバーとソフトウェアを、support.brother.com/downloadsでお使いのモデルのソフトウェア
ダウンロードページからダウンロードします。

1. 次のいずれかを行ってください：
• Windows 11

 > すべてのアプリ > Brother > Brother iPrint&Scanをクリックします。

• Windows 10

 > Brother > Brother iPrint&Scanをクリックします。

アプリケーションのバージョンによって、実際の画面と異なる場合があります。

  関連情報
• 本製品のご案内 
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 ホーム > 原稿の取り扱い

原稿の取り扱い

• 原稿の仕様

• 原稿のセット
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿の仕様

原稿の仕様

• 使用可能な原稿

• 使用できない原稿

• キャリアシートに関する推奨事項

• キャリアシート使用に関する注意事項
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿の仕様 > 使用可能な原稿

使用可能な原稿
紙の厚さや種類が異なる原稿を同時にセットしないでください。

標準紙

幅 50.8 mm 〜 215.9 mm

長さ 1 70 mm 〜 355.6 mm

重さ 51.8 g/㎡ 〜 128 g/㎡
厚さ 0.08 mm 〜 0.14 mm

これより薄い原稿をスキャンするには、オプションのキャリアシートをご利用ください。

最大枚数 2 最大 20枚

標準の用紙サイズ A4 210 mm x 297 mm

A5 148 mm x 210 mm

A6 105 mm x 148 mm

B5 182 mm x 257 mm

B6 128 mm x 182 mm

リーガル 215.9 mm x 355.6 mm

レター 215.9 mm x 279.4 mm

エグゼクティブ 184.1 mm x 266.7 mm

フォリオ 215.9 mm x 330.2 mm

重要

• ノーカーボン紙や領収書には化学物質が含まれており、分離片や分離ローラーを傷つけ、寿命を縮める可
能性があります。紙詰まりが繰り返し発生する場合は、分離片と分離ローラーを清掃してください。

• 中質紙の原稿をスキャンする場合、上質紙の原稿をスキャンする場合に比べて、分離片と分離ローラーの
寿命が短くなる可能性があります。

• スキャン中に原稿の写真や付箋が分離片や分離ローラーに接触すると、これらの部品が破損する可能性が
あります。

プラスチックカード

サイズ（ISO） 85.6 mm x 54.0 mm

材料 プラスチック（PET）
タイプ プラスチックカード（ポイントカードなど）
厚さ 最大 1.24 mm（エンボス加工あり）

最大 1.02 mm（エンボス加工なし）
最大カード読み取り枚数 1枚

特定の種類のエンボスカードは正しくスキャンされないことがあります。

  関連情報
• 原稿の仕様 

1 長尺用紙機能を使用する場合は最大 5000 mm。
2 80 g/㎡普通紙を使用する場合。
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿の仕様 > 使用できない原稿

使用できない原稿
次の種類の原稿は正常にスキャンされないことがあります。
• カーボン紙が付いている原稿
• 鉛筆で書かれた原稿
• 封筒など、厚さが均一でない原稿
• 大きなしわがあったり丸まっている原稿
• トレーシングペーパーを使用している原稿
• コート紙を使用している原稿
• 写真（印画紙）
• ミシン目がある原稿
• 一般的ではない形状（正方形または長方形ではない）の紙に印刷された原稿
• 写真、メモ、またはシールが貼られた原稿
• ルーズリーフ紙など穴のある原稿
• クリップまたはホチキスの針が付いた原稿
• インクが乾いていない原稿
• 布、金属製のシート、または OHPシート
• 光沢または鏡面加工された原稿
• 推奨される厚さより厚い原稿

重要

• 写真など光沢紙をスキャンすると、原稿の表面が傷付く可能性があります。
• 本製品で使用できない原稿を使用したことが原因で発生した損傷は、保証の対象になりません。

  関連情報
• 原稿の仕様

• 穴をあけてはいけない原稿の領域
関連トピック：
• スキャナーとローラーを清掃する 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿の仕様 > 使用できない原稿 > 穴をあけてはいけない原稿の領域

穴をあけてはいけない原稿の領域
図の網掛け部分にはパンチ穴のような穴がないようにしてください。スキャンエラーの原因となります。

2

3

4

7

6

5

1

1. 27.5 mm
2. 先端
3. 後端
4. 中央
5. 給紙方向
6. 表面
7. 読み取り基準点

この条件は、ピックアップローラーの中央に原稿がセットされている場合に適用されます。

  関連情報
• 使用できない原稿 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿の仕様 > キャリアシートに関する推奨事項

キャリアシートに関する推奨事項
以下のタイプの原稿をスキャンするには、オプションのキャリアシートを使用することをお勧めします。
• カーボン紙が付いている原稿
• 鉛筆で書かれた原稿
• 本製品で許容されている幅より狭い原稿
• 本製品で許容されている長さより短い原稿
• 本製品で許容されている厚さより薄い原稿
• 封筒など、厚さが均一でない原稿
• 大きなしわがあったり丸まっている原稿
• 折れ曲がった原稿または破れた原稿
• トレーシングペーパーを使用している原稿
• コート紙を使用している原稿
• 写真（印画紙）
• ミシン目がある原稿
• 一般的ではない形状（正方形または長方形ではない）の紙に印刷された原稿
• 写真、メモ、またはシールが貼られた原稿
• ノーカーボン紙を使用している原稿
• ルーズリーフ紙など穴のある原稿

  注意
自分の手を切らないように、キャリアシートの端を手や指でなぞったり、こすったりしないでください。

重要

• キャリアシートの反りを避けるため、直射日光の当たる場所や高温多湿の場所にキャリアシートを置かな
いでください。

• キャリアシートの破損を避けるため、シートを折ったり引っ張ったりしないでください。正確なスキャン
結果を得ることができない可能性があるため、破損したキャリアシートを使用しないでください。

  関連情報
• 原稿の仕様
関連トピック：
• 交換用消耗品・オプション品
• 使用可能な原稿
• 仕様 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿の仕様 > キャリアシート使用に関する注意事項

キャリアシート使用に関する注意事項
• 紙詰まりを防ぐため、オプションのキャリアシートを逆向きに挿入しないでください。詳細については、キ
ャリアシートに印刷されている取扱説明をご覧ください。

• 紙詰まりを防ぐため、複数枚の原稿を同時にキャリアシートに入れないでください。一度に 1枚の原稿だけ
をキャリアシートに挿入してください。

• キャリアシートには何も書かないでください。書いた場合は、スキャン画像に写り込む可能性があります。
キャリアシートが汚れたら、乾いた布で拭き取ってください。

• キャリアシートに原稿を長時間入れたままにしないでください。原稿の印刷がキャリアシートに移ることが
あります。

• 使用できない原稿を使用して本製品に損傷があった場合、保証の対象外になる可能性があります。

  関連情報
• 原稿の仕様
関連トピック：
• 交換用消耗品・オプション品 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿のセット

原稿のセット

重要

• 原稿のインクや修正液が完全に乾いていることを確認します。
• 原稿が送られている間は引っぱらないでください。
• カールした紙、しわのある紙、折ってある紙、破れた紙、ホチキスで閉じてある紙、クリップの付いた
紙、のりが付いた紙、またはテープが付いた紙は使わないでください。

• ボール紙または布は使わないでください。

• 標準サイズの原稿のセット

• 名刺のセット

• プラスチックカードのセット

• 標準サイズよりも長い原稿のセット

• 標準サイズ以外の原稿のセット

• 切り抜き、写真、その他原稿をセットする

26



 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿のセット > 標準サイズの原稿のセット

標準サイズの原稿のセット
ADF(自動原稿送り装置)は、複数枚の原稿をセットして 1枚ずつ送ることができます。標準サイズの原稿を使用
し、ADF（自動原稿送り装置）に置く前に必ず原稿をさばきます。詳しい説明は「関連トピック」をご覧くださ
い。
1. 原稿の幅に合わせて原稿ガイド（1）を調整します。

1

2. 長辺と短辺の両方向から、原稿を数回さばきます。

3. 原稿の端を整えます。

4. 先端を送り方向に少しだけずらして原稿をセットします。
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お願い
この手順は、重送、紙詰まり、給紙不能を避けるために必要です。

5. 原稿切替レバーを左にスライドさせ、ADF（自動原稿送り装置）モードになっていることを確認します。原
稿を裏返しにし、上端を先にして ADF（自動原稿送り装置）の原稿ガイドの間に置き、本製品の内部にあた
るまで入れます。薄い紙は、端が折れないようにゆっくりと慎重に送ります。

領収書をスキャンする際は、領収書が曲がらないように手で支えながら本製品に通してください。

  関連情報
• 原稿のセット
関連トピック：
• 使用可能な原稿 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿のセット > 名刺のセット

名刺のセット
1. 原稿の幅に合わせて原稿ガイド（1）を調整します。

1

2. 原稿切替レバーを左にスライドさせ、ADF（自動原稿送り装置）モードになっていることを確認します。カ
ードを裏返しにし、上端を先にして ADF（自動原稿送り装置）の原稿ガイドの間に置き、本製品の内部にあ
たるまで入れます。

• 名刺は一度に 1枚だけセットできます。
• カードスロットリーダーでは、名刺をスキャンすることはできません。名刺のスキャンには、自動原稿
送り装置（ADF）を使用することをお勧めします。

  関連情報
• 原稿のセット 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿のセット > プラスチックカードのセット

プラスチックカードのセット
1. トップカバーを開け、原稿切替レバーを右にスライドさせます。

2. プラスチックカードの表を上にし、ガイドラインに従ってカードの下端からカードスロット（1）に挿入しま
す。カードが本製品に送られます。

1

• プラスチックカードを ADF（自動原稿送り装置）にセットしないでください。
• プラスチックカードは、縦方向（短辺を先）にセットします。
• プラスチックカードは、一度に 1枚だけセットしてください。
• プラスチックカードの種類によっては、スキャンする際に傷がつくことがあります。
• カードの表面に脂のしみ（指紋など）や同様の汚れが付いている場合は、スキャンする前に汚れを拭き
取ってください。

• 特定の種類のエンボスカードは正しくスキャンされないことがあります。

  関連情報
• 原稿のセット 

30



 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿のセット > 標準サイズよりも長い原稿のセット

標準サイズよりも長い原稿のセット

原稿のインクや修正液が完全に乾いていることを確認します。

1. 原稿の幅に合わせて原稿ガイド（1）を調整します。

1

2. 原稿切替レバーを左にスライドさせ、ADF（自動原稿送り装置）モードになっていることを確認します。原
稿を裏返しにし、上端を先にして ADF（自動原稿送り装置）の原稿ガイドの間に置き、本製品の内部にあた
るまで入れます。薄い紙は、端が折れないようにゆっくりと慎重に送ります。

• 原稿は一度に 1枚だけセットしてください。
• 伸ばした ADF（自動原稿送り装置）より原稿が長い場合は、手で原稿を支えてください。
• 長尺紙は、300 x 300 dpi未満の解像度でのスキャンに使用できます。
• 長尺紙は両面スキャンには使用できません。

  関連情報
• 原稿のセット 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿のセット > 標準サイズ以外の原稿のセット

標準サイズ以外の原稿のセット

原稿のインクや修正液が完全に乾いていることを確認します。

1. 原稿を半分に折って、キャリアシート（別売）に挿入します。

a

b

a. 原稿は裏返しにする
b. キャリアシートヘッダーは表向きにする

キャリアシートの中央に原稿をセットし、原稿の上端をキャリアシートの上端に合わせます。

2. キャリアシートの幅に合わせて原稿ガイド（1）を調整します。

1

3. キャリアシートを ADF（自動原稿送り装置）の原稿ガイドの間に置き、本製品の内部にあたるまで入れます。
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スキャンした原稿の中央の空白部分を減らすために、折った原稿の端がキャリアシートの端になるように置
きます。

  関連情報
• 原稿のセット 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 原稿のセット > 切り抜き、写真、その他原稿をセットする

切り抜き、写真、その他原稿をセットする

原稿のインクや修正液が完全に乾いていることを確認します。

1. キャリアシート（別売）に原稿を挿入します。

• キャリアシートの中央に原稿をセットし、原稿の上端をキャリアシートの上端に合わせます。
• キャリアシートよりも長い原稿の場合は、原稿を重ねてキャリアシートに挿入できるように、原稿を折
り畳みます。スキャンが終わったら、原稿を広げて残りの情報が見えるように再び折り畳み、キャリア
シートに挿入し、再度スキャンします。

2. キャリアシートの幅に合わせて原稿ガイド（1）を調整します。

1
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3. キャリアシートを ADF（自動原稿送り装置）の原稿ガイドの間に置き、本製品の内部にあたるまで入れます。

  関連情報
• 原稿のセット 
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 ホーム > スキャン

スキャン

• スキャンする前に

• 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする

• Brother iPrint&Scanを使用してスキャンする（Windows/Mac）

• お使いのパソコンからスキャンする （Windows）

• パソコンからのスキャン（Mac）

• Web Based Managementを使用してスキャン設定を行う
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 ホーム > スキャン > スキャンする前に

スキャンする前に
本製品の操作パネルを使わずにスキャンするには、以下のモバイルアプリケーションまたはパソコンアプリケー
ションをダウンロードしてインストールしてください。

アプリケーション 機能 使用可能なオペレーティングシス
テム（OS）

アクセス方法

Windows Mac モバイル
Brother iPrint&Scan 基本的なスキャンや高度なスキャ

ンワークフローを利用できます。
〇 〇 - Windowsの場合：

support.brother.com/
downloadsで、お使
いのモデルのソフト
ウェアダウンロード
ページにアクセスし
ます。
Macの場合：App
Storeにアクセスし
ます。

Nuance™ PaperPort
™ 14SE

原稿のスキャン、共有、検索、整理
ができます。

〇 1 - - support.brother.com/
downloadsで、お使
いのモデルのソフト
ウェアダウンロード
ページに移動しま
す。

Presto! BizCard スキャンした名刺の情報をパソコ
ンで管理します。

〇 1 〇 - support.brother.com/
downloadsで、お使
いのモデルのソフト
ウェアダウンロード
ページに移動しま
す。

Presto! ImageFolio スキャンした画像や写真をパソコ
ン上で修正したり、補正したりする
ことができます。

〇 1 〇 - support.brother.com/
downloadsで、お使
いのモデルのソフト
ウェアダウンロード
ページに移動しま
す。

Kofax Power PDF™

Standard 2
PDFファイルを作成、編集し、
Microsoft Word、Microsoft Excel、
Microsoft PowerPoint、画像ファイ
ルなどの他のフォーマットに変換
することができます。

〇 1 〇 - support.brother.com/
downloadsで、お使
いのモデルのソフト
ウェアダウンロード
ページに移動しま
す。

Brother Mobile
Connect

モバイル端末から写真や文書を直
接スキャンすることができます。

- - 〇 Android™端末の場
合：Google Play™に
アクセスします。
iOS端末の場合：App
Storeにアクセスし
ます。

  関連情報
• スキャン 

1 TWAINドライバーがお使いのパソコンにインストールされている必要があります。
2 アプリケーションの起動時にシリアル番号の入力を求められた場合は、スキャナーに添付されているシリアル番号ラベルを確認してくださ
い。
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする

本製品のスキャン機能を使用してスキャンする

• スキャンした原稿をパソコンに保存する

• スキャン to ワークフロー機能を使用してスキャンした原稿を保存する

• スキャンした原稿を USBフラッシュドライブに保存する

• スキャンしたデータを Eメール受信者に送信する

• アドレス帳の設定

• スキャンしたデータを FTPサーバーに保存する

• スキャンしたデータを SSHサーバー（SFTP）に保存する

• スキャン to ネットワークファイル

• スキャンしたデータを SharePointサーバーに保存する

• Webサービスプロトコルを使用してネットワークスキャンを行う（Windows 10および
Windows 11）

• Brother iPrint&Scanからスキャンボタン設定の変更

• 外部機器によるスキャン機能の利用の制限

38



 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンした原稿をパソコンに保存
する

スキャンした原稿をパソコンに保存する

1. 原稿をセットします。
2. dまたは cを押して[PC]を表示させ、それを押します。
3. 複数のパソコンが本製品に接続されている場合は、aまたは bを押して保存先のパソコンを表示し、それを押
します。

4. スキャン設定を変更するには、[設定変更]を押します。
5. [スキャン設定] > [本体から設定]を押します。
6. 変更するスキャン設定を選択します。

オプション 詳細
[両面スキャン] 両面スキャンを使用するには、データファイルのページ

のレイアウトがスキャンされた原稿と一致するように
[両面スキャン：長辺とじ原稿]を選択します。

[カラー設定] 原稿のカラー形式を選択します。
[解像度] 原稿のスキャン解像度を選択します。
[ファイル形式] 原稿のファイル形式を選択します。
[原稿サイズ] 原稿サイズを選択します。
[白紙除去] オンが選択されていると、スキャンした原稿にある空白

ページを除いてデータを保存します。
[詳細設定] [カラートーン調整]

明るさとコントラストを調整します。

設定値をショートカットとして保存するには、[お気に入り登録]を押します。
7. [OK]を押します。
8. [スタート]を押します。
本製品がスキャンを開始します。

  関連情報
• 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする
関連トピック：
• Brother iPrint&Scanからスキャンボタン設定の変更 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャン to ワークフロー機能を使
用してスキャンした原稿を保存する

スキャン to ワークフロー機能を使用してスキャンした原稿を保存する

スキャンする前に、Brother iPrint&Scan（Windows用および Mac用）を使用して、以下を実行します。
1. スキャン to ワークフロー設定を行います。詳しい説明は「関連トピック」をご覧ください。
2. ホーム画面で、本体からのスキャン設定 > ワークフローをクリックし、作成したワークフローを選択しま
す。

1. 原稿をセットします。
2. dまたは cを押して[ワークフロー]を表示させ、それを押します。
3. スキャンした原稿の保存先を選択します。複数のパソコンが本製品に接続されている場合は、aまたは bを押
して保存先のパソコンを表示し、それを押します。

4. ワークフローを選択します。
5. [スタート]を押します。

設定値をショートカットとして保存するには、[お気に入り登録]を押します。

本製品がスキャンを開始します。

  関連情報
• 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする
関連トピック：
• Brother iPrint&Scanを使用してスキャン to ワークフロー設定を行う 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンした原稿を USBフラッシ
ュドライブに保存する

スキャンした原稿を USBフラッシュドライブに保存する

USBフラッシュドライブやその中に保存されているデータの損傷を避けるため、本製品のスキャン中は USB
フラッシュドライブを取り外さないでください。

1. 原稿をセットします。
2. USBフラッシュドライブを本製品に挿入します。
スキャン to USB画面が自動的に表示されます。スキャン to USB画面が表示されない場合は、ホーム画面で
[USBメモリ]を押します。

3. スキャン設定を変更するには、[設定変更]を押します。次の設定を行います。

オプション 詳細
[両面スキャン] 両面スキャンを使用するには、データファイルのページ

のレイアウトがスキャンされた原稿と一致するように
[両面スキャン：長辺とじ原稿]を選択します。

[カラー設定] 原稿のカラー形式を選択します。
[解像度] 原稿のスキャン解像度を選択します。
[ファイル形式] 原稿のファイル形式を選択します。
[原稿サイズ] 原稿サイズを選択します。
[ファイル名] ファイル名を変更します。
[ファイル名項目順序] ファイル名の日付やカウンター番号、その他の項目の表

示順を選択します。
[ファイルサイズ] 原稿のファイルサイズを選択します。
[カードふち塗りつぶし] オンを選択すると、スキャンしたプラスチックカードの

画像の四辺に余白が設定されます。

[カードふち塗りつぶし]はカードスロットから
のスキャンのみに利用できます。

[白紙除去] オンが選択されていると、スキャンした原稿にある空白
ページを除いてデータを保存します。

[ファイル分割] スキャンした画像を分割します。
複数の原稿をスキャンした場合、この機能を使って原稿
を分割し、別々に保存することができます。また、原稿
を何ページで分割するかを設定することもできます。

[カラー/グレー TIFF圧縮] カラー／グレー原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択し
ます。

[モノクロ TIFF圧縮] 白黒原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
[詳細設定] [継続スキャン]

ADF（自動原稿送り装置）の最大容量を超えるページを
スキャンし、1つのデータファイルとして保存します。
最初の原稿をスキャンした後、[続行]を押して、追加の
ページをスキャンします。スキャンが完了したら、[完
了]を押します。
[カラートーン調整]
明るさとコントラストを調整します。
[カラー自動検出調整]
[カラー設定]を[自動]に設定すると、色の検出レベル
を調整できます。
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オプション 詳細
[白紙除去レベル調整]
スキャンしたデータの空白ページを検出する感度を選
択します。感度が高いほど、空白ページが検出されやす
くなります。
[エッジ調整]
原稿の余白を調整します。

[設定を保持する] 設定を初期値として保存します。
[設定をリセットする] すべての設定をお買い上げ時の状態に戻します。

• 設定値をショートカットとして保存するには、[お気に入り登録]を押します。
• [原稿サイズ]の[長尺紙(幅狭)]または[長尺紙(標準幅)]を選択するには、以下の設定を使用します。

- [両面スキャン]：[オフ]
- [カラー設定]：[自動]以外（[カラー]、[グレー]、または[モノクロ]）
- [解像度]：300 dpi以下
- [白紙除去]：[オフ]

• [ファイル形式]設定から署名済みの PDFを選択した場合は、Web Based Managementを使用して証明
書の設定を行う必要があります。

4. [OK]を押します。
5. [スタート]を押します。
本製品がスキャンを開始し、スキャンされたデータが USBフラッシュドライブに保存されます。

  関連情報
• 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする
• リモートセットアップを使用した製品の設定の変更 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを Eメール受信
者に送信する

スキャンしたデータを Eメール受信者に送信する
この機能を使用すると、本製品がパソコンに接続されていなくても、原稿をスキャンして Eメールアドレスに送
信することができます。パソコン上の iPrint&Scanソフトウェアを使用して、スキャンしたデータを添付ファイ
ルとしてデフォルトの Eメールアプリケーションに直接送信する場合は、「スキャン to Eメール添付ファイル」
機能を使用します。

• スキャンしたデータを Eメールの受信者に送信するには、ネットワークおよび Eメールの送受信に使用す
る Eメールサーバーと通信するように本製品を設定する必要があります。

• Web Based Managementで、これらを設定することができます。
• スキャン to Eメールサーバー機能を使用するには、本製品をネットワークに接続し、SMTPサーバーにア
クセスする必要があります。操作を進める前に、次の SMTP情報が必要になります。
- サーバーアドレス
- ポート番号
- ユーザー名
- 暗号化タイプ（SSLまたは TLS）
- Eメールサーバー証明書（使用する場合）
この情報が不明な場合は、Eメールサービスプロバイダーまたはネットワーク管理者にお問い合わせくだ
さい。

1. 原稿をセットします。
2. dまたは cを押して[Eメール送信]を表示させ、それを押します。
3. 以下のいずれかを行って、宛先 E-mailアドレスを入力します。

• E-mailアドレスを手動で入力するには、[手動接続]を押して、画面に表示されるキーボードを使用して入
力します。完了したら、[OK]を押します。

• Eメールアドレスが本製品のアドレス帳に保存されている場合は、[アドレス帳]を押して、該当のアドレ
スを選択します。
[OK]を押します。

4. を押して E-mailアドレスを確認し、[OK]を押します。

5. スキャン設定を変更するには、[設定変更]を押します。次の設定を行います。

オプション 詳細
[両面スキャン] 両面スキャンを使用するには、データファイルのページ

のレイアウトがスキャンされた原稿と一致するように
[両面スキャン：長辺とじ原稿]を選択します。

[カラー設定] 原稿のカラー形式を選択します。
[解像度] 原稿のスキャン解像度を選択します。
[ファイル形式] 原稿のファイル形式を選択します。
[原稿サイズ] 原稿サイズを選択します。
[メール タイトル] Eメールのメールタイトルを入力します。
[ファイル名] ファイル名を変更します。
[ファイル名項目順序] ファイル名の日付やカウンター番号、その他の項目の表

示順を選択します。
[ファイルサイズ] 原稿のファイルサイズを選択します。
[カードふち塗りつぶし] オンを選択すると、スキャンしたプラスチックカードの

画像の四辺に余白が設定されます。
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オプション 詳細

[カードふち塗りつぶし]はカードスロットから
のスキャンのみに利用できます。

[白紙除去] オンが選択されていると、スキャンした原稿にある空白
ページを除いてデータを保存します。

[ファイル分割] スキャンした画像を分割します。
複数の原稿をスキャンした場合、この機能を使って原稿
を分割し、別々に保存することができます。また、原稿
を何ページで分割するかを設定することもできます。

[カラー/グレー TIFF圧縮] カラー／グレー原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択し
ます。

[モノクロ TIFF圧縮] 白黒原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
[詳細設定] [継続スキャン]

ADF（自動原稿送り装置）の最大容量を超えるページを
スキャンし、1つのデータファイルとして保存します。
最初の原稿をスキャンした後、[続行]を押して、追加の
ページをスキャンします。スキャンが完了したら、[完
了]を押します。
[カラートーン調整]
明るさとコントラストを調整します。
[カラー自動検出調整]
[カラー設定]を[自動]に設定すると、色の検出レベル
を調整できます。
[白紙除去レベル調整]
スキャンしたデータの空白ページを検出する感度を選
択します。感度が高いほど、空白ページが検出されやす
くなります。
[エッジ調整]
原稿の余白を調整します。

[設定を保持する] 設定を初期値として保存します。
[設定をリセットする] すべての設定をお買い上げ時の状態に戻します。

設定値をショートカットとして保存するには、[お気に入り登録]を押します。
6. [OK]を押します。
7. [スタート]を押します。
本製品がスキャンを開始します。

  関連情報
• 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする

• 受信確認（TX）メールを使用する 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを Eメール受信
者に送信する > 受信確認（TX）メールを使用する

受信確認（TX）メールを使用する
受信確認（TX）メールの機能を利用して、受信者が Eメールを受信して開いたら通知を受け取るように設定する
ことができます。Web Based Managementを使用して、検証機能をオンにします。受信確認要求を行うがオン
のときは、Eメールに追加のフィールドが含まれ、Eメールの受信日時が自動的に記録されます。
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、Eメール > メール送信設定をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 受信確認要求を行う欄で、オンをクリックします。
6. OK をクリックします。

• 受信確認通知（MDN）
このフィールドは、SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）送信システムによって配信された後の Eメ
ールの状態を要求します。受信者がメッセージを受け取った後、製品またはユーザーが受信 Eメールを
読んだときにこのデータが使用されます。例えば、受信者が Eメールを開いて読むと、送信元の製品ま
たはユーザーに通知が送り返されます。
受信者が通知を送信するためには、MDN フィールドを有効にしておく必要があります。有効にしてい
ないと、要求が無視されます。

• 本製品には Eメールの受信機能がありません。受信確認メール機能を使用するためには、別の Eメール
アドレスに通知を送信するよう設定する必要があります。Web Based Managementで Eメールアドレ
スを設定します。Web Based Managementにアクセスし、左側のナビゲーションバーで Eメール > E
メールをクリックしてから、SMTPをクリックし、デバイスの Eメールアドレスを確認します。通知を
受信するための Eメールアドレスを入力します。

  関連情報
• スキャンしたデータを Eメール受信者に送信する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > アドレス帳の設定

アドレス帳の設定
アドレス帳機能で、Eメールアドレスを選択して、スキャンしたデータを直接送信できます。

  関連情報
• 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする

• お使いのブラザー製品に Eメールアドレスを登録する
• Web Based Managementを使用した Eメールアドレスの登録 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > アドレス帳の設定 > お使いのブラザ
ー製品に Eメールアドレスを登録する

お使いのブラザー製品に Eメールアドレスを登録する
1. [Eメール送信] > [アドレス帳] > [編集] > [アドレス帳登録] > [名前]を押します。
2. 画面を使用して名前を入力してから、[OK]を押します。
3. [アドレス]を押します。
4. Eメールアドレスを入力し、[OK]を押します。
5. 別の Eメールアドレスを登録するには、このステップを繰り返します。

6. を押します。

  関連情報
• アドレス帳の設定
関連トピック：
• 本製品にテキストを入力する 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > アドレス帳の設定 > Web Based
Managementを使用した Eメールアドレスの登録

Web Based Managementを使用した Eメールアドレスの登録
最大 300の Eメールアドレスを登録し、それぞれのアドレスに名前を入力できます。
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、アドレス帳 > アドレス ####をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. メールアドレス欄で、Eメールアドレスを入力します。
6. 名前欄で、名前を入力します。
7. OK をクリックします。

  関連情報
• アドレス帳の設定
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを FTPサーバ
ーに保存する

スキャンしたデータを FTPサーバーに保存する
スキャンしたデータを共有する必要がある場合、原稿をスキャンして FTPサーバーに直接送ることができます。
プロファイルを設定して、任意のスキャン to FTPの送信先を保存することもできます。

• スキャン to FTPプロファイルを設定する

• スキャンしたデータを FTPサーバーに送信する
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを FTPサーバ
ーに保存する > スキャン to FTPプロファイルを設定する

スキャン to FTPプロファイルを設定する
スキャン to FTPのプロファイルを設定し、スキャンしたデータを指定の FTPサーバーに直接アップロードでき
ます。

• 以下のウェブブラウザーの最新バージョンのご使用をお勧めします：
- Windowsの場合：Microsoft Edge、Firefoxおよび Google Chrome™

- Macの場合：Safari、Firefoxおよび Google Chrome™

- Android™の場合：Google Chrome™

- iOSの場合：Safariおよび Google Chrome™

• どのブラウザーを使用する場合でも、JavaScriptおよび Cookieが常に有効になっていることを確認してく
ださい。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、スキャン > スキャン to FTP/SFTP/ネットワーク/SharePointをクリックしま
す。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. FTPを選択し、OK をクリックします。
6. FTP/SFTP/ネットワークファイル/SharePoint スキャンプロファイルメニューをクリックします。
7. 設定または変更したいプロファイルを選択します。

?、/、\、"、:、<、>、|、*等の文字を使用すると、送信エラーが起こることがあります。

オプション 詳細
プロファイル名 このサーバープロファイルの名前を入力します（14文字以下の英数

字）。本製品の画面上に入力した名前が表示されます。
サーバー アドレス ホストアドレス（例：ftp.example.com、最大 64文字）または IPア

ドレス（例：192.23.56.189）を入力します。
ユーザー名 FTPサーバーへのデータの書き込みが許可されているユーザー名（32

文字以下）を入力します。
パスワード ユーザー名欄で入力したユーザー名のパスワード（33文字以下）を

入力します。パスワード確認欄にパスワードを再入力します。
SSL/TLS SSL/TLSオプションを設定して、SSL/TLS通信を使用して安全にス

キャンします。必要に応じて CA証明書 設定を変更します。
転送先フォルダー スキャンしたデータの送信先となる FTPサーバーのフォルダーへの

パス（255文字以下）を入力します。パスの先頭はスラッシュにしな
いでください（例：brother/abc）。
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オプション 詳細
ファイル名 指定のプリセット名またはユーザー定義の名前から、ファイル名を選

択します。ナビゲーションメニューのスキャン ファイル名称メニュ
ーで、ユーザー定義の名前とファイル名のスタイルを設定できます。

画質 品質設定を選択します。自動を選択すると、カラー自動検出調整ドロ
ップダウンリストから色の検出レベルを調整できます。

ファイル形式 スキャンした文書に使用するファイル形式を選択します。
原稿サイズ リストから原稿サイズを選択します。スキャンする原稿のサイズが

正しいかどうかを確認します。
カードふち塗りつぶし オンを選択すると、スキャンしたプラスチックカードの画像の四辺に

余白が設定されます。

カードふち塗りつぶしはカードスロットからのスキャンにの
み利用できます。

エッジ調整 原稿の余白を調整します。
ファイルサイズ ファイルサイズを選択します。
白紙除去 オンオプションを選択して、スキャン結果から原稿の空白ページを削

除します。
白紙除去レベル調整 スキャンしたデータの空白ページを検出する感度を選択します。感

度が高いほど、空白ページが検出されやすくなります。
ファイル分割 スキャンした画像を分割します。

複数の原稿をスキャンした場合、この機能を使って原稿を分割し、別
々に保存することができます。また、原稿を何ページで分割するかを
設定することもできます。

カラー/グレー TIFF圧縮 カラー／グレー原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
モノクロ TIFF圧縮 白黒原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
両面読取 オンを選択して、原稿の両面をスキャンします。
明るさ 明るさレベルを選択します。
コントラスト コントラストレベルを選択します。
継続スキャン ADF（自動原稿送り装置）の最大容量を超えるページをスキャンし、

1つのデータファイルとして保存します。
パッシブモード FTPサーバーおよびネットワークファイアウォール設定に応じて、パ

ッシブモードのオフ／オン設定を切り替えます。お買い上げ時の設
定はオフです。ほとんどの場合この設定を変更する必要はありませ
ん。

ポート番号 FTPサーバーへアクセスするためのポート番号を設定します。お買
い上げ時の設定は、ポート 21 です。ほとんどの場合この設定を変更
する必要はありません。

8. OK をクリックします。

  関連情報
• スキャンしたデータを FTPサーバーに保存する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを FTPサーバ
ーに保存する > スキャンしたデータを FTPサーバーに送信する

スキャンしたデータを FTPサーバーに送信する
1. 原稿をセットします。
2. dまたは cを押して[FTP/SFTPサーバー]を表示させ、それを押します。
3. Web Based Managementを使用してセットアップした、サーバーのプロファイルが一覧表示されます。使用
するプロファイルを選択します。プロファイルが完全ではない場合（例えば、ログオンアカウント名および
パスワードが存在しない、または画質やファイル形式が指定されていない）、必要な情報の入力を求められま
す。

4. [スタート]を押します。
本製品はスキャンを開始します。

  関連情報
• スキャンしたデータを FTPサーバーに保存する 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SSHサーバ
ー（SFTP）に保存する

スキャンしたデータを SSHサーバー（SFTP）に保存する
セキュアシェルプロトコルを使用して、原稿をネットワーク上の宛先にスキャンするときに、プライベートで安
全なデータストリームを確立します。さらに便利にするために、異なるプロファイルを設定して、任意のスキャ
ン to SFTPの送信先を保存します。

• スキャン to SFTPプロファイルを設定する

• Web Based Managementを使用してクライアント鍵ペアを作成する

• Web Based Managementを使用してクライアント鍵ペアをエクスポートする

• Web Based Managementを使用してサーバーの公開鍵をインポートする

• スキャンしたデータを SFTPサーバーに送信する
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SSHサーバ
ー（SFTP）に保存する  > スキャン to SFTPプロファイルを設定する

スキャン to SFTPプロファイルを設定する
スキャン to SFTPプロファイルを設定して、スキャンしたデータを SFTPの場所に直接アップロードします。

• 以下のウェブブラウザーの最新バージョンのご使用をお勧めします：
- Windowsの場合：Microsoft Edge、Firefoxおよび Google Chrome™

- Macの場合：Safari、Firefoxおよび Google Chrome™

- Android™の場合：Google Chrome™

- iOSの場合：Safariおよび Google Chrome™

• どのブラウザーを使用する場合でも、JavaScriptおよび Cookieが常に有効になっていることを確認してく
ださい。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、スキャン > スキャン to FTP/SFTP/ネットワーク/SharePointをクリックしま
す。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. SFTPを選択し、OK をクリックします。
6. FTP/SFTP/ネットワークファイル/SharePoint スキャンプロファイルメニューをクリックします。
7. 設定または変更したいプロファイルを選択します。

?、/、\、"、:、<、>、|、*等の文字を使用すると、送信エラーが起こることがあります。

オプション 詳細
プロファイル名 このサーバープロファイルの名前を入力します（14文字以下の英数

字）。本製品の画面上に入力した名前が表示されます。
サーバー アドレス ホストアドレス（例：ftp.example.com、最大 64文字）または IPア

ドレス（例：192.23.56.189）を入力します。
ユーザー名 SFTPサーバーへのデータの書き込みが許可されているユーザー名

（32文字以下）を入力します。
認証方法 パスワードまたは公開鍵を選択します。

以下のいずれかを行ってください：
• パスワードを選択した場合、ユーザー名欄に入力したユーザー名
に対するパスワード（最大 33文字）を入力します。パスワード確
認欄にパスワードを再入力します。

• 公開鍵を選択した場合、クライアント鍵ペアドロップダウンリス
トから、認証の種類を選択します。

サーバー公開鍵 認証の種類を選択します。
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オプション 詳細
転送先フォルダー スキャンしたデータの送信先となる SFTPサーバーのフォルダーへ

のパス（255文字以下）を入力します。パスの先頭はスラッシュにし
ないでください（例：brother/abc）。

ファイル名 指定のプリセット名またはユーザー定義の名前から、ファイル名を選
択します。ナビゲーションメニューのスキャン ファイル名称メニュ
ーで、ユーザー定義の名前とファイル名のスタイルを設定できます。

画質 品質設定を選択します。自動を選択すると、カラー自動検出調整ドロ
ップダウンリストから色の検出レベルを調整できます。

ファイル形式 スキャンした文書に使用するファイル形式を選択します。
原稿サイズ リストから原稿サイズを選択します。スキャンする原稿のサイズが

正しいかどうかを確認します。
カードふち塗りつぶし オンを選択すると、スキャンしたプラスチックカードの画像の四辺に

余白が設定されます。

カードふち塗りつぶしはカードスロットからのスキャンにの
み利用できます。

エッジ調整 原稿の余白を調整します。
ファイルサイズ ファイルサイズを選択します。
白紙除去 オンオプションを選択して、スキャン結果から原稿の空白ページを削

除します。
白紙除去レベル調整 スキャンしたデータの空白ページを検出する感度を選択します。感

度が高いほど、空白ページが検出されやすくなります。
ファイル分割 スキャンした画像を分割します。

複数の原稿をスキャンした場合、この機能を使って原稿を分割し、別
々に保存することができます。また、原稿を何ページで分割するかを
設定することもできます。

カラー/グレー TIFF圧縮 カラー／グレー原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
モノクロ TIFF圧縮 白黒原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
両面読取 オンを選択して、原稿の両面をスキャンします。
明るさ 明るさレベルを選択します。
コントラスト コントラストレベルを選択します。
継続スキャン ADF（自動原稿送り装置）の最大容量を超えるページをスキャンし、

1つのデータファイルとして保存します。
ポート番号 SFTPサーバーへアクセスするためのポート番号を設定します。お

買い上げ時の設定は、ポート 22 です。ほとんどの場合この設定を変
更する必要はありません。

8. OK をクリックします。

  関連情報
• スキャンしたデータを SSHサーバー（SFTP）に保存する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SSHサーバ
ー（SFTP）に保存する  > Web Based Managementを使用してクライアント鍵ペアを作成する

Web Based Managementを使用してクライアント鍵ペアを作成する
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > クライアント鍵ペアをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. クライアント鍵ペアの作成 をクリックします。
6. クライアント鍵ペア名欄に、任意の名前を入力します（最大 20文字）。
7. 公開鍵アルゴリズムドロップダウンリストをクリックし、使用するアルゴリズムを選択します。
8. OK をクリックします。
クライアント鍵ペアが作成され、本製品のメモリーに保存されます。クライアント鍵ペア一覧に、クライア
ント鍵ペア名と公開鍵アルゴリズムが表示されます。

  関連情報
• スキャンしたデータを SSHサーバー（SFTP）に保存する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SSHサーバ
ー（SFTP）に保存する  > Web Based Managementを使用してクライアント鍵ペアをエクスポートする

Web Based Managementを使用してクライアント鍵ペアをエクスポートす
る

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > クライアント鍵ペアをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. クライアント鍵ペア一覧と共に表示される公開鍵のエクスポートをクリックします。
6. OK をクリックします。

クライアント鍵ペアがパソコンにエクスポートされます。

  関連情報
• スキャンしたデータを SSHサーバー（SFTP）に保存する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SSHサーバ
ー（SFTP）に保存する  > Web Based Managementを使用してサーバーの公開鍵をインポートする

Web Based Managementを使用してサーバーの公開鍵をインポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > サーバー公開鍵をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. サーバー公開鍵のインポートをクリックします。
6. インポートするファイルを指定します。
7. OK をクリックします。

サーバー公開鍵が本製品にインポートされます。

  関連情報
• スキャンしたデータを SSHサーバー（SFTP）に保存する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SSHサーバ
ー（SFTP）に保存する  > スキャンしたデータを SFTPサーバーに送信する

スキャンしたデータを SFTPサーバーに送信する
1. 原稿をセットします。
2. dまたは cを押して[FTP/SFTPサーバー]を表示させ、それを押します。
3. Web Based Managementを使用してセットアップした、サーバーのプロファイルが一覧表示されます。使用
するプロファイルを選択します。プロファイルが完全ではない場合（例えば、ログオンアカウント名および
パスワードが存在しない、または画質やファイル形式が指定されていない）、必要な情報の入力を求められま
す。

4. [スタート]を押します。
本製品はスキャンを開始します。

  関連情報
• スキャンしたデータを SSHサーバー（SFTP）に保存する 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャン to ネットワークファイル

スキャン to ネットワークファイル
スキャンしたデータを、ネットワーク上の CIFSサーバーに直接送ることができます。プロファイルを設定して、
任意のスキャン toネットワークの送信先を保存することもできます。

• スキャン to ネットワークプロファイルを設定する

• スキャンしたデータを CIFSサーバーに送信する
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャン to ネットワークファイ
ル > スキャン to ネットワークプロファイルを設定する

スキャン to ネットワークプロファイルを設定する
スキャン toネットワークのプロファイルを設定し、スキャンしたデータを指定の CIFSサーバーに直接送ること
ができます。

• 以下のウェブブラウザーの最新バージョンのご使用をお勧めします：
- Windowsの場合：Microsoft Edge、Firefoxおよび Google Chrome™

- Macの場合：Safari、Firefoxおよび Google Chrome™

- Android™の場合：Google Chrome™

- iOSの場合：Safariおよび Google Chrome™

• どのブラウザーを使用する場合でも、JavaScriptおよび Cookieが常に有効になっていることを確認してく
ださい。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、スキャン > スキャン to FTP/SFTP/ネットワーク/SharePointをクリックしま
す。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. ネットワークを選択し、OK をクリックします。

CIFSサーバー上の指定したフォルダーにデータを送信する場合は、自分のフォルダに送信オプションでオ
ンを選択します。

6. FTP/SFTP/ネットワークファイル/SharePoint スキャンプロファイルメニューをクリックします。
7. 設定または変更したいプロファイルを選択します。

?、/、\、"、:、<、>、|、*等の文字を使用すると、送信エラーが起こることがあります。

オプション 詳細
プロファイル名 このサーバープロファイルの名前を入力します（14文字以下の英数

字）。本製品の画面上に入力した名前が表示されます。
ネットワークフォルダパス スキャンしたデータの送信先である CIFSサーバー上のフォルダー

のパスを入力します。
ファイル名 指定のプリセット名またはユーザー定義の名前から、ファイル名を選

択します。ナビゲーションメニューのスキャン ファイル名称メニュ
ーで、ユーザー定義の名前とファイル名のスタイルを設定できます。

画質 品質設定を選択します。自動を選択すると、カラー自動検出調整ドロ
ップダウンリストから色の検出レベルを調整できます。

ファイル形式 スキャンした文書に使用するファイル形式を選択します。
原稿サイズ リストから原稿サイズを選択します。スキャンする原稿のサイズが

正しいかどうかを確認します。
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オプション 詳細
カードふち塗りつぶし オンを選択すると、スキャンしたプラスチックカードの画像の四辺に

余白が設定されます。

カードふち塗りつぶしはカードスロットからのスキャンにの
み利用できます。

エッジ調整 原稿の余白を調整します。
ファイルサイズ ファイルサイズを選択します。
白紙除去 オンオプションを選択して、スキャン結果から原稿の空白ページを削

除します。
白紙除去レベル調整 スキャンしたデータの空白ページを検出する感度を選択します。感

度が高いほど、空白ページが検出されやすくなります。
ファイル分割 スキャンした画像を分割します。

複数の原稿をスキャンした場合、この機能を使って原稿を分割し、別
々に保存することができます。また、原稿を何ページで分割するかを
設定することもできます。

カラー/グレー TIFF圧縮 カラー／グレー原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
モノクロ TIFF圧縮 白黒原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
両面読取 オンを選択して、原稿の両面をスキャンします。
明るさ 明るさレベルを選択します。
コントラスト コントラストレベルを選択します。
継続スキャン ADF（自動原稿送り装置）の最大容量を超えるページをスキャンし、

1つのデータファイルとして保存します。
認証方法 NTLMv2のみ使用できます。
ユーザー名 ネットワークフォルダパス欄で指定したフォルダーへのデータの書

き込み許可を持つユーザー名（最大 96文字）を入力します。ユーザ
ー名がドメインの一部である場合、以下のいずれかの形式でユーザー
名を入力します。
ユーザー名@ドメイン名
ドメイン名\ユーザー名

パスワード ユーザー名欄で入力したユーザー名のパスワード（33文字以下）を
入力します。パスワード確認欄にパスワードを再入力します。

8. OK をクリックします。
9. SNTP（ネットワークタイムサーバー）を設定するか、操作パネルで日付、時刻、およびタイムゾーンを正し
く設定する必要があります。時刻は、CIFSサーバーで使用されるものと一致しなければなりません。

  関連情報
• スキャン to ネットワークファイル
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャン to ネットワークファイ
ル > スキャンしたデータを CIFSサーバーに送信する

スキャンしたデータを CIFSサーバーに送信する
1. 原稿をセットします。
2. dまたは cを押して[ネットワーク]を表示させ、それを押します。

• ユーザー IDを登録している場合、Active Directoryまたは LDAP認証を使用して本製品にログインする
と、[自分のフォルダ]が表示されます。

• CIFSサーバー上の指定したフォルダーにスキャンしたデータを送信するには、 [自分のフォルダ]を押
します。

• Web Based Managementでこの機能を有効にするには、左側のナビゲーションバーで、スキャン > ス
キャン to FTP/SFTP/ネットワーク/SharePointをクリックします。自分のフォルダに送信 欄で、 オン
を選択します。

3. Web Based Managementを使用してセットアップした、サーバーのプロファイルが一覧表示されます。使用
するプロファイルを選択します。プロファイルが完全ではない場合（例えば、ログオンアカウント名および
パスワードが存在しない、または画質やファイル形式が指定されていない）、必要な情報の入力を求められま
す。

4. [スタート]を押します。
本製品はスキャンを開始します。

  関連情報
• スキャン to ネットワークファイル
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SharePoint
サーバーに保存する

スキャンしたデータを SharePointサーバーに保存する
スキャンした情報を共有する必要がある場合、原稿をスキャンして、SharePointサーバーに直接送信します。さ
らに便利な使用法として、異なるプロファイルを設定して、任意のスキャン to SharePointの送信先を保存しま
す。

• スキャン to SharePointプロファイルを設定する

• スキャンしたデータを SharePointサーバーに送信する
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SharePoint
サーバーに保存する > スキャン to SharePointプロファイルを設定する

スキャン to SharePointプロファイルを設定する
スキャン to SharePointプロファイルを設定してスキャンし、スキャンしたデータを SharePointの指定先に直接
アップロードします。

• 以下のウェブブラウザーの最新バージョンのご使用をお勧めします：
- Windowsの場合：Microsoft Edge、Firefoxおよび Google Chrome™

- Macの場合：Safari、Firefoxおよび Google Chrome™

- Android™の場合：Google Chrome™

- iOSの場合：Safariおよび Google Chrome™

• どのブラウザーを使用する場合でも、JavaScriptおよび Cookieが常に有効になっていることを確認してく
ださい。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、スキャン > スキャン to FTP/SFTP/ネットワーク/SharePointをクリックしま
す。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. SharePointを選択し、OK をクリックします。
6. FTP/SFTP/ネットワークファイル/SharePoint スキャンプロファイルメニューをクリックします。
7. 設定または変更したいプロファイルを選択します。

?、/、\、"、:、<、>、|、*等の文字を使用すると、送信エラーが起こることがあります。

オプション 詳細
プロファイル名 このサーバープロファイルの名前を入力します（14文字以下の英数

字）。本製品の画面上に入力した名前が表示されます。
ネットワークフォルダパス ブラウザーのアドレスバーに表示されたフルパスのアドレス（例：

http://SharePointSiteAddress/Shared%20Documents/Forms/
AllItems.aspx）、または IPアドレス（例：http://192.168.0.1/Shared
%20Documents/Forms/AllItems.aspx）をコピーアンドペーストしま
す。

SSL/TLS ネットワークフォルダパス欄のアドレスが「https://」で始まる場合
は、サーバー証明書を検証チェックボックスを選択してサーバー証明
書を確認できます。

ファイル名 指定のプリセット名またはユーザー定義の名前から、ファイル名を選
択します。ナビゲーションメニューのスキャン ファイル名称メニュ
ーで、ユーザー定義の名前とファイル名のスタイルを設定できます。

画質 品質設定を選択します。自動を選択すると、カラー自動検出調整ドロ
ップダウンリストから色の検出レベルを調整できます。

ファイル形式 スキャンした文書に使用するファイル形式を選択します。
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オプション 詳細
原稿サイズ リストから原稿サイズを選択します。スキャンする原稿のサイズが

正しいかどうかを確認します。
カードふち塗りつぶし オンを選択すると、スキャンしたプラスチックカードの画像の四辺に

余白が設定されます。

カードふち塗りつぶしはカードスロットからのスキャンにの
み利用できます。

エッジ調整 原稿の余白を調整します。
ファイルサイズ ファイルサイズを選択します。
白紙除去 オンオプションを選択して、スキャン結果から原稿の空白ページを削

除します。
白紙除去レベル調整 スキャンしたデータの空白ページを検出する感度を選択します。感

度が高いほど、空白ページが検出されやすくなります。
ファイル分割 スキャンした画像を分割します。

複数の原稿をスキャンした場合、この機能を使って原稿を分割し、別
々に保存することができます。また、原稿を何ページで分割するかを
設定することもできます。

カラー/グレー TIFF圧縮 カラー／グレー原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
モノクロ TIFF圧縮 白黒原稿の圧縮 TIFFファイル形式を選択します。
両面読取 オンを選択して、原稿の両面をスキャンします。
明るさ 明るさレベルを選択します。
コントラスト コントラストレベルを選択します。
継続スキャン ADF（自動原稿送り装置）の最大容量を超えるページをスキャンし、

1つのデータファイルとして保存します。
認証方法 認証方式を選択します。自動を選択した場合、認証方式は自動的に検

出されます。
ユーザー名 ネットワークフォルダパス欄で指定したフォルダーへのデータの書

き込み許可を持つユーザー名（最大 96文字）を入力します。ユーザ
ー名がドメインの一部である場合、以下のいずれかの形式でユーザー
名を入力します。
ユーザー名@ドメイン名
ドメイン名\ユーザー名

パスワード ユーザー名欄で入力したユーザー名のパスワード（33文字以下）を
入力します。パスワード確認欄にパスワードを再入力します。

Kerberosサーバーアドレス Kerberosサーバーアドレスを入力します（例：
kerberos.example.com、最大 64文字）。

8. OK をクリックします。

  関連情報
• スキャンしたデータを SharePointサーバーに保存する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > スキャンしたデータを SharePoint
サーバーに保存する > スキャンしたデータを SharePointサーバーに送信する

スキャンしたデータを SharePointサーバーに送信する
1. 原稿をセットします。
2. [SharePoint]を押します。
3. Web Based Managementを使用してセットアップした、サーバーのプロファイルが一覧表示されます。使用
するプロファイルを選択します。プロファイルが完全ではない場合（例えば、ログオンアカウント名および
パスワードが存在しない、または画質やファイル形式が指定されていない）、必要な情報の入力を求められま
す。

4. [スタート]を押します。
本製品はスキャンを開始します。

  関連情報
• スキャンしたデータを SharePointサーバーに保存する 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > Webサービスプロトコルを使用し
てネットワークスキャンを行う（Windows 10およびWindows 11）

Webサービスプロトコルを使用してネットワークスキャンを行う（Windows
10およびWindows 11）

Windows 10およびWindows 11をお使いの場合、Webサービスプロトコルにより、ネットワーク上のブラザー
製品を使ってスキャンすることができます。Webサービス経由でドライバーをインストールする必要がありま
す。

• Webサービスプロトコルを使用してスキャナードライバーをインストールする
（Windows 10およびWindows 11）

• 本製品からのWebサービスを使用してスキャンする（Windows 10およびWindows 11）

• Webサービスプロトコルのスキャンプロファイルを編集する
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > Webサービスプロトコルを使用し
てネットワークスキャンを行う（Windows 10およびWindows 11） > Webサービスプロトコルを使用してス
キャナードライバーをインストールする（Windows 10およびWindows 11）

Webサービスプロトコルを使用してスキャナードライバーをインストール
する（Windows 10およびWindows 11）

• 本製品に適切なソフトウェアおよびドライバーがインストールされていることを確認します。
• ホストパソコンと本製品が同一のサブネット上に存在すること、またはこれら 2つの機器間のデータ通信
ができるようにルーターが正しく設定されていることを確認します。

• この設定を行う前に、本製品で IPアドレスを設定する必要があります。

1. パソコンのキーボードで、 キーを長押ししながら キーを押して、ファイル名を指定して実行を起動し
ます。

2. "control printers"を名前:欄に入力し、OKをクリックします。

デバイスとプリンター画面が表示されます。

デバイスとプリンター画面が表示されない場合、その他のデバイスを表示 > その他のデバイスとプリンタ
ーの設定をクリックします。

3. デバイスの追加をクリックします。

本製品のWebサービス名は、お使いのモデル名と MACアドレスです。

4. インストール先の製品を選択し、画面の指示に従います。

ドライバーをアンインストールするには、デバイスの削除をクリックします。

  関連情報
• Webサービスプロトコルを使用してネットワークスキャンを行う（Windows 10およびWindows 11） 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > Webサービスプロトコルを使用し
てネットワークスキャンを行う（Windows 10およびWindows 11） > 本製品からのWebサービスを使用して
スキャンする（Windows 10およびWindows 11）

本製品からのWebサービスを使用してスキャンする（Windows 10および
Windows 11）

Webサービス経由のスキャンのためのドライバーをインストールしている場合、本製品の画面でWebサービス
スキャンメニューにアクセスできます。
1. 原稿をセットします。
2. dまたは cを押して[WSスキャン]を表示させ、それを押します。
3. 実行するスキャンの種類を押します。
4. aまたは bを押して、データ送信先のパソコン名を表示し、パソコン名を押します。
5. [スタート]を押します。
本製品はスキャンを開始します。

  関連情報
• Webサービスプロトコルを使用してネットワークスキャンを行う（Windows 10およびWindows 11） 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > Webサービスプロトコルを使用し
てネットワークスキャンを行う（Windows 10およびWindows 11） > Webサービスプロトコルのスキャンプ
ロファイルを編集する

Webサービスプロトコルのスキャンプロファイルを編集する

1. パソコンのキーボードで、 キーを長押ししながら キーを押して、ファイル名を指定して実行を起動し
ます。

2. "control printers"を名前:欄に入力し、OKをクリックします。

デバイスとプリンター画面が表示されます。

デバイスとプリンター画面が表示されない場合、その他のデバイスを表示 > その他のデバイスとプリンタ
ーの設定をクリックします。

3. 本製品のアイコンを右クリックし、スキャン プロファイル...を選択します。スキャン プロファイルダイアロ
グボックスが表示されます。

4. 目的のスキャンプロファイルを選択します。
5. スキャナー一覧で選択されたモデル名が、Web サービスのスキャンに対応している製品であることを確認し、
既定に設定ボタンをクリックします。

6. 編集をクリックします。
既定のプロファイルの編集ダイアログボックスが表示されます。

7. スキャナーの種類、用紙サイズ、色の形式、ファイルの種類、解像度 (DPI)、明るさおよびコントラスト設定
を選択します。

8. プロファイルの保存ボタンをクリックします。
Webサービスを使ってスキャンする場合のプロトコルとして適用されます。

スキャンアプリケーションを選択するよう表示された場合は、一覧からWindows FAX とスキャンを選択します。

  関連情報
• Webサービスプロトコルを使用してネットワークスキャンを行う（Windows 10およびWindows 11） 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > Brother iPrint&Scanからスキャンボ
タン設定の変更

Brother iPrint&Scanからスキャンボタン設定の変更
Brother iPrint＆Scanを使用すると、本製品のスキャンの設定を変更できます。

1. Brother iPrint&Scanを起動します。
• Windows：

パソコンのデスクトップにある （Brother iPrint&Scan）アイコンをダブルクリックします。

詳しい説明は「関連情報」をご覧ください。
• Mac：

Finderメニューバーで移動 > アプリケーションをクリックし、iPrint&Scanアイコンをダブルクリックし
ます。

Brother iPrint&Scan画面が表示されます。

お願い
最新のアプリケーションをダウンロードするには：
• Windowsの場合：

support.brother.com/downloadsでお使いのモデルのソフトウェアダウンロードページに進み、Brother
iPrint&Scanをダウンロードしてインストールします。

• Macの場合：
Apple App Storeから、Brother iPrint&Scanをダウンロードして、インストールします。

2. 本製品が選択されていない場合、製品を選択ボタンをクリックし、画面の指示に従って本製品を選択します。
3. 本体からのスキャン設定ボタンをクリックし、画面の指示に従って、原稿のサイズ、カラー、解像度などの
スキャン設定を変更します。

  関連情報
• 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする
関連トピック：
• Brother iPrint&Scanへのアクセス（Windows/Mac）
• リモートセットアップを使用した製品の設定の変更
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする > 外部機器によるスキャン機能の利用
の制限

外部機器によるスキャン機能の利用の制限
外部機器によるスキャン機能の利用を制限できます。

• 以下のウェブブラウザーの最新バージョンのご使用をお勧めします：
- Windowsの場合：Microsoft Edge、Firefoxおよび Google Chrome™

- Macの場合：Safari、Firefoxおよび Google Chrome™

- Android™の場合：Google Chrome™

- iOSの場合：Safariおよび Google Chrome™

• どのブラウザーを使用する場合でも、JavaScriptおよび Cookieが常に有効になっていることを確認してく
ださい。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、スキャン > PCからのスキャンをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. PCからのスキャンオプションを無効にします。
6. OK をクリックします。

  関連情報
• 本製品のスキャン機能を使用してスキャンする
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > スキャン > Brother iPrint&Scanを使用してスキャンする（Windows/Mac）

Brother iPrint&Scanを使用してスキャンする（Windows/Mac）
1. 原稿をセットします。
2. Brother iPrint&Scanを起動します。

• Windows：

パソコンのデスクトップにある （Brother iPrint&Scan）アイコンをダブルクリックします。

詳しい説明は「関連情報」をご覧ください。
• Mac：

Finderメニューバーで移動 > アプリケーションをクリックし、iPrint&Scanアイコンをダブルクリックし
ます。

Brother iPrint&Scan画面が表示されます。

お願い
最新のアプリケーションをダウンロードするには：
• Windowsの場合：

support.brother.com/downloadsでお使いのモデルのソフトウェアダウンロードページに進み、Brother
iPrint&Scanをダウンロードしてインストールします。

• Macの場合：
Apple App Storeから、Brother iPrint&Scanをダウンロードして、インストールします。

3. 本製品が選択されていない場合は、製品を選択ボタンをクリックし、一覧から本製品のモデル名を選択しま
す。OKをクリックします。

4. スキャンアイコンをクリックします。
5. スキャン設定を行い、スキャンボタンをクリックしてスキャンを開始します。
6. すべての文書をスキャンしたら、スキャン済みデータを保存および共有するオプションを選択します。

7. ファイル名およびファイル形式を含めて詳細設定を行います。

複数のスキャンを 1つのファイルにまとめるには、ファイル形式として PDFを選択します。

8. スキャンプロセスを終了します。

  関連情報
• スキャン

• Brother iPrint&Scanを使用してスキャン to ワークフロー設定を行う
関連トピック：
• Brother iPrint&Scanへのアクセス（Windows/Mac） 
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 ホーム > スキャン > Brother iPrint&Scanを使用してスキャンする（Windows/Mac） > Brother iPrint&Scan
を使用してスキャン to ワークフロー設定を行う

Brother iPrint&Scanを使用してスキャン to ワークフロー設定を行う

スキャン to ワークフローを使用するには、次の条件を満たす必要があります。
• Windows

- スキャナードライバーをインストールします。
support.brother.com/downloadsからドライバーをダウンロードしてインストールします。

- 本体からのスキャンについて初期設定を行います。
本体からのスキャン設定画面の指示に従って設定を行います。

• Mac
- iPrint&Scan Push Scan Toolをインストールします。

support.brother.com/downloadsから iPrint&Scan Push Scan Toolをダウンロードしてインストール
します。

- 本体からのスキャンについて初期設定を行います。
Brother iPrint&Scanのホーム画面で本体からのスキャン設定 > フォルダを選択...をクリックし、必要に
応じて保存します。画面の指示に従ってプロセスを完了します。

>> ワークフローを作成する
>> ワークフローを設定する
>> ワークフローを編集または削除する

ワークフローを作成する

1. Brother iPrint&Scanのホーム画面でワークフローを作成をクリックします。
2. 画面の指示に従ってワークフローを作成します。

本製品からスキャンする場合は、本体から実行できるワークフローとして設定チェックボックスをオンにし
てから、保存ボタンをクリックします。

ワークフローを設定する

1. Brother iPrint&Scanのホーム画面で本体からのスキャン設定 > ワークフローをクリックします。
2. 本製品のワークフローボタンを押したときに表示するワークフローを選択し、OKをクリックします。

ワークフローを編集または削除する

1. Brother iPrint&Scanのホーム画面で アプリケーション設定 > ワークフロー管理をクリックします。

2. 編集または削除するワークフローを選択し、編集または削除をクリックします。

  関連情報
• Brother iPrint&Scanを使用してスキャンする（Windows/Mac）
関連トピック：
• スキャン to ワークフロー機能を使用してスキャンした原稿を保存する 
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 ホーム > スキャン > お使いのパソコンからスキャンする （Windows）

お使いのパソコンからスキャンする （Windows）
お使いのパソコンを使用して、写真や文書を本製品でスキャンします。弊社から提供されているソフトウェアや
お使いのスキャンアプリケーションを使用します。

• Nuance™ PaperPort™ 14SEまたはその他のWindowsアプリケーションを使用してスキ
ャンする

• Windows FAXとスキャンを使ってスキャンする
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 ホーム > スキャン > お使いのパソコンからスキャンする （Windows） > Nuance™ PaperPort™ 14SEまた
はその他のWindowsアプリケーションを使用してスキャンする

Nuance™ PaperPort™ 14SEまたはその他のWindowsアプリケーションを
使用してスキャンする

Nuance™ PaperPort™ 14SEアプリケーションをスキャンに使用することができます。

• Nuance™ PaperPort™ 14SEアプリケーションをダウンロードするには、 （Brother Utilities）をクリ
ックし、左ナビゲーションバーでもっと活用するを選択して、PaperPortをクリックします。

• アプリケーションの使い方については、各アプリケーションのヘルプメニューをクリックして、ヘルプリ
ボンで使い方ガイドをクリックして確認してください。

ここでは、Nuance™ PaperPort™ 14SEを使用してスキャンする場合の手順を示します。その他のWindows
アプリケーションの場合も、手順は同様です。Nuance™ PaperPort™ 14SEは、TWAINドライバーとWIA
ドライバーをサポートしています。TWAINドライバー（推奨）を使用する手順を示します。

1. 原稿をセットします。
2. PaperPort™ 14SEを起動します。
次のいずれかを行ってください：
• Windows 11

 > すべてのアプリ > Nuance PaperPort 14 > PaperPortをクリックします。

• Windows 10

 > Nuance PaperPort 14 > PaperPortをクリックします。

3. デスクトップメニューをクリックして、デスクトップリボンのスキャン設定をクリックします。
画面の左側に、スキャンまたは写真の取り込みパネルが表示されます。

4. 選択をクリックします。
5. 利用可能なスキャナー一覧から、名前に TWAIN:TWが含まれるお使いのモデルを選択します。WIAドライバ
ーを使用するには、「WIA」で始まるブラザーのドライバーを選択します。

6. OKをクリックします。
7. スキャンまたは写真の取り込みパネルでスキャナダイアログボックスの表示のチェックボックスを選択しま
す。

8. スキャンをクリックします。
スキャナーセットアップダイアログボックスが表示されます。
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9. 必要に応じて、スキャナーセットアップダイアログボックスで設定値を調整します。
10.原稿サイズのドロップダウンリストから原稿サイズを選択します。
11. スキャンする前に画像のプレビューをして不要な部分を切り取りたい場合は、プレビュー開始をクリックし
ます。

12.スキャン開始をクリックします。
本製品がスキャンを開始します。

  関連情報
• お使いのパソコンからスキャンする （Windows）

• TWAINドライバーの設定（Windows） 
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 ホーム > スキャン > お使いのパソコンからスキャンする （Windows） > Nuance™ PaperPort™ 14SEまた
はその他のWindowsアプリケーションを使用してスキャンする > TWAINドライバーの設定（Windows）

TWAINドライバーの設定（Windows）

• 設定項目名および設定可能な値は、ご使用の製品によって異なります。
• 長尺またはキャリアシートモードが選択されている場合、原稿を 2枚以上セットしないでください。

1. スキャン
スキャンする原稿の種類にあわせて写真またはドキュメントを選択します。

スキャン（画像種類） 解像度 カラー設定
ドキュメント テキスト原稿をスキャンすると

きに使用します。
300 x 300 dpi 1677万色カラー

写真 写真のスキャンに使用します。 300 x 300 dpi 1677万色カラー

2. 解像度
解像度ドロップダウンリストからスキャン解像度を選択します。解像度が高くなるほどスキャン画像が精細
になりますが、メモリーを消費して転送時間が長くなります。

長尺紙は、300 x 300 dpi以下の解像度のスキャンに使用することができます。

3. カラー設定
さまざまな色の濃さの中から選択します。
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• 自動
原稿にカラーが使われているかどうかを自動的に検出し、スキャン画像を生成します。カラーページと
白黒ページが混在する原稿の場合、カラーページはカラーモードで、白黒ページはモノクロモードでス
キャンされます。

• モノクロ
文字原稿または線画原稿に使用します。

• グレー（誤差拡散）
写真やグラフィックに使用します。（誤差拡散は、グレーの点を使用せずに、擬似的にグレースケール
画像を作成する手法です。見た目を自然なグレーに見せるために、黒い点を一定の規則で配置していま
す。）

• 256階調グレー
写真やグラフィックに使用します。最大で 256階調のグレーを使用して、より正確に細部を再現しま
す。

• 1677万色カラー
最も正確に色を再現した画像を作成したい場合に適しています。最大で 1680万色を使って画像をス
キャンしますが、最も多くのメモリーを必要とし、転送時間が最も長くかかります。

4. 原稿サイズ
あらかじめ設定されたサイズから、原稿に最適なサイズを選択します。ユーザー定義サイズを選択すると、
ユーザー定義サイズ設定ダイアログボックスが表示され、原稿サイズを指定できます。

5. 両面読取り
原稿の両面をスキャンします。スキャンした原稿で作成されたデータファイルが正しく表示されるように、
原稿のレイアウトに応じて長辺をとじるまたは短辺をとじるを選択します。

両面読取りは、長尺には使用できません。

両面スキャン設定 原稿のレイアウト スキャン結果
長辺をとじる

短辺をとじる

6. 詳細設定
スキャナーセットアップダイアログボックスの詳細設定リンクをクリックして、詳細設定を行います。
• 原稿補正

- 傾き補正/サイズ調整
• 傾き補正
原稿の傾きを自動的に補正するよう設定します。

原稿サイズで自動を選択した場合、傾き補正機能が自動的にオンに設定されます。
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• 原稿後端自動検知 (ADF)
原稿の長さが選択した原稿サイズよりも短い場合、原稿の端を自動で検知して用紙サイズを調整し
ます。

• 原稿ふち調整
この機能を使用すると、画像の端に一定の余白(-2mmから 4mmまで)を追加または削除すること
ができます。正の値を指定するとスキャン画像の出力時にサイズが大きくなり、負の値を指定する
とスキャン画像の出力時にサイズが小さくなります。

原稿ふち調整は、原稿サイズが自動に設定されている場合にのみ使用できます。

- 画像回転
テキストの向きに基づいて原稿の方向を変更します。

- 塗りつぶし
原稿ふち塗りつぶし
スキャンした画像の四辺の縁を、選択した色と範囲で塗りつぶします。

- パンチ穴除去
この機能は、パンチ穴の跡を白または周囲の色で穴の跡を塗りつぶして消すものです。

- カラー自動検出調整
カラー設定自動を選択すると、色の検出レベルを調整できます。つまみの値を大きくすると、原稿に
よってはカラー原稿と判断される可能性が高くなります。

- 白紙除去
スキャン結果から原稿の空白ページを削除します。

• 画質調整
- 誤差拡散グレー濃淡調整
明るさとコントラストを調整してグレー 画像を作成します。

カラー設定がグレー（誤差拡散）の場合にのみ有効です。

明るさ
つまみを右または左に移動させて明るさレベルを設定し、スキャンしたデータの明暗を調整しま
す。スキャンした画像が明るすぎる場合は、明るさを下げて、再度スキャンします。スキャンした
画像が暗すぎる場合は、明るさを上げて、再度スキャンします。数値を入力して明るさを設定する
ことも可能です。

コントラスト
つまみを右または左に移動させてコントラストを調整します。レベルを上げると画像の明暗が強
調され、レベルを下げるとグレー部分がより詳細に見られます。数値を入力してコントラストを設
定することも可能です。

- カラートーン調整
256階調グレーおよびカラースキャン中に、明るさ、コントラスト、シャドウ、ハイライト、および
ガンマを調整できます。

- 背景スムージング
• 裏写り・地紋除去
裏写りや地紋を防止します。

• 地色除去
原稿の背景にある地色を取り除き、スキャンしたデータを見やすくします。

- ドロップアウトカラー
スキャンした画像から取り除きたい色を選択します。

- エッジ強調
文字を鮮明にします。

- モアレ軽減
スキャンした画像のモアレパターン（クロスハッチ）を減らします。
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カラーまたはグレー画像をスキャンする時に、次の項目を選択できます。
- カラートーン調整
- エッジ強調

• モノクロ画質調整
- モノクロ化レベル調整
この設定で、モノクロモードでのスキャン中に画質を調整することができます。値が大きくなるほど
スキャン画像内の黒の量が増え、値が小さくなるほど白の量が増えます。

- 文字補正
かすれたり欠けたりしている原本の文字を修正し、読みやすくします。

文字補正は、白黒画像をスキャンするときに選択できます。

- 白黒反転
この機能を使用すると、白黒反転版のスキャン画像を作成できます。

- ノイズ除去
スキャン画質を改善、向上させる機能です。ノイズ除去設定は、モノクロモードで長尺以外の原稿サ
イズを選択した場合に使用できます。

- 罫線除去
この機能で、原稿内の線を削除できます。削除する線の方向の種類を選択できます（縦、横、縦横）。
• 線の最小長
指定された長さ以上の線が削除されます。

• 最大断線距離
画像が色あせているなどの原因で線が切れている場合は、指定された破線の距離以下の間隔で切れ
た線を検出して、削除します。

原稿 スキャン結果 詳細
横線と縦線があります。 縦を選択すると、縦線が削除されます。

横を選択すると、横線が削除されます。

縦横を選択すると、すべての線が削除されます。

• 搬送制御
- レイアウト

2ページの原稿を 1ページにまとめたり、1ページの原稿を 2ページに分割してスキャンできます。
以下のオプションからいずれかを選択します。
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オプション 詳細
2in1：左・右 2ページの原稿を横長向きの 1ページにまとめま

す。

1 2 1 2

2in1：上・下 2ページの原稿を縦長向きの 1ページにまとめま
す。

1 2

1

2

1to2：左・右 1ページの原稿を縦長向きの 2ページに分割しま
す。

1 2

3 4

1

3

2

4

1to2：上・下 1ページの原稿を横長向きの 2ページに分割しま
す。

1 2

3 4

1 2

3 4

- キャリアシートモード
次の種類の原稿をスキャンするには、オプションのキャリアシートを使用します。
• 重要な文書（写真、契約書）
• 薄紙（領収書）
• 不規則な形の紙（切り抜き）

- 1枚スキャン
ADF（自動原稿送り装置）にセットされている枚数に関係なく、ADF（自動原稿送り装置）から 1ペ
ージずつ原稿がスキャンされます。

- 継続スキャン
スキャンが完了したときと同じ設定を使用して、追加の原稿をスキャンするには、このオプションを
選択します。ADF（自動原稿送り装置）に一度にセットできる枚数以上の原稿をスキャンする場合や、
複数の原稿を一度にスキャンする場合に、便利です。

• 特殊機能
- バーコード読み取り
本製品は、スキャンした画像のバーコードを読み取ります。バーコードの種類と検出領域を指定しま
す。
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• バーコード読み取りは、レイアウトがオフの場合に使用できます。
• バーコードをスキャンして読み取るには、サードパーティ製のアプリケーションを使用してください。

TWAINドライバーだけではバーコードをデータに変換することはできません。

- JPEG圧縮率
保存する JPEGファイルの画質を変更します。

この機能はディスクファイルモードで動作するアプリを使用しているときのみ有効です。

- 日付テキスト付加
スキャンした画像に、日付、時刻、原稿数、その他のカスタムテキストを追加します。

  関連情報

• Nuance™ PaperPort™ 14SEまたはその他のWindowsアプリケーションを使用してスキャンする 
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 ホーム > スキャン > お使いのパソコンからスキャンする （Windows） > Windows FAXとスキャンを使っ
てスキャンする

Windows FAXとスキャンを使ってスキャンする
Windows FAXとスキャンのアプリケーションは、スキャン時に使用できるもう 1つのオプションです。

Windows FAXとスキャンは、WIAスキャナードライバーを使用します。

1. 原稿をセットします。
2. Windows FAXとスキャンを起動します。
3. ファイル > 新規作成 > スキャンをクリックします。
4. 利用するスキャナーを選択します。
5. OK をクリックします。
新しいスキャンダイアログボックスが表示されます。

6. 必要に応じて、ダイアログボックスで設定値を調整します。
7. スキャン をクリックします。
本製品がスキャンを開始します。

  関連情報
• お使いのパソコンからスキャンする （Windows）

• WIAドライバーの設定（Windows） 
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 ホーム > スキャン > お使いのパソコンからスキャンする （Windows） > Windows FAXとスキャンを使っ
てスキャンする > WIAドライバーの設定（Windows）

WIAドライバーの設定（Windows）

プロファイル
プロファイルドロップダウンリストから、使用するスキャンプロファイルを選択します。

スキャナーの種類
スキャナーの種類ドロップダウンリストから、フィーダー (片面スキャン)またはフィーダー (両面スキャン)オ
プションを選択します。

用紙サイズ
用紙サイズドロップダウンリストから、原稿サイズを選択します。

色の形式
色の形式ドロップダウンリストから、スキャンのカラー形式を選択します。

ファイルの種類
ファイルの種類ドロップダウンリストから、ファイル形式を選択します。

解像度 (DPI)
解像度 (DPI)欄でスキャン解像度を設定します。高い解像度を選択すると、スキャンしたデータの画質は向上
しますが、ファイルサイズが大きくなったり、スキャンするのに時間がかかります。
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明るさ
つまみを右または左に移動させて明るさレベルを設定し、スキャンしたデータの明暗を調整します。スキャン
した画像が明るすぎる場合は、明るさを下げて、再度スキャンします。スキャンした画像が暗すぎる場合は、
明るさを上げて、再度スキャンします。数値を入力して明暗レベルを設定することも可能です。

コントラスト
つまみを右または左に移動させてコントラストレベルを調整します。レベルを上げると画像の明暗が強調さ
れ、レベルを下げるとグレー領域がより強調されます。数値を入力してコントラストのレベルを設定すること
も可能です。

  関連情報
• Windows FAXとスキャンを使ってスキャンする 
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 ホーム > スキャン >  パソコンからのスキャン（Mac）

パソコンからのスキャン（Mac）
いくつかの方法を使用して、パソコン（Mac）から本製品で原稿をスキャンできます。ブラザー提供のソフトウ
ェアアプリケーションまたはお好みのスキャンアプリケーションを使用します。

• AirPrint Scanningを使用する
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 ホーム > スキャン >  パソコンからのスキャン（Mac） > AirPrint Scanningを使用する

AirPrint Scanningを使用する

• AirPrint Scanningを使用する前に

• AirPrint Scanningを使用してスキャンする
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 ホーム > スキャン >  パソコンからのスキャン（Mac） > AirPrint Scanningを使用する > AirPrint Scanning
を使用する前に

AirPrint Scanningを使用する前に
AirPrint Scanningを使用する前に、本製品を Macのスキャナーリストに追加してください。

• この機能を使用するには、本製品に最新のファームウェアがインストールされていることを確認してくだ
さい。最新のファームウェアのアップグレードを確認するには、support.brother.com/downloadsにアクセ
スしてください。

• 本製品と Macが無線または USBケーブルで接続されていることを確認してください。

1. 次のいずれかを行ってください：
• macOS v13
アップルメニューからシステム設定を選択します。

• macOS v12および macOS v11
アップルメニューからシステム環境設定を選択します。

2. プリンタとスキャナを選択します。
3. 次のいずれかを行ってください：

• macOS v13
プリンタ、スキャナ、またはファクスを追加…をクリックします。

• macOS v12および macOS v11
画面左側のプリンターリストの下にある[+]アイコンをクリックします。

プリンタを追加画面が表示されます。
4. 次のいずれかを行ってください：

• macOS v13および macOS v12
本製品を選択して、ドライバポップアップメニューから、お使いのモデル名を選択します。

• macOS v11
本製品を選択して、ドライバのポップアップメニューから AirPrintを選択します。

5. 追加をクリックします。

  関連情報
• AirPrint Scanningを使用する 
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 ホーム > スキャン >  パソコンからのスキャン（Mac） > AirPrint Scanningを使用する > AirPrint Scanning
を使用してスキャンする

AirPrint Scanningを使用してスキャンする

スキャンする前に、本製品がお使いの Macのスキャナー一覧に表示されていることを確認してください。

1. 原稿をセットします。
2. 次のいずれかを行ってください：

• macOS v13
アップルメニューからシステム設定を選択します。

• macOS v12および macOS v11
アップルメニューからシステム環境設定を選択します。

3. プリンタとスキャナを選択します。
4. スキャナーリストから本製品を選択します。
5. 次のいずれかを行ってください：

• macOS v13
スキャナを開く…ボタンをクリックします。

• macOS v12および macOS v11
スキャンタブをクリックし、スキャナを開く…ボタンをクリックします。

スキャナー画面が表示されます。
6. スキャンサイズ設定のポップアップメニューから原稿のサイズを選択します。
7. 保存先フォルダまたは保存先アプリケーションを選択します。
8. 必要に応じて、詳細情報を表示をクリックし、スキャン設定を変更します。
9. スキャンをクリックします。

  関連情報
• AirPrint Scanningを使用する 
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 ホーム > スキャン > Web Based Managementを使用してスキャン設定を行う

Web Based Managementを使用してスキャン設定を行う

• Web Based Managementを使用してスキャンジョブの Eメールレポートを設定する
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 ホーム > スキャン > Web Based Managementを使用してスキャン設定を行う > Web Based Management
を使用してスキャンジョブの Eメールレポートを設定する

Web Based Managementを使用してスキャンジョブの Eメールレポートを
設定する
原稿をスキャンすると、本製品はスキャンジョブの Eメールレポートを、登録されている Eメールアドレスに自
動的に送信します。
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、スキャン > スキャン通知レポートをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 管理者メールアドレス欄で、E-mailアドレスを入力します。
6. 利用するスキャン機能に対して有効を選択し、スキャンジョブの Eメールレポートが送信されるようにしま
す。

7. OK をクリックします。

  関連情報
• Web Based Managementを使用してスキャン設定を行う
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > ネットワーク

ネットワーク

• ネットワークを設定する

• 無線ネットワーク設定

• ネットワーク機能

• ブラザー管理ツール
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 ホーム > ネットワーク > ネットワークを設定する

ネットワークを設定する

• 操作パネルを使用してネットワークを設定する

• Web Based Managementを使用して製品の設定を変更する
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 ホーム > ネットワーク > ネットワークを設定する > 操作パネルを使用してネットワークを設定する

操作パネルを使用してネットワークを設定する
本製品のネットワークを設定するには、操作パネルの[ネットワーク]メニューの項目を使用します。

Web Based Managementなどのユーティリティを使用して、本製品のネットワークの設定や変更を行うこ
ともできます。

1. [メニュー] > [ネットワーク]を押します。
2. aまたは bを押してネットワークオプションを表示し、それを押します。このステップを繰り返して設定した
いメニューにアクセスし、画面の指示に従ってください。

  関連情報
• ネットワークを設定する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定

無線ネットワーク設定

• 無線ネットワークを使用する

• Wi-Fi Direct®を使用する

• 無線 LANを有効または無効にする

• 無線 LANのエラーコード
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > 無線ネットワークを使用する

無線ネットワークを使用する

• 無線ネットワークに本製品を設定する前に

• パソコンからセットアップウィザードを使用して本製品に無線ネットワークを設定する

• 本製品の操作パネルからセットアップウィザードを使用して無線ネットワークを設定す
る

• Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）のワンプッシュ方式を使用して本製品に無線 LANネッ
トワークを設定する

• Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）の PIN方式を使用して本製品に無線ネットワークを設
定する
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > 無線ネットワークを使用する > 無線ネットワークに本製
品を設定する前に

無線ネットワークに本製品を設定する前に
無線 LANネットワークを設定する前に、以下の点を確認してください。
• エンタープライズ無線ネットワークを使用している場合、ユーザー IDとパスワードを知っておく必要があり
ます。

• 常に文書を快適にスキャンするために、本製品を無線 LANアクセスポイント／ルーターの近くに設置し、無
線通信に支障のないようにしてください。本製品と無線 LAN アクセスポイントまたはルーターとの間に大
きな障害物や壁があったり、他の電子機器からの電磁干渉があると、印刷する文書のデータ転送速度に影響
を与える可能性があります。
無線 LAN 接続は必ずしもすべてのタイプの文書やアプリケーションに最適な接続方法とは限りません。複
雑で文字数の多い文書や写真などの大きいサイズのデータをスキャンする場合は、最速で処理可能な USB接
続でスキャンすることをお勧めします。

• 電波の届く範囲であれば、自由に無線 LAN接続が可能になります。ただし、セキュリティー設定を正しく行
わないと、悪意のある第三者によって電波が傍受され、次のような結果を招く可能性があります。
- 個人情報または機密情報の盗用
- 特定の個人になりすました者への不適切な情報送信
- 傍受され、改ざんされた通信内容の拡散

無線 LANルーター/アクセスポイントのネットワーク名（SSID）とネットワークキー（パスワード）を確認
してください。この情報が見つからない場合は、無線 LANルーター/アクセスポイントの製造元、システム
管理者、またはインターネットプロバイダーにお問い合わせください。弊社がこの情報を提供することはで
きません。

  関連情報
• 無線ネットワークを使用する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > 無線ネットワークを使用する > パソコンからセットアッ
プウィザードを使用して本製品に無線ネットワークを設定する

パソコンからセットアップウィザードを使用して本製品に無線ネットワーク
を設定する

>> Windows
>> Mac

Windows

1. support.brother.com/downloadsで、お使いのモデルのソフトウェアダウンロードページからインストーラー
をダウンロードします。

2. 画面の指示に従います。
3. 無線 LAN (Wi-Fi) を選択してから 次の項目へ をクリックします。
4. 画面の指示に従います。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。

Mac

1. support.brother.com/downloadsで、お使いのモデルのソフトウェアダウンロードページから無線 LAN設定ウ
ィザードのインストーラーをダウンロードします。

2. 無線 LAN設定ウィザードのアイコンをダブルクリックします。
3. 画面の指示に従います。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。

  関連情報
• 無線ネットワークを使用する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > 無線ネットワークを使用する > 本製品の操作パネルから
セットアップウィザードを使用して無線ネットワークを設定する

本製品の操作パネルからセットアップウィザードを使用して無線ネットワー
クを設定する

本製品を設定する前に、無線ネットワークの設定を書き留めておくことをお勧めします。設定を行う前に、こ
の情報が必要になります。

1. 現在の無線 LAN の設定を調べて書き留めてください。

ネットワーク名（SSID）
  

ネットワークキー（パスワード）
   

例：

ネットワーク名（SSID）
HELLO

ネットワークキー（パスワード）
12345

ご使用のルーターでWEP暗号化方式を使用している場合は、1番目のWEPキーとして使用されるネット
ワークキー（パスワード）を入力します。本製品では、1番目のWEPキーのみ使用できます。

2.  [メニュー] > [ネットワーク] > [無線 LAN(Wi-Fi)] > [ネットワーク選択(SSID)]を押します。
3. [無線 LANをオンにしますか? 設定を続けますか?]が表示されたら、[はい]を押します。
無線 LAN接続セットアップウィザードが起動します。キャンセルするには、[いいえ] を押します。

4. ネットワークの検索が行われた後、利用可能な SSID の一覧が表示されます。aまたは bを押して接続する
SSIDを表示させ、それを押します。

5. [OK]を押します。
6. 以下のいずれかを行ってください：

• 使用する認証方式と暗号化方式でネットワークキー（パスワード）が必要な場合は、最初の手順で書き留
めたネットワークキー（パスワード）を入力します。
文字の入力が終了したら、[OK]を押します。

• 使用している認証方式がオープンシステムで、暗号化モードが「なし」の場合、次の手順に進みます。
7. 製品は、選択された無線機器に接続しようとします。

無線機器が正常に接続されると、画面に[接続しました]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。本製品の操作に必要なドライバーとソフトウェアをインスト
ールするには、support.brother.com/downloadsで、お使いのモデルのソフトウェアダウンロードページをご覧く
ださい。

  関連情報
• 無線ネットワークを使用する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > 無線ネットワークを使用する > Wi-Fi Protected Setup™

（WPS）のワンプッシュ方式を使用して本製品に無線 LANネットワークを設定する

Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）のワンプッシュ方式を使用して本製品に無
線 LANネットワークを設定する
お使いの無線 LANアクセスポイント／ルーターがWi-Fi Protected Setup™（WPS）をサポートしている場合、
本製品の操作パネルからWPSを使用して無線ネットワークを設定できます。

1.  [メニュー] > [ネットワーク] > [無線 LAN(Wi-Fi)] > [WPS(プッシュボタン)]を押します。
2. [無線 LANをオンにしますか? 設定を続けますか?]が表示されたら、[はい]を押します。
無線 LAN接続セットアップウィザードが起動します。キャンセルするには、[いいえ] を押します。

3. 画面にWPSを起動するよう指示が表示されたら、無線 LANアクセスポイント/ルーターのWPSボタンを押
します。[OK]を押すと、本製品が自動的にお使いの無線 LANネットワークへの接続を試みます。

無線機器が正常に接続されると、画面に[接続しました]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。本製品の操作に必要なドライバーとソフトウェアをインスト
ールするには、support.brother.com/downloadsで、お使いのモデルのソフトウェアダウンロードページをご覧く
ださい。

  関連情報
• 無線ネットワークを使用する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > 無線ネットワークを使用する > Wi-Fi Protected Setup™

（WPS）の PIN方式を使用して本製品に無線ネットワークを設定する

Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）の PIN方式を使用して本製品に無線ネッ
トワークを設定する
お使いの無線 LANアクセスポイント/ルーターがWPSをサポートしている場合、暗証番号（PIN）方式を使用し
て無線 LANネットワークを設定できます。
PIN方式は、 Wi-Fi Alliance®により開発された接続方式の一つです。本製品で作成された PINコードを、レジス
トラー（無線 LANを管理する機器）に送信することで、無線ネットワークとセキュリティの設定を行うことがで
きます。WPSモードへのアクセス方法の詳細については、お使いの無線 LANアクセスポイント／ルーターの説
明書を参照してください。

使用例 A
無線 LANアクセスポイント/ルーター（1）がレジストラーを兼ねている場合の接続。

1

使用例 B
パソコンなどの別の機器（2）がレジストラー（登録管理機器）として使用される場合の接続。

1

2

1.  [メニュー] > [ネットワーク] > [無線 LAN(Wi-Fi)] > [WPS(PINコード)]を押します。
2. [無線 LANをオンにしますか? 設定を続けますか?]が表示されたら、[はい]を押します。
無線 LAN接続セットアップウィザードが起動します。キャンセルするには、[いいえ] を押します。

3. 画面に 8桁の PINが表示され、製品が無線 LANアクセスポイント/ルーターの検索を開始します。
4. ネットワークに接続したパソコンを使って、レジストラーとして使用している機器の IPアドレスをブラウザ
ーのアドレスバーに入力します。（例：http://192.168.1.2）

5. WPSの設定ページを表示して PINを入力した後、画面の指示に従います。

• レジストラー（無線 LANを管理する機器）は通常、無線 LANアクセスポイント/ルーターです。
• 設定画面は、無線 LANアクセスポイント/ルーターの種類によって異なる場合があります。詳しい説明
は、無線 LANアクセスポイント/ルーターの取扱説明書をご覧ください。

Windows 10またはWindows 11のパソコンをレジストラーとして使用している場合は、以下の手順をすべて
行ってください。

6. パソコンのキーボードで、 キーを長押ししながら キーを押して、ファイル名を指定して実行を起動し
ます。
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7. "control printers"を名前:欄に入力し、OKをクリックします。

デバイスとプリンター画面が表示されます。

デバイスとプリンター画面が表示されない場合、その他のデバイスを表示 > その他のデバイスとプリンタ
ーの設定をクリックします。

8. デバイスの追加をクリックします。

• Windows 10またはWindows 11のパソコンをレジストラーとして使用する場合、使用するパソコンを
ネットワークに事前に登録する必要があります。詳細については、無線 LANアクセスポイントまたはル
ーターの取扱説明書をご覧ください。

• Windows 10またはWindows 11をレジストラーとして使用している場合は、画面の指示に従って無線
設定を行った後、スキャナードライバーをインストールできます。本製品の使用に必要なドライバーと
ソフトウェアをインストールするには、support.brother.com/downloadsで、お使いのモデルのソフトウ
ェアダウンロードページをご覧ください。

9. 本製品を選択し、次へをクリックします。
10.製品の画面に表示された PINを入力し、次へをクリックします。
11. 閉じるをクリックします。

無線機器が正常に接続されると、画面に[接続しました]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。本製品の操作に必要なドライバーとソフトウェアをインスト
ールするには、support.brother.com/downloadsで、お使いのモデルのソフトウェアダウンロードページをご覧く
ださい。

  関連情報
• 無線ネットワークを使用する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > Wi-Fi Direct®を使用する

Wi-Fi Direct®を使用する

• Wi-Fi Directの概要

• プッシュボタン方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する

• Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する

• ネットワークの問題
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > Wi-Fi Direct®を使用する > Wi-Fi Directの概要

Wi-Fi Directの概要
Wi-Fi Directは、Wi-Fi Alliance®により開発された無線設定方法の一つです。無線 LANルーター/アクセスポイン
トを使用せずに、モバイル端末を本製品に安全に接続できます。

1 2

1. モバイル端末
2. 本製品

  関連情報

• Wi-Fi Direct®を使用する
関連トピック：
• プッシュボタン方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する
• Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する 

106



 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > Wi-Fi Direct®を使用する > プッシュボタン方式を使用し
てWi-Fi Directネットワークを設定する

プッシュボタン方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する

本製品がモバイル端末からのWi-Fi Direct要求を受信すると、[Wi-Fi Directの接続リクエストがきてい
ます 通信を開始するには [OK]を押してください。 デバイス名:]というメッセージが画面に表示されま
す。[OK]を押して接続します。

1. （Wi-Fi Directの状態）を押します。

2. [プッシュボタン接続]を押します。
3. [相手側デバイスの Wi-Fi Direct 設定を有効に して[OK]ボタンを押してください]と表示されたら、モ
バイル端末のWi-Fi Direct機能を有効にします（詳細は、モバイル端末の取扱説明書を参照してください）。
本製品の[OK]を押します。

4. モバイル端末にWi-Fi Directが有効になっている製品のリストが表示されたら、本製品を選択します。

モバイル端末が正常に接続されると、本製品に[接続しました]と表示されます。

  関連情報

• Wi-Fi Direct®を使用する
関連トピック：
• Wi-Fi Directの概要
• Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > Wi-Fi Direct®を使用する > Wi-Fi Directネットワークを
手動で設定する

Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する
お使いのモバイル端末で、Wi-Fi DirectまたはWPSが非サポートの場合、Wi-Fi Directネットワークを手動で設
定する必要があります。

1.  [メニュー] > [ネットワーク] > [Wi-Fi Direct] > [手動接続]を押します。
2. 本製品に SSID（ネットワーク名）とパスワード（ネットワークキー）が表示されます。ご使用のモバイル端
末の無線ネットワーク設定画面で、SSIDを選択して、パスワードを入力します。

モバイル端末が正常に接続されると、本製品に[接続しました]と表示されます。Wi-Fi Directネットワークのセ
ットアップが完了しました。

  関連情報

• Wi-Fi Direct®を使用する
関連トピック：
• Wi-Fi Directの概要
• プッシュボタン方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > 無線 LANを有効または無効にする

無線 LANを有効または無効にする

1. [メニュー] > [ネットワーク] > [無線 LAN(Wi-Fi)] > [無線 LAN(Wi-Fi)有効]を押します。
2. 以下のいずれかを行ってください：

• Wi-Fiを有効にするには、[オン]を選択します。
• Wi-Fiを無効にするには、[オフ]を選択します。

3. を押します。

  関連情報
• 無線ネットワーク設定 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク設定 > 無線 LANのエラーコード

無線 LANのエラーコード
画面にエラーメッセージが表示された場合は、次の表を参照して対処してください。

エラーコード 問題と推奨される解決方法
TS-01 無線 LAN（Wi-Fi）設定が有効になっていません。

本製品の無線 LAN設定を ONにしてください。
TS-02 接続する無線 LANルーター／アクセスポイントが見つかりません。

以下を確認し、接続をやりなおしてください。
• ルーター／アクセスポイントの電源が入っていることを確認してください。
• セットアップ時は、本製品を障害のない場所へ移動させたり、ルーター／アクセスポイント
に近づけてみてください。

• MACアドレスフィルタリングなどの接続制限機能をご利用の場合は、本製品の MACアドレ
スを制限がかからないようにルーター/アクセスポイントの設定をご確認ください。

• 手動で SSIDを入力している場合には、セキュリティ情報（SSID／認証方式／暗号化方式）
が間違っている可能性があります。セキュリティ情報（SSID／認証方式／暗号化方式）を再
度確認し、入力をやりなおしてください。

• ルーター／アクセスポイントの電源を入れなおしてください。お使いの無線 LANアクセス
ポイントの情報や設定変更のやり方がわからない場合は、無線 LANアクセスポイント・ルー
ターのメーカー、インターネットプロバイダー、インターネット接続業者、ネットワーク管
理者に問い合わせてください。

TS-03 無線 LANエンタープライズのセキュリティ情報が間違っています。
以下を確認し、接続をやりなおしてください。
以下の情報を確認してください。
- 本製品で選択したネットワーク名（SSID）。
- 本製品で選択したセキュリティ情報（認証方式／暗号化方式／ユーザー IDなど）
ネットワーク名（SSID）やセキュリティ情報が分からない場合は、ネットワーク管理者に問い
合わせてください。

TS-04 無線アクセスポイント／ルーターで使用されている認証方式と暗号化方式を、本製品はサポート
していません。
インフラストラクチャモードの場合（最も一般的）
無線 LANルーター／アクセスポイントの認証方式や暗号化方式を変更します。本製品は、以下
の方式をサポートしています。
• WPA-パーソナル：

TKIP / AES
• WPA2-パーソナル：

TKIP / AES
• WPA3-パーソナル：

AES
• Open：

WEP / なし（認証なし）
• 共有キー：

WEP
解決しない場合は、選択した SSIDまたは入力したネットワーク設定が間違っている可能性があ
ります。ネットワーク設定を再度確認してください。
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エラーコード 問題と推奨される解決方法
TS-05 ネットワーク名（SSID）やネットワークキー（パスワード）が間違っています。

以下を確認し、接続をやりなおしてください。
• ネットワーク名（SSID）やネットワークキー（パスワード）を確認してください。
• ネットワークキーには、大文字と小文字を正しく入力してください。
• お使いの無線 LANアクセスポイントの情報や設定変更のやり方がわからない場合は、無線

LANアクセスポイント・ルーターのメーカー、インターネットプロバイダー、インターネッ
ト接続業者、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

• ルーター／アクセスポイントのWEPが複数ある場合は、最初のWEPキーで接続してくださ
い。

TS-06 セキュリティ情報（SSID／認証方式／暗号化方式／ネットワークキー）が間違っています。
以下を確認し、接続をやりなおしてください。
• ネットワークキー（パスワード）を確認してください。ネットワークキーには、大文字と小
文字を正しく入力してください。

• 選択した認証方式を確認してください。認証方式や暗号化方式は、無線 LANルーター／アク
セスポイントが対応しているものを選択してください。

• ネットワークキー、認証方式、暗号化方式を確認してください。ルーター／アクセスポイン
トと本製品の電源を入れなおしてください。

• 無線 LANアクセスポイントの設定で SSIDを隠している（SSIDステルス）場合、SSIDは検
出されません。SSIDステルスをオフにしてください。

お使いの無線 LANアクセスポイントの情報や設定変更のやり方がわからない場合は、無線 LAN
アクセスポイント・ルーターのメーカー、インターネットプロバイダー、インターネット接続業
者、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

TS-07 WPS（Wi-Fi Protected Setup）設定中の無線 LANルーター／アクセスポイントが見つかりませ
んでした。
以下を確認し、接続をやりなおしてください。
• ルーター／アクセスポイントにWPSロゴが表示されているか確認し、WPSに対応している
事を確認してください。詳しい事は、ルーター／アクセスポイントの説明書で確認してくだ
さい。

• WPSで接続する場合は、本製品とルーター／アクセスポイントの両方の操作が必要です。詳
しい事は、本製品のユーザーズガイドで確認してください。

• これらの情報がわからない場合は、ルーター／アクセスポイントのメーカー、インターネッ
トプロバイダー、インターネット接続業者、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

TS-08 WPS（Wi-Fi Protected Setup）設定中の無線 LANルーター／アクセスポイントが、2 個以上検
出されています。
以下を確認し、接続をやりなおしてください。
• 本製品と接続する 1つのルーター／アクセスポイントだけがWPSを有効にしていることを
確認してください。

• 他のルーター／アクセスポイントからの影響を避けるため、数分後にもう一度試してくださ
い。
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無線 LANアクセスポイントまたはルーターの無線セキュリティ情報（SSID／認証方式／暗号化方式／ネッ
トワークキー）の確認方法：
1. お買い上げ時のセキュリティ設定が、無線 LANアクセスポイント／ルーターに貼られているラベルに記
載されている場合があります。または、無線 LANアクセスポイント／ルーターのメーカー名もしくは型
番号が、お買い上げ時のセキュリティ設定として使用されている場合があります。

2. セキュリティ設定の表示場所については、お使いの無線 LAN アクセスポイントまたはルーターに同梱の
説明書をご覧ください。

• 無線 LANアクセスポイントまたはルーターが SSIDをブロードキャストするように設定されていない
場合、SSIDは自動的には検出されません。SSID名を手動で入力する必要があります。

• ネットワークキーは、パスワード、セキュリティキー、または暗号化キーとして記載されている場合も
あります。

無線 LANアクセスポイントまたはルーターの SSIDおよび無線セキュリティ設定、または設定の変更方法
が分からない場合、無線 LANアクセスポイントまたはルーターに同梱の説明書をご覧になるか、無線 LAN
アクセスポイントまたはルーターのメーカーもしくは、ご契約のインターネットプロバイダーまたはネット
ワーク管理者にお問い合わせください。

  関連情報
• 無線ネットワーク設定 
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク機能

ネットワーク機能

• LDAP検索を設定および操作する

• Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻を同期する

• ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリセットする
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク機能 > LDAP検索を設定および操作する

LDAP検索を設定および操作する
LDAP機能を利用すると、サーバー上の Eメールアドレスなどの情報を検索できます。スキャン to Eメール機能
を使用するときに、LDAP検索を使用して Eメールアドレスを検索できます。

• LDAP機能は、簡体字、繁体字、および韓国語はサポートしていません。
• LDAP機能は LDAPv3をサポートしています。

  関連情報
• ネットワーク機能

• Web Based Managementを使用して LDAP設定を変更する
• 本製品の操作パネルを使用して LDAP 検索を行う 
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク機能 > LDAP検索を設定および操作する > Web Based Management
を使用して LDAP設定を変更する

Web Based Managementを使用して LDAP設定を変更する
Web Based Managementを使用して LDAPを設定します。
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、アドレス帳 > LDAPをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

• LDAP検索
• LDAPアドレス
• SSL/TLS
• ポート（お買い上げ時のポート番号は 389です。）
• 検索場所
• 認証方式
• ユーザー名
この選択肢を利用できるかどうかは、使用する認証方式によって異なります。

• パスワード
この選択肢を利用できるかどうかは、使用する認証方式によって異なります。

- LDAPサーバーが Kerberos認証に対応している場合は、認証設定で Kerberosを選択することをお勧め
します。LDAP サーバーと本製品間で、強力な認証方式を利用できます。

- Kerberos認証の場合、SNTPプロトコル（ネットワークタイムサーバー）を設定するか、操作パネルで
日時とタイムゾーンを正しく設定する必要があります。

• Kerberosサーバーアドレス
この選択肢を利用できるかどうかは、使用する認証方式によって異なります。

• LDAPタイムアウト
• 名前属性名 (検索する属性)
• メールの属性名
• オプション属性名

5. 完了後、OK をクリックします。ステータスフィールドにオンと表示されていることを確認します。

  関連情報
• LDAP検索を設定および操作する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする
• 管理者としてWindowsユーザー用の自己署名証明書をインストールする
• Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻を同期する 
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク機能 > LDAP検索を設定および操作する > 本製品の操作パネルを使
用して LDAP 検索を行う

本製品の操作パネルを使用して LDAP 検索を行う
LDAPの設定後、LDAP検索機能を使用して、Eメールアドレスを取得し、Eメールサーバーへのスキャンに使
用できます。

• LDAP機能は LDAPv3をサポートしています。
• Kerberos認証または簡単認証を使用して、お使いの LDAPサーバーに接続しなければならない場合があ
ります。

• Kerberos認証のために、SNTP プロトコル（ネットワークタイムサーバー）を設定するか、操作パネル
で日時とタイムゾーンを正確に設定する必要があります。

1. 検索するには、 を押します。

2. 液晶ディスプレイを使用して、検索する先頭文字を入力します。
3. [OK]を押します。

LDAP検索結果は液晶ディスプレイに表示されます。 アイコンが、E-mail（ローカル）のアドレス帳

検索結果の前に表示されます。
サーバーまたは E-mail（ローカル）アドレス帳に一致する文字列が存在しない場合、画面に[検索結果があり
ません]が約 1分間表示されます。

4. aまたは bを押して、使用する名前を表示します。
5. 対象の名前を押し、連絡先情報が正しいことを確認します。
6. [確定]を押します。
7. 原稿をセットし、[OK]を押してから、[スタート]を押します。

  関連情報
• LDAP検索を設定および操作する
関連トピック：
• Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻を同期する 
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク機能 > Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻
を同期する

Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻を同期する
簡易ネットワークタイムプロトコル（SNTP）は、SNTPタイムサーバーとの認証で本製品が使用する時刻を同
期させるために使用されます。（この時刻は、本製品のコントロールパネルに表示される時刻とは異なります。）
本製品で使用される時刻を、SNTPタイムサーバーによって提供される UTC（協定世界時）と自動または手動で
同期させることができます。

• Web Based Managementで日時を設定する

• Web Based Managementで SNTPプロトコルを設定する

• Web Based Managementを使用して LDAP設定を変更する

• 本製品の操作パネルを使用して LDAP 検索を行う
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク機能 > Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻
を同期する > Web Based Managementで日時を設定する

Web Based Managementで日時を設定する
製品で使用されている時間を SNTPタイムサーバーと同期させるように、日時を設定します。
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、管理者設定 > 時計設定をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. タイムゾーン 設定を確認します。
6. SNTPサーバーと同期するチェックボックスを選択します。
7. OK をクリックします。

日付と時刻は手動で設定することもできます。

  関連情報
• Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻を同期する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク機能 > Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻
を同期する > Web Based Managementで SNTPプロトコルを設定する

Web Based Managementで SNTPプロトコルを設定する
SNTPプロトコルを設定して、製品が認証に使用する時間と SNTPタイムサーバーが維持する時間を同期させま
す。
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > ネットワーク > プロトコルをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. SNTPチェックボックスをオンにして、設定を有効にします。
6. OK をクリックします。
7. 設定を有効にするには、本製品を再起動します。
8. SNTPチェックボックスの横にある詳細設定をクリックして、適宜設定を行います。

オプション 詳細

ステータス SNTPプロトコルが有効か無効かを表示します。

同期状態 最新の同期状態を確認します。

SNTPサーバー設定の
方法

AUTOまたは STATICを選択します。
• AUTO
ネットワーク上に DHCPサーバーがあれば、SNTPサーバーが自動的に
DHCPサーバーからアドレスを取得します。

• STATIC
使用したいアドレスを入力します。

プライマリー SNTPサ
ーバーアドレス
セカンダリー SNTPサ
ーバーアドレス

サーバーアドレスを 64 文字以内で入力します。
セカンダリー SNTPサーバーアドレスは、プライマリー SNTPサーバーアドレス
の予備として使用されます。プライマリーサーバーが利用できない場合、本製品
はセカンダリー SNTPサーバーと通信します。

プライマリー SNTPサ
ーバーポート
セカンダリー SNTPサ
ーバーポート

ポート番号を入力します（1〜65535）。
セカンダリー SNTPサーバーポートは、プライマリー SNTPサーバーポートの予
備として使用されます。プライマリーポートが利用できない場合、本製品はセカ
ンダリー SNTPポートと通信します。

同期間隔 サーバーとの同期の試行間隔（1 時間から 168 時間）を入力します。

9. OK をクリックします。

  関連情報
• Web Based Managementを使用して SNTPサーバーと時刻を同期する
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関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク機能 > ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリセットする

ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリセットする
本製品の操作パネルまたはWeb Based Managementを使用して、ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリ
セットできます。パスワードや IPアドレスなど、すべての情報がリセットされます。

1.  [メニュー] > [ネットワーク] > [ネットワーク設定リセット]を押します。
リセットの確認メッセージが表示されます。

2. [OK]を 2秒間押します。
本製品が再起動します。

  関連情報
• ネットワーク機能 

121



 ホーム > ネットワーク > ブラザー管理ツール

ブラザー管理ツール
ブラザーの管理ツールのいずれかを使用して、本製品のネットワーク設定を構成します。
support.brother.com/downloadsで、お使いのモデルのソフトウェアダウンロードページに移動し、ツールをダウ
ンロードします。

  関連情報
• ネットワーク 
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 ホーム > セキュリティ

セキュリティ

• ネットワークセキュリティ機能をご使用になる前に

• デバイスセキュリティの証明書を設定する

• SSL/TLSを使用する

• SNMPv3を使用する

• IEEE 802.1x認証を使用する

• Active Directory認証を使用する

• LDAP認証を使用する

• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する

• Eメールを安全に送信する

• 操作パネルから製品の設定をロックする
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能をご使用になる前に

ネットワークセキュリティ機能をご使用になる前に
本製品には、最新のネットワークセキュリティの一部と、現在利用可能な暗号化プロトコルが使用されています。
これらのネットワーク機能は、お使いの全体的なネットワークセキュリティプランの一部として、データを保護
し、本製品への不正なアクセスを防ぐことができます。

FTPプロトコルを無効にすることをお勧めします。このプロトコルを使用した本製品へのアクセスは安全
ではありません。ただし、FTPを無効にした場合、スキャン to FTP機能が無効になることにご注意くださ
い。

  関連情報
• セキュリティ 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する

デバイスセキュリティの証明書を設定する
SSL/TLSを使用してネットワーク接続された本製品を安全に管理するには、証明書を設定する必要があります。
証明書を設定するには、Web Based Managementを使用する必要があります。

• サポートされているセキュリティ証明書機能

• 証明書を作成してインストールする方法

• 自己署名証明書を作成する

• 証明書署名要求（CSR）を作成して認証局（CA）からの証明書をインストールする

• 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて

• CA証明書のインポートとエクスポートについて

• 複数の証明書を管理する
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > サポートされているセキュリティ証
明書機能

サポートされているセキュリティ証明書機能
本製品は、複数のセキュリティ証明書の使用をサポートしています。これにより、安全な認証、本製品との通信
が可能になります。本製品では、以下のセキュリティ証明書機能を使用できます。
• SSL/TLS通信
• IEEE 802.1x認証
本製品は、次をサポートしています。
• プリインストール証明書
本製品には、自己署名証明書がプリインストールされています。この証明書により、別の証明書を作成また
はインストールしなくても、SSL/TLS通信を使用できます。

プリインストールされた自己署名証明書により、一定レベルまでは通信が保護されます。セキュリティを強
化するために、信頼できる組織から発行された証明書を使用することをお勧めします。

• 自己署名証明書
本スキャンサーバーは自己の証明書を発行します。この証明書を使用すると、別の証明書を作成したり、CA
発行の証明書をインストールしなくても、SSL/TLS通信を簡単に使用できます。

• 認証局（CA）発行の証明書
CA発行の証明書をインストールする場合、2とおりの方法があります。CA発行の証明書がすでにある場合、
または外部の信頼できる CAの証明書を使用する場合：
- 本スキャンサーバーからの証明書署名要求（CSR）を使用する場合。
- 証明書とプライベートキーをインポートする場合。

• 認証局（CA）証明書
CAを識別し、プライベートキーを所有する CA証明書を使用するには、ネットワークのセキュリティ機能を
設定する前に、CAが発行した CA証明書をインポートする必要があります。

• SSL/TLS通信を使用する場合は、まずシステム管理者に連絡することをお勧めします。
• スキャンサーバーをお買い上げ時の設定にリセットする場合、インストールされている証明書とプライ
ベートキーは削除されます。スキャンサーバーのリセット後にも同じ証明書とプライベートキーを保持
する場合は、リセット前にこれらをエクスポートし、リセット後に再インストールします。

  関連情報
• デバイスセキュリティの証明書を設定する
関連トピック：
• Web Based Management（ウェブブラウザー）を使用してネットワークに IEEE 802.1x認証を設定する 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 証明書を作成してインストールする
方法

証明書を作成してインストールする方法
セキュリティ証明書を使用する場合、自己署名証明書を使用するか、認証局（CA）発行の証明書を使用するかを
選択できます。

オプション 1

自己署名証明書
1. Web Based Managementを使用して自己署名証明書を作成します。
2. パソコンへ自己署名証明書をインストールします。

オプション 2

CAからの証明書
1. Web Based Managementを使用して、証明書署名要求（CSR）を作成します。
2. Web Based Managementを使用して、CAが発行した証明書を、本製品にインストールします。
3. パソコンへ証明書をインストールします。

  関連情報
• デバイスセキュリティの証明書を設定する 

127



 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 自己署名証明書を作成する

自己署名証明書を作成する
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > 証明書をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 自己署名証明書の作成をクリックします。
6. コモンネームおよび有効期限を入力します。

• コモンネームの長さは 64バイト未満です。SSL/TLS通信を介して本製品にアクセスする場合に使用す
る、IPアドレス、ノード名、ドメイン名などの識別子を入力します。お買い上げ時の設定では、ノード名
が表示されます。

• IPPSまたは HTTPSプロトコルを使用し、自己署名証明書に使用されたコモンネームとは異なる名前が
URLに入力された場合は、警告が表示されます。

7. 公開鍵アルゴリズムドロップダウンリストから設定を選択します。お買い上げ時の設定は RSA(2048bit)で
す。

8. メッセージダイジェストアルゴリズムドロップダウンリストから設定を選択します。お買い上げ時の設定は
SHA256です。

9. OK をクリックします。

  関連情報
• デバイスセキュリティの証明書を設定する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 証明書署名要求（CSR）を作成して
認証局（CA）からの証明書をインストールする

証明書署名要求（CSR）を作成して認証局（CA）からの証明書をインストー
ルする
外部の信頼された認証局（CA）から取得した証明書がすでに存在する場合、その証明書とプライベートキーを本
製品に保存し、インポートやエクスポートを行うことによってそれらを管理することができます。外部の信頼さ
れた CAから取得した証明書が存在しない場合、証明書署名要求（CSR）を作成し、CAに送信して認証を受け
たあと、返却された証明書を本製品にインストールします。

• 証明書署名要求（CSR：Certificate Signing Request）を作成する

• 証明書を本製品にインストールする
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 証明書署名要求（CSR）を作成して
認証局（CA）からの証明書をインストールする > 証明書署名要求（CSR：Certificate Signing Request）を作
成する

証明書署名要求（CSR：Certificate Signing Request）を作成する
証明書署名要求（CSR）は、証明書に含まれる資格情報を認証するために、認証局（CA）に送信される要求で
す。

CSRを作成する前に、CAからのルート証明書をお使いのパソコンにインストールしておくことを推奨しま
す。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > 証明書をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. CSRの作成をクリックします。
6. コモンネーム（必須）を入力して、ご使用の組織に関するその他の情報（任意）を追加します。

• CAがお客様の身元を確認し、外部に向けて証明するために、お客様の会社の情報が必要です。
• コモンネームの長さは 64バイト未満である必要があります。SSL/TLS通信を介して本製品にアクセス
する場合に使用する、IPアドレス、ノード名、ドメイン名などの識別子を入力します。お買い上げ時の
設定では、ノード名が表示されます。コモンネームは必須です。

• 証明書に使用された共通名とは異なる名前が URLに入力された場合は、警告が表示されます。
• 組織、部署、市、および県/州の長さは 64バイト未満の必要があります。
• 国は、2文字の ISO 3166国コードです。
• X.509v3 証明書拡張を設定する場合、拡張領域設定チェックボックスを選択後、自動 (本機の IPv4アド
レスを登録します。)または手動を選択します。

7. 公開鍵アルゴリズムドロップダウンリストから設定を選択します。お買い上げ時の設定は RSA(2048bit)で
す。

8. メッセージダイジェストアルゴリズムドロップダウンリストから設定を選択します。お買い上げ時の設定は
SHA256です。

9. OK をクリックします。
CSRが画面に表示されます。表示された CSRをファイルとして保存するか、認証局から提供されたオンラ
インの CSRフォームにコピー・ペーストします。

10.保存をクリックします。

CSRをお客様の CAに送信する方法については、お客様の CAの方針に従ってください。

  関連情報
• 証明書署名要求（CSR）を作成して認証局（CA）からの証明書をインストールする
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関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 証明書署名要求（CSR）を作成して
認証局（CA）からの証明書をインストールする > 証明書を本製品にインストールする

証明書を本製品にインストールする
認証局（CA）から証明書を受信した後、以下の手順でスキャンサーバーにインストールします。

本製品には、本製品の証明書署名要求（CSR）と一緒に発行された証明書のみをインストールできます。他の
CSRを作成する場合は、新しい CSRを作成する前に、この証明書がインストールされていることを確認して
ください。他の CSRの作成は、この証明書を必ず先にインストールしてから行ってください。新しい CSRの
インストール前に作成された CSRは無効になります。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > 証明書をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 証明書のインストールをクリックします。
6. CAに発行された証明書を含むファイルを表示して、OK をクリックします。
証明書が作成され、本製品のメモリーに正常に保存されます。

SSL/TLS通信を使用する場合は、お使いのパソコンに、CAから取得したルート証明書を必ずインストールして
ください。ネットワーク管理者にお問い合わせください。

  関連情報
• 証明書署名要求（CSR）を作成して認証局（CA）からの証明書をインストールする
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 証明書とプライベートキーのインポ
ートとエクスポートについて

証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて
証明書とプライベートキーを本製品に保存して、インポートまたはエクスポートすることにより、これらを管理
します。

• 証明書とプライベートキーをインポートする

• 証明書とプライベートキーをエクスポートする
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 証明書とプライベートキーのインポ
ートとエクスポートについて > 証明書とプライベートキーをインポートする

証明書とプライベートキーをインポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > 証明書をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 証明書と秘密鍵のインポート をクリックします。
6. インポートするファイルを表示します。
7. ファイルが暗号化されている場合はパスワードを入力し、OK をクリックします。

証明書とプライベートキーが本製品にインポートされます。

  関連情報
• 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 証明書とプライベートキーのインポ
ートとエクスポートについて > 証明書とプライベートキーをエクスポートする

証明書とプライベートキーをエクスポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > 証明書をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 証明書一覧と共に表示されるエクスポートをクリックします。
6. ファイルを暗号化する場合は、パスワードを入力します。
パスワードを空白のままにすると、出力内容は暗号化されません。

7. 確認のためにパスワードを再入力し、OK をクリックします。
8. 保存をクリックします。

証明書とプライベートキーがお使いのパソコンにエクスポートされます。

ご使用のパソコンに証明書をインポートすることもできます。

  関連情報
• 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > CA証明書のインポートとエクスポ
ートについて

CA証明書のインポートとエクスポートについて
本製品では、CA証明書のインポートやエクスポート、または保存ができます。

• CA証明書をインポートする

• CA証明書をエクスポートする
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > CA証明書のインポートとエクスポ
ートについて > CA証明書をインポートする

CA証明書をインポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > CA証明書をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. CA証明書のインポート をクリックします。
6. インポートするファイルを表示します。
7. OK をクリックします。

  関連情報
• CA証明書のインポートとエクスポートについて
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > CA証明書のインポートとエクスポ
ートについて > CA証明書をエクスポートする

CA証明書をエクスポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > CA証明書をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. エクスポートする証明書を選択し、エクスポートをクリックします。
6. OK をクリックします。

  関連情報
• CA証明書のインポートとエクスポートについて
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > デバイスセキュリティの証明書を設定する > 複数の証明書を管理する

複数の証明書を管理する
複数の証明書の機能により、Web Based Managementを使用して、本製品にインストールされている証明書を管
理することができます。Web Based Managementで、証明書または CA証明書画面に移動して、証明書の内容の
表示、また証明書の削除やエクスポートを行えます。

本製品に保存できる証明書の最大数
自己署名証明書または、CA発
行の証明書

5

CA証明書 7

保存する証明書は最大数よりも少ない数にし、証明書の期限切れに備えて 1個分の空きを確保しておくことをお
勧めします。証明書の期限が切れた場合、新しい証明書を確保した場所にインポートして、期限切れの証明書を
削除します。設定の失敗を避けることができます。

• HTTPS/IPPSまたは IEEE 802.1xを使用する場合、使用する証明書を選択する必要があります。
• SMTP通信に SSLを使用する場合、証明書を選択する必要はありません。必要な証明書は自動的に選択
されます。

  関連情報
• デバイスセキュリティの証明書を設定する 
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 ホーム > セキュリティ > SSL/TLSを使用する

SSL/TLSを使用する

• SSL/TLSについて

• SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理

• SSL/TLS を使用して Eメールを安全に送信する
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 ホーム > セキュリティ > SSL/TLSを使用する > SSL/TLSについて

SSL/TLSについて
セキュアソケットレイヤー（SSL）またはトランスポート層セキュリティ（TLS）は、LANまたはWAN経由で
送信されるデータを保護する効果的な方式です。ネットワーク経由のスキャンジョブなどのデータを暗号化して
送信するため、第三者から内容を読み取られることがありません。
SSL/TLSは、WPAキーやファイアウォールなど、他のセキュリティ形式と連携して機能します。

  関連情報
• SSL/TLSを使用する

• SSL/TLSの略歴
• SSL/TLSを使用するメリット 
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 ホーム > セキュリティ > SSL/TLSを使用する > SSL/TLSについて > SSL/TLSの略歴

SSL/TLSの略歴
SSL/TLSは当初、ウェブ上のトラフィック情報、特にウェブブラウザーとサーバー間で送信されるデータの安全
性を確保するために作られました。SSLはやがて、オンラインセキュリティに対する共通の解決策として、
Telnet、プリンター、FTPなど他のアプリケーションともあわせて使用されるようになりました。この当初の設
計意図が、今日でも多くのオンライン小売業者や銀行によって採り入れられ、クレジットカード番号や顧客情報
など極秘データの安全性を確保しています。
SSL/TLSでは非常に高度なレベルの暗号化が用いられ、世界中の銀行から信頼されています。

  関連情報
• SSL/TLSについて 
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 ホーム > セキュリティ > SSL/TLSを使用する > SSL/TLSについて > SSL/TLSを使用するメリット

SSL/TLSを使用するメリット
SSL/TLSを使用する主なメリットは、製品へ送信されたデータの読み込みを非認証のユーザーに対して制限する
ことで、IPネットワークを介したスキャンの安全性を保証することです。SSLの主なメリットは、機密データを
安全にスキャンできることです。例えば、大企業の人事部門が定期的に給与明細をスキャンしているとします。
これら給与明細のデータが暗号化されていない場合、他のネットワークユーザーから読み取られる可能性があり
ます。しかし、SSL/TLSを使用すると、これらのデータを読み取ろうとしても、実際の給与明細ではなく、コー
ドのページが表示されるだけです。

  関連情報
• SSL/TLSについて 
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 ホーム > セキュリティ > SSL/TLSを使用する > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理

SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理

• SSL/TLSおよび使用可能なプロトコルの証明書を設定する

• SSL/TLSを使用してWeb Based Managementにアクセスする

• 管理者としてWindowsユーザー用の自己署名証明書をインストールする

• デバイスセキュリティの証明書を設定する
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 ホーム > セキュリティ > SSL/TLSを使用する > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管
理 > SSL/TLSおよび使用可能なプロトコルの証明書を設定する

SSL/TLSおよび使用可能なプロトコルの証明書を設定する
SSL/TLS通信を使用するには、Web Based Managementを使用して本製品に証明書を設定します。
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > ネットワーク > プロトコルをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. HTTPサーバー設定をクリックします。
6. 証明書の選択ドロップダウンリストから、設定対象の証明書を選択します。
7. OK をクリックします。
8. はいをクリックしてスキャンサーバーを再起動します。

  関連情報
• SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > SSL/TLSを使用する > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理 > 
SSL/TLSを使用してWeb Based Managementにアクセスする

SSL/TLSを使用してWeb Based Managementにアクセスする
お使いのネットワーク製品を安全に管理するには、セキュリティプロトコルを使用している管理ユーティリティ
を使用する必要があります。

• HTTPSプロトコルを使用するには、本製品で HTTPSが有効になっている必要があります。お買い上げ
時の設定では、HTTPSプロトコルは有効です。

• Web Based Managementの画面で HTTPSプロトコルの設定を変更できます。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 以上で HTTPSを使用して製品へアクセスする準備が整いました。

  関連情報
• SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > SSL/TLSを使用する > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理 > 管
理者としてWindowsユーザー用の自己署名証明書をインストールする

管理者としてWindowsユーザー用の自己署名証明書をインストールする

• 以下の手順は、Microsoft Edgeを使用する場合です。その他のウェブブラウザーを使用している場合は、
ウェブブラウザーの説明書またはオンラインヘルプで、証明書のインストール方法を参照してください。

• Web Based Managementを使用して、自己署名証明書を作成したことを確認してください。

1. Microsoft Edgeアイコンを右クリックし、管理者として実行をクリックします。
ユーザー アカウント制御画面が表示されたら、はいをクリックします。

2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 接続がプライベートでない場合場合は、詳細設定ボタンをクリックしてから、ウェブページに進んでくださ
い。

4. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

5. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > セキュリティ > 証明書をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

6. エクスポートをクリックします。
7. 出力ファイルを暗号化するには、パスワード設定欄にパスワードを入力します。パスワード設定欄が空白の
場合、出力ファイルは暗号化されません。

8. パスワード確認欄にパスワードを再度入力し、OK をクリックします。
9. ダウンロードしたファイルをクリックして開きます。
10.証明書のインポート ウィザードが表示されたら、 次へをクリックします。
11. 次へをクリックします。
12.必要に応じて、パスワードを入力し、次へをクリックします。
13.証明書をすべて次のストアに配置する を選択してから 参照... をクリックします。
14.信頼されたルート証明機関を選択し、OKをクリックします。
15.次へをクリックします。
16.完了をクリックします。
17.フィンガープリント（拇印）が正しければ、はいをクリックします。
18. OKをクリックします。

  関連情報
• SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理
関連トピック：
• 自己署名証明書を作成する 
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 ホーム > セキュリティ > SNMPv3を使用する

SNMPv3を使用する

• SNMPv3を使用した安全なネットワーク製品の管理
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 ホーム > セキュリティ > SNMPv3を使用する > SNMPv3を使用した安全なネットワーク製品の管理

SNMPv3を使用した安全なネットワーク製品の管理
簡易ネットワーク管理プロトコルバージョン 3（SNMPv3）は、ネットワーク機器を安全に管理するための、ユ
ーザー認証とデータの暗号化に使用されます。ネットワーク製品を安全に管理するには、BRAdmin Professional
4を使用するときに SNMPv3プロトコルを使用することをお勧めします。
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > ネットワーク > プロトコルをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. SNMP設定が有効であることを確認して、詳細設定をクリックします。
6. SNMPの設定を行います。SNMP動作モードには 3つのオプションがあります。

オプション 詳細

SNMP v1/v2c
read-write
access

スキャンサーバーは SNMPプロトコルの Ver. 1および Ver. 2cを使用します。このモード
で、すべてのブラザーアプリケーションが使用できます。ただし、ユーザーの認証は行わ
れず、データは暗号化されないため、安全ではありません。

SNMPv3
read-write
access and
v1/v2c read-
only access

スキャンサーバーは SNMPプロトコルの Ver. 3（読み書きアクセス）と、Ver. 1および Ver.
2c（読み取り専用アクセス）を使用します。

SNMPv3 read-write access and v1/v2c read-only accessモードを使用する場
合、Ver. 1と Ver. 2cの読み取り専用が認証されるため、スキャンサーバーにア
クセスするブラザーアプリケーション（BRAdmin Lightなど）の一部が正常に機
能しない場合があります。すべてのアプリケーションを使用する場合、SNMP
v1/v2c read-write accessモードを使用することを推奨します。

SNMPv3
read-write
access

スキャンサーバーは SNMPプロトコルの Ver. 3を使用します。スキャンサーバーを安全
に管理するには、このモードを使用します。

SNMPv3 read-write accessモードを使用する場合、以下に注意してください。
• スキャンサーバーを管理するには BRAdmin ProfessionalまたはWeb Based

Managementのみが使用できます。
• BRAdmin Professionalを除き、SNMPv1/v2cを使用するすべてのアプリケー
ションの使用が制限されます。SNMPv1/v2cアプリケーションの使用を許可
するには、SNMPv3 read-write access and v1/v2c read-only accessまたは
SNMP v1/v2c read-write accessモードを使います。

7. OK をクリックします。

  関連情報
• SNMPv3を使用する
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関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > IEEE 802.1x認証を使用する

IEEE 802.1x認証を使用する

• IEEE 802.1x認証について

• Web Based Management（ウェブブラウザー）を使用してネットワークに IEEE 802.1x
認証を設定する

• IEEE 802.1x認証方式
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 ホーム > セキュリティ > IEEE 802.1x認証を使用する > IEEE 802.1x認証について

IEEE 802.1x認証について
IEEE 802.1xは IEEE標準であり、非認証のネットワーク機器からのアクセスを制限します。本ブラザー製品は、
アクセスポイントまたはハブを通して、RADIUSサーバー（認証サーバー）に認証要求を送信します。要求が
RADIUSサーバーに確認されると、本製品はネットワークにアクセスすることができます。

  関連情報
• IEEE 802.1x認証を使用する 
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 ホーム > セキュリティ > IEEE 802.1x認証を使用する > Web Based Management（ウェブブラウザー）を
使用してネットワークに IEEE 802.1x認証を設定する

Web Based Management（ウェブブラウザー）を使用してネットワークに
IEEE 802.1x認証を設定する

• EAP-TLS認証を使用して本製品を設定する場合、設定の開始前に、CAにより発行されたクライアント証
明書を必ずインストールしてください。クライアント証明書については、ネットワーク管理者に問い合わ
せてください。複数の証明書をインストールした場合、使用する証明書の名前を書き留めておくことをお
勧めします。

• サーバー証明書を検証する前に、該当のサーバー証明書に署名した CA発行の、CA証明書をインポートす
る必要があります。ネットワーク管理者または契約しているインターネットサービスプロバイダー（ISP）
にお問い合わせください。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワークをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 無線 > 無線 (エンタープライズ)をクリックします。
6. IEEE 802.1x認証を設定します。

• EAP-TLS認証を使用している場合、検証のためにインストールされているクライアント証明書を（証
明書の名前付きで表示）、クライアント証明書ドロップダウンリストから選択する必要があります。

• EAP-FAST、PEAP、EAP-TTLS、または EAP-TLS認証を選択する場合は、サーバー証明書の検証ドロ
ップダウンリストから検証方式を選択します。該当のサーバー証明書に署名した CAが発行し、あらか
じめ製品にインポートされた CA証明書を使用して、サーバー証明書を検証します。

サーバー証明書の検証ドロップダウンリストから、以下の検証方式のいずれかを選択します。

オプション 詳細

検証しない このサーバー証明書は常に信頼できます。検証は実施されません。

CA証明書 該当のサーバー証明書に署名した CAにより発行された CA証明書を使用して、サー
バー証明書の CA信頼性を確認する検証方法。

CA証明書+サーバ
ー ID

サーバー証明書の CA 信頼性に加え、サーバー証明書の共通名 1を確認する検証方法。

7. 設定が終了したら、OK をクリックします。

  関連情報
• IEEE 802.1x認証を使用する

1 共通名の検証では、サーバー証明書の共通名と、サーバー IDに設定された文字列を比較します。この方式を使用する前に、サーバー証明書
の共通名についてシステム管理者に問い合わせて、サーバー IDを設定してください。
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関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする
• デバイスセキュリティの証明書を設定する
• サポートされているセキュリティ証明書機能 
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 ホーム > セキュリティ > IEEE 802.1x認証を使用する > IEEE 802.1x認証方式

IEEE 802.1x認証方式
EAP-FAST

EAP-FAST（Extensible Authentication Protocol-Flexible Authentication via Secured Tunneling）は、Cisco
Systems社が開発したプロトコルで、認証のためのユーザー IDとパスワード、および対称キーアルゴリズム
を使用してトンネル認証プロセスを実現します。
本ブラザー製品は、以下の内部認証方式をサポートしています。
• EAP-FAST/NONE
• EAP-FAST/MS-CHAPv2
• EAP-FAST/GTC

PEAP
保護された拡張可能認証プロトコル（PEAP：Protected Extensible Authentication Protocol）は、Cisco Systems
社、Microsoft社、および RSAセキュリティ社が開発した EAP方式です。PEAPはユーザー IDとパスワード
を送信するために、クライアントと認証サーバー間に、暗号化した Secure Sockets Layer（SSL）/Transport
Layer Security（TLS）トンネルを作成します。PEAPにより、サーバーとクライアント間の相互認証が行えま
す。
本ブラザー製品は、以下の内部認証をサポートしています。
• PEAP/MS-CHAPv2
• PEAP/GTC

EAP-TTLS
拡張可能認証プロトコルトンネル方式トランスポートレイヤーセキュリティ（EAP-TTLS：Extensible
Authentication Protocol-Tunneled Transport Layer Security）は、ファンク・ソフトウェア社と Certicom社に
よって開発されました。EAP-TTLSは、クライアントと認証サーバー間に、ユーザー IDおよびパスワードを
送信するための、PEAP同様の暗号化 SSLトンネルを作成します。EAP-TTLSにより、サーバーとクライア
ント間の相互認証が行えます。
本製品は、内部認証方式として MS-CHAPv2のみをサポートしています。

EAP-TLS
拡張可能認証プロトコルトランスポートレイヤーセキュリティ（EAP-TLS：Extensible Authentication Protocol-
Transport Layer Security）では、クライアントと認証サーバーのいずれにも、デジタル証明書認証が必要で
す。

  関連情報
• IEEE 802.1x認証を使用する 
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 ホーム > セキュリティ > Active Directory認証を使用する

Active Directory認証を使用する

• Active Directory認証について

• Web Based Managementを使用して Active Directory認証を設定する

• 本製品にログインし、操作パネルを使用して設定値を変更する（Active Directory認証）
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 ホーム > セキュリティ > Active Directory認証を使用する > Active Directory認証について

Active Directory認証について
Active Directory認証により、本製品の使用が制限されます。Active Directory認証が有効の場合、本製品の操作パ
ネルはロックされます。本製品の設定を変更するには、ユーザー IDとパスワードを入力する必要があります。
Active Directory認証では、以下の機能が利用可能です。
スキャンしたデータを E-mailサーバーに送信する場合、ユーザー IDに基づいて Active Directory サーバーから
E-mailアドレスが取得されます。
この機能を使用するには、メールアドレス取得設定でオンオプションを選択して、LDAP + kerberosまたは
LDAP + NTLMv2認証方式を選択します。本製品がスキャンデータを E-mailサーバーに送信する際に、ご使用の
E-mailアドレスが送信者として設定されます。または、スキャンデータをご使用の E-mailアドレスに送信する場
合には、受信者として設定されます。
Active Directory認証の設定は、Web Based Managementを使用して変更できます。

  関連情報
• Active Directory認証を使用する 
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 ホーム > セキュリティ > Active Directory認証を使用する > Web Based Managementを使用して Active
Directory認証を設定する

Web Based Managementを使用して Active Directory認証を設定する

Active Directory認証は、Kerberos認証および NTLMv2認証をサポートしています。認証のための SNTPプロ
トコル（ネットワークタイムサーバー）と DNSサーバー構成を設定する必要があります。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、管理者設定 > 制限機能をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. Active Directory認証を選択します。
6. OK をクリックします。
7. Active Directory認証メニューを選択します。
8. 次の設定を行います。

オプション 詳細

ユーザー IDを記憶 このオプションを選択して、ユーザー IDを保存します。

Active Directoryサー
バアドレス

Active Directoryサーバーの IPアドレスまたはサーバー名（例：
ad.example.com）を入力します。

Active Directoryドメ
イン名

Active Directoryのドメイン名を入力します。

プロトコルと認証方式 プロトコルと認証方式を選択します。

メールアドレス取得 このオプションを使用して、Active Directoryサーバーからログオンユーザーの E
メールアドレスを取得します。（LDAP + kerberosまたは LDAP + NTLMv2認証
方式で利用できます。）

ユーザーのホームディ
レクトリ取得

このオプションを選択して、スキャン to ネットワークファイルの送信先のホーム
ディレクトリーを取得します。（LDAP + kerberosまたは LDAP + NTLMv2認証
方式で利用できます。）

SSL/TLS SSL/TLSオプションを設定して、SSL/TLS通信を使用します。（LDAP +
NTLMv2認証方式で利用できます。）

LDAPポート Active Directoryサーバーに LDAP経由で接続するためのポート番号を入力しま
す。（LDAP + kerberosまたは LDAP + NTLMv2認証方式で利用できます。）

LDAP検索場所 LDAP 検索のルートを入力します。（LDAP + kerberosまたは LDAP + NTLMv2
認証方式で利用できます。）

9. OK をクリックします。
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  関連情報
• Active Directory認証を使用する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > Active Directory認証を使用する > 本製品にログインし、操作パネルを使用して設
定値を変更する（Active Directory認証）

本製品にログインし、操作パネルを使用して設定値を変更する（Active
Directory認証）

Active Directory認証が有効の場合、本製品の操作パネルにユーザー IDとパスワードが入力されるまで、操作
パネルはロックされた状態となります。

1. 本製品の操作パネルで、タッチパネルを使用してユーザー IDとパスワードを入力します。
2. [OK]を押します。

認証が成功すると、製品の操作パネルのロックが解除されます。

  関連情報
• Active Directory認証を使用する 
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 ホーム > セキュリティ > LDAP認証を使用する

LDAP認証を使用する

• LDAP 認証について

• Web Based Managementを使用して LDAP認証を設定する

• 本製品にログインし、操作パネルを使用して設定値を変更する（LDAP認証）
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 ホーム > セキュリティ > LDAP認証を使用する > LDAP 認証について

LDAP 認証について
LDAP認証により、本製品の使用が制限されます。LDAP認証が有効の場合、本製品の操作パネルはロックされ
ます。本製品の設定を変更するには、ユーザー IDとパスワードを入力する必要があります。
LDAP認証では以下の機能が提供されます。
スキャンしたデータを E-mailサーバーに送信する場合、ユーザー IDに基づいて LDAPサーバーから E-mailアド
レスが取得されます。
この機能を使用するには、メールアドレス取得設定でオンを選択します。本製品がスキャンデータを E-mailサー
バーに送信する際に、ご使用の E-mailアドレスが送信者として設定されます。または、スキャンデータをご使用
の E-mailアドレスに送信する場合には、受信者として設定されます。
LDAP認証設定は、Web Based Managementを使用して変更できます。

  関連情報
• LDAP認証を使用する 
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 ホーム > セキュリティ > LDAP認証を使用する > Web Based Managementを使用して LDAP認証を設定
する

Web Based Managementを使用して LDAP認証を設定する
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、管理者設定 > 制限機能をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. LDAP認証を選択します。
6. OK をクリックします。
7. LDAP認証メニューをクリックします。
8. 次の設定を行います。

オプション 詳細

ユーザー IDを記憶 このオプションを選択して、ユーザー IDを保存します。

LDAPアドレス LDAPサーバーの IPアドレスまたはサーバー名（例：ldap.example.com）を入
力します。

メールアドレス取得 このオプションを使用して、LDAPサーバーからログオンユーザーの Eメールア
ドレスを取得します。

ユーザーのホームディ
レクトリ取得

このオプションを選択して、スキャン to ネットワークファイルの送信先のホー
ムディレクトリーを取得します。

SSL/TLS SSL/TLSオプションを設定して、SSL/TLS通信を使用します。

LDAPポート LDAP サーバーのポート番号を入力します。

LDAP検索場所 LDAP検索のルートディレクトリを入力します。

名前属性名 (検索する属
性)

検索キーとする属性を入力します。

9. OK をクリックします。

  関連情報
• LDAP認証を使用する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > LDAP認証を使用する > 本製品にログインし、操作パネルを使用して設定値を変
更する（LDAP認証）

本製品にログインし、操作パネルを使用して設定値を変更する（LDAP認証）

LDAP認証が有効の場合、本製品の操作パネルにユーザー IDとパスワードが入力されるまで、操作パネルはロ
ックされた状態となります。

1. 本製品の操作パネルで、タッチパネルを使用してユーザー IDとパスワードを入力します。
2. [OK]を押します。

認証が成功すると、製品の操作パネルのロックが解除されます。

  関連情報
• LDAP認証を使用する 
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 ホーム > セキュリティ > セキュリティ機能ロック 3.0を使用する

セキュリティ機能ロック 3.0を使用する

• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する前に

• Web Based Managementを使用してセキュリティ機能ロック 3.0 を設定する

• セキュリティ機能ロック 3.0のパブリックモードを設定する

• 外付け ICカードリーダーを登録する

165



 ホーム > セキュリティ > セキュリティ機能ロック 3.0を使用する > セキュリティ機能ロック 3.0を使用す
る前に

セキュリティ機能ロック 3.0を使用する前に
セキュリティ機能ロックを利用すると、本製品の以下の動作モードへの共有アクセスを制限できます。
• スキャン to クラウド（サポート対象モデルのみ）
• スキャン to PC/スキャン to ワークフロー
• スキャン to ネットワークファイル
• スキャン to FTP/SFTP
• スキャン to Eメールサーバー
• スキャン to SharePoint（サポート対象モデルのみ）
• お役立ちツール（サポート対象モデルのみ）
• スキャン to USB
• スキャン to WSS（Webサービススキャン）（サポート対象モデルのみ）
セキュリティ機能ロックを利用すると、本製品の設定へのアクセスを制限して、既定の設定が変更されるのを防
止できます。
セキュリティ機能を使用する場合は、まず管理者パスワードの入力が必要です。管理者は、ユーザーのパスワー
ドと併せて、個別ユーザーに対して機能制限を設定できます。管理者のパスワードを書き留めてください。管理
者のパスワードを忘れた場合、本製品に保存されているパスワードのリセットが必要になります。パスワードの
リセット方法については、ブラザーコールセンターまでお問い合わせください。

• ユーザーごとの制限の設定や変更を行えるのは、管理者だけです。
• セキュリティ機能ロックを有効にすると、本製品はパブリックモードになります。セキュリティ機能ロ
ックで制限された本製品の機能にアクセスするには、 を押してユーザー名を選択し、パスワードを
入力します。

  関連情報
• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する 
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 ホーム > セキュリティ > セキュリティ機能ロック 3.0を使用する > Web Based Managementを使用して
セキュリティ機能ロック 3.0 を設定する

Web Based Managementを使用してセキュリティ機能ロック 3.0 を設定す
る

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、管理者設定 > 制限管理または制限機能をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. セキュリティ機能ロックを選択します。
6. OK をクリックします。
7. 機能制限メニューをクリックします。
8. ユーザーリスト/機能制限 欄にグループ名またはユーザー名を入力します。
9. スキャン列で、チェックボックスを選択して一覧表示されている機能を許可するか、チェックボックスの選
択を解除してこれらの機能を制限します。

10. OK をクリックします。
11. ユーザーリストメニューをクリックします。
12.ユーザーリスト欄で、ユーザー名を入力します。
13.パスワード欄に、パスワードを入力します。

モデルによって設定できる文字数は異なります。

14.メールアドレス欄に、ユーザーの Eメールアドレスを入力します（一部のモデルでのみ利用可能）。
15.ユーザーのカード IDを登録するには、カード ID欄にカード番号を入力します。
16.ユーザーごとにドロップダウンリストからユーザーリスト/機能制限を選択します。
17. OK をクリックします。

セキュリティ機能ロックメニューでユーザーリストのロックアウト設定を変更することもできます。

  関連情報
• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > セキュリティ機能ロック 3.0を使用する > セキュリティ機能ロック 3.0のパブリ
ックモードを設定する

セキュリティ機能ロック 3.0のパブリックモードを設定する
セキュリティ機能ロック画面を使用してパブリックモードを設定します。これにより、パブリックユーザーに利
用可能な機能が制限されます。パブリックユーザーは、パブリックモード設定により利用可能となった機能に、
パスワードの入力なしでアクセスできます。
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、管理者設定 > 制限管理または制限機能をクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. セキュリティ機能ロックを選択します。
6. OK をクリックします。
7. 機能制限メニューをクリックします。
8. 一般モード行で、チェックボックスを選択して一覧表示されている機能を許可するか、チェックボックスの
選択を解除してこれらの機能を制限します。

9. OK をクリックします。

  関連情報
• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > セキュリティ機能ロック 3.0を使用する > 外付け ICカードリーダーを登録する

外付け ICカードリーダーを登録する
外付け IC（集積回路）カードリーダーを接続する場合は、Web Based Managementでカードリーダーを登録し
てください。本製品は外付け ICカードリーダーに対応する HIDクラスのドライバーをサポートしています。
1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、管理者設定 > 外付けカードリーダーをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 必要な情報を入力し、OK をクリックします。
6. カードリーダーを本製品に接続します。

7. カード認証を使用するときに、カードをカードリーダーにタッチします。

  関連情報
• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > Eメールを安全に送信する

Eメールを安全に送信する

• Web Based Managementを使用して Eメール送信の設定を行う

• ユーザー認証を使用して Eメールを送信する

• SSL/TLS を使用して Eメールを安全に送信する
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 ホーム > セキュリティ > Eメールを安全に送信する > Web Based Managementを使用して Eメール送信
の設定を行う

Web Based Managementを使用して Eメール送信の設定を行う

Web Based Managementを使用して、安全なユーザー認証付き Eメール送信の設定、または SSL/TLSを使用
した Eメール送信の設定を行うことを推奨します。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > ネットワーク > プロトコルをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. SMTP欄で、詳細設定をクリックして、SMTPの状態が有効であることを確認します。
6. SMTPの設定を行います。

• テストメールを送信して、E-mailの設定値が正しいことを確認します。
• SMTPサーバーの設定値が不明の場合は、ネットワーク管理者またはインターネットサービスプロバイダ
ー(ISP)にお問い合わせください。

7. 完了後、OK をクリックします。
8. ダイアログボックスに表示される指示に従って、現在の設定値をテストします。

  関連情報
• Eメールを安全に送信する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > セキュリティ > Eメールを安全に送信する > ユーザー認証を使用して Eメールを送信する

ユーザー認証を使用して Eメールを送信する
本製品は、ユーザー認証が必要な E-mailサーバーを経由して E-mailを送信するための SMTP-AUTH方式をサポ
ートしています。この方式により、非認証のユーザーによる Eメールサーバーへのアクセスが防止されます。
Eメール通知および Eメールレポートには、SMTP-AUTH方式を使用できます（特定モデルのみ対応）。

Web Based Managementを使用して SMTP認証を設定することをお勧めします。

E-mailサーバー設定
本製品の SMTP認証方式を、お使いの E-mailサーバーが使用する方式と一致するように設定する必要がありま
す。お使いの E-mailサーバーの設定については、ネットワーク管理者またはインターネットサービスプロバイダ
ー(ISP)にお問い合わせください。

SMTPサーバー認証を有効にするには、Web Based Managementの SMTP画面の送信メールサーバー認証
方式で、SMTP-AUTHを選択する必要があります。

  関連情報
• Eメールを安全に送信する 
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 ホーム > セキュリティ > Eメールを安全に送信する > SSL/TLS を使用して Eメールを安全に送信する

SSL/TLS を使用して Eメールを安全に送信する
本製品では SSL/TLS通信方式をサポートしています。SSL/TLS通信を使用している E-mailサーバーを使用す
るには、次の設定が必要です。

Web Based Managementを使用して SSL/TLSを設定することを推奨します。

サーバー証明書を検証する
サーバー証明書を確認する必要がある場合は、SSL/TLSでサーバー証明書を検証チェックボックスを選択してく
ださい。

サーバー証明書を検証する前に、該当のサーバー証明書に署名した CA発行の、CA証明書をインポートす
る必要があります。CA証明書のインポートの必要性について確認するには、ネットワーク管理者または契
約しているインターネットサービスプロバイダー（ISP）にお問い合わせください。

ポート番号
SSLまたは TLSを選択すると、ポート値がプロトコルと一致するように変更されます。手動でポート番号を変
更するには、SSL/TLS設定を選択した後、ポート番号を入力します。
本製品の通信方式を、お使いの E-mailサーバーで使用されている方式に合わせて設定する必要があります。お使
いの E-mailサーバーの設定については、ネットワーク管理者またはインターネットサービスプロバイダー（ISP）
にお問い合わせください。
ほとんどの場合、安全なウェブメールサービスには次の設定が必要です。

SMTP ポート 587

送信メールサーバー認証方式 SMTP-AUTH

SSL/TLS TLS

  関連情報
• Eメールを安全に送信する
関連トピック：
• デバイスセキュリティの証明書を設定する 
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 ホーム > セキュリティ > 操作パネルから製品の設定をロックする

操作パネルから製品の設定をロックする
本製品の設定ロックを有効にする前に、パスワードを必ずお控えください。パスワードを忘れた場合、管理者ま
たはブラザーコールセンターに問い合わせて、本製品に保存されているパスワードをすべてリセットする必要が
あります。

• 設定ロックの概要
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 ホーム > セキュリティ > 操作パネルから製品の設定をロックする > 設定ロックの概要

設定ロックの概要
設定ロック機能を使用して、製品への不正アクセスを防ぎます。
設定ロックがオンに設定されていると、本製品の設定にアクセスするにはパスワードの入力が必要になります。

設定ロックがオンに設定されていると、リモートセットアップは起動しません。

• 設定ロックパスワードを設定または変更する

• 設定ロックをオンまたはオフにする
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 ホーム > セキュリティ > 操作パネルから製品の設定をロックする > 設定ロックの概要 > 設定ロックパスワ
ードを設定または変更する

設定ロックパスワードを設定または変更する

1.  [メニュー] > [基本設定] > [セキュリティ設定ロック]を押します。

パスワードを変更するには、 [メニュー] > [基本設定] > [セキュリティ設定ロック] > [パスワード設
定]を押し、既存の 4桁のパスワードを入力します。[OK]を押します。

2. 数字 0〜9を使用して 4桁のパスワードの数字を入力します。[OK]を押します。
3. 画面に[パスワード確認:]と表示されたら、パスワードを再入力します。[OK]を押します。

4. を押します。

  関連情報
• 設定ロックの概要 
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 ホーム > セキュリティ > 操作パネルから製品の設定をロックする > 設定ロックの概要 > 設定ロックをオン
またはオフにする

設定ロックをオンまたはオフにする

設定ロック機能を使用して、製品への不正アクセスを防ぎます。
設定ロックがオンに設定されていると、本製品の設定にアクセスするにはパスワードの入力が必要になりま
す。

1.  [メニュー] > [基本設定] > [セキュリティ設定ロック] > [ロック オフ⇒オン]を押します。
2. 現在の 4桁のパスワードを入力します。[OK]を押します。

設定ロックをオフにするには、画面の を押し、現在の 4桁のパスワードを入力して、[OK]を押しま
す。

  関連情報
• 設定ロックの概要 
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 ホーム > クラウド接続機能

クラウド接続機能

• クラウド接続機能の概要

• クラウド接続機能を使用してアクセスできるオンラインサービス

• クラウド接続機能の設定

• 写真や原稿をスキャンしてアップロードする
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 ホーム > クラウド接続機能 > クラウド接続機能の概要

クラウド接続機能の概要
ウェブサイトに画像やファイルをアップロードしたり、閲覧したりできるサービスがあります。本製品では、画
像をスキャンしてこれらのサービスにアップロードできます。

1

3

2

1. スキャン
2. 写真、画像、文書、その他のファイル
3. ウェブサービス
クラウド接続機能を使用するには、有線接続または無線接続で、本製品がインターネットにアクセスできるネッ
トワーク環境が必要です。
プロキシサーバーを使用するネットワーク環境の場合は、お使いのブラザー製品でプロキシサーバーの設定をす
る必要があります。お使いのネットワークの設定が不明な場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

プロキシサーバーとは、直接インターネットに接続していない複数のパソコンとインターネットとの間を仲
介するコンピューターのことです。

クラウド接続機能を使用するには、画面の （[クラウド]）または （[お役立ちツール]）を押します。

  関連情報
• クラウド接続機能

• Web Based Managementを使用してプロキシサーバーを設定する 
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 ホーム > クラウド接続機能 > クラウド接続機能の概要 > Web Based Managementを使用してプロキシサ
ーバーを設定する

Web Based Managementを使用してプロキシサーバーを設定する

ネットワークでプロキシサーバーを使用している場合、次のプロキシサーバーの情報を、Web Based
Management上で設定する必要があります。
• プロキシサーバーのアドレス
• ポート番号
• ユーザー名
• パスワード

• 以下のウェブブラウザーの最新バージョンのご使用をお勧めします：
- Windowsの場合：Microsoft Edge、Firefoxおよび Google Chrome™

- Macの場合：Safari、Firefoxおよび Google Chrome™

- Android™の場合：Google Chrome™

- iOSの場合：Safariおよび Google Chrome™

• どのブラウザーを使用する場合でも、JavaScriptおよび Cookieが常に有効になっていることを確認し
てください。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、ネットワーク > ネットワーク > プロトコルをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. プロキシチェックボックスが選択されていることを確認して、OK をクリックします。
6. プロキシ欄で、詳細設定をクリックします。
7. プロキシサーバーの情報を入力します。
8. OK をクリックします。

  関連情報
• クラウド接続機能の概要
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > クラウド接続機能 > クラウド接続機能を使用してアクセスできるオンラインサービス

クラウド接続機能を使用してアクセスできるオンラインサービス
クラウド接続機能を使用すると、ご使用のブラザー製品から以下のオンラインサービスにアクセスできます。一
部のウェブサービスでは、ビジネス版を提供しています。
クラウド接続機能を使用するには、利用するサービスのアカウントが必要です。アカウントをお持ちでない場合
は、パソコンで利用したいサービスのウェブサイトにアクセスし、アカウントを作成してください。

Google Drive™

オンラインの文書保管、編集、共有、およびファイルの同期サービスです。
URL：drive.google.com

Evernote®

オンラインのファイル保管および管理サービスです。
URL：www.evernote.com

Dropbox
オンラインのファイル保管、共有、および同期サービスです。
URL：www.dropbox.com

OneDrive
オンラインのファイル保管、共有、および管理サービスです。
URL：https://onedrive.live.com

Box
オンラインの文書編集および共有サービスです。
URL：www.box.com

OneNote
オンラインの文書編集および共有サービスです。
URL：www.onenote.com

SharePoint Online
ビジネス向けのオンラインのコンテンツ保管、共有、および管理サービスです。

これらのサービスについて、詳しくは各サービスのウェブサイトを参照してください。
次の表は、クラウド接続機能で使用できるファイルの種類について説明しています。

アクセス可能なウェブサービス

Google Drive™

Evernote®

Dropbox
OneDrive

Box
OneNote

SharePoint Online

スキャンした画像のアップロード

JPEG
PDF

DOCX
XLSX
PPTX
TIFF
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  関連情報
• クラウド接続機能 
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 ホーム > クラウド接続機能 > クラウド接続機能の設定

クラウド接続機能の設定

• クラウド接続機能設定の概要について

• クラウド接続機能を使用する前に各オンラインサービスのアカウントを作成する

• クラウド接続機能の利用申請を行う

• 本製品にクラウド接続機能を使用するためのアカウントを登録する
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 ホーム > クラウド接続機能 > クラウド接続機能の設定 > クラウド接続機能設定の概要について

クラウド接続機能設定の概要について
手順 1：利用するサービスのアカウントを作成する。
パソコンを使用してサービスのウェブサイトにアクセスし、アカウントを作成します。（既にアカウントをお
持ちの場合は、追加のアカウントを作成する必要はありません。）

3 2

1

1. ユーザー登録
2. Web サービス
3. アカウント取得

手順 2：クラウド接続機能の利用申請を行う
パソコンを使用してクラウド接続機能にアクセスし、仮登録 IDを取得します。

3 2

1

1. アカウント情報の入力
2. クラウド接続機能申請ページ
3. 仮登録 IDの取得

手順 3：利用対象のサービスにアクセスできるよう、本製品にアカウント情報を登録します。
本製品でサービスを利用できるように仮登録 ID を入力します。本製品で表示したいアカウント名を指定し、
必要に応じて PIN コードを入力します。

1

2

1. 仮登録 IDの入力
2. Web サービス

お使いのブラザー製品でWeb サービスを利用できます。

  関連情報
• クラウド接続機能の設定 
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 ホーム > クラウド接続機能 > クラウド接続機能の設定 > クラウド接続機能を使用する前に各オンラインサ
ービスのアカウントを作成する

クラウド接続機能を使用する前に各オンラインサービスのアカウントを作成
する
クラウド接続機能を使用してオンラインサービスにアクセスするには、利用するサービスのアカウントが必要で
す。アカウントをお持ちでない場合は、パソコンを使用してサービスのウェブサイトにアクセスし、アカウント
を作成します。アカウントを作成したら、クラウド接続機能を使用する前に、パソコンで一度アカウントにログ
オンして使用してみます。一度もログオンしていない場合、ブラザークラウド接続機能を使ってサービスにアク
セスできないことがあります。
すでにアカウントをお持ちの場合は、追加でアカウントを作成する必要はありません。
利用するオンラインサービスでアカウントを作成したら、クラウド接続機能へのアクセスを申請します。

  関連情報
• クラウド接続機能の設定 
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 ホーム > クラウド接続機能 > クラウド接続機能の設定 > クラウド接続機能の利用申請を行う

クラウド接続機能の利用申請を行う

クラウド接続機能を使用してオンラインサービスが利用できるように、ソフトウェアがインストールされてい
るパソコンを使用して、クラウド接続ページにアクセスし、クラウド接続機能の利用申請を行います。

1. クラウド接続機能のウェブページにアクセスします：

オプション 詳細

Windows （Brother Utilities）を起動し、ドロップダウンリストをクリックし、お使いの機器のモ
デル名を選択します（未選択の場合）。
左ナビゲーションバーのもっと活用するをクリックして、Brother Web Connectをクリック
します。

ウェブサイトに直接アクセスすることもできます。
お使いのウェブブラウザーのアドレスバーに、bwc.brother.comと入力します。

Mac お使いのウェブブラウザーのアドレスバーに、bwc.brother.comと入力します。

ブラザークラウド接続機能のページが起動します。
2. 利用するサービスを選択します。
3. 画面の指示に従って、利用申請を行います。
完了すると、仮登録 IDが表示されます。

4. 仮登録 IDをメモしておきます。この IDは、お使いのブラザー製品にアカウントを登録する際に必要となり
ます。仮登録 IDは、24時間有効です。

5. ウェブブラウザーを閉じます。

次に、お使いのブラザー製品にアカウントを登録します。

  関連情報
• クラウド接続機能の設定 

186

http://bwc.brother.com
http://bwc.brother.com


 ホーム > クラウド接続機能 > クラウド接続機能の設定 > 本製品にクラウド接続機能を使用するためのアカ
ウントを登録する

本製品にクラウド接続機能を使用するためのアカウントを登録する
クラウド接続機能を使用するために、お使いのブラザー製品にアカウント情報を入力し設定します。

• 利用するサービスのウェブサイトにアクセスし、アカウントを作成してください。
• アカウントを登録する前に、本製品の操作パネルで日時が正しく設定されていることを確認します。

1. dまたは cを押して[クラウド]を表示させ、それを押します。

• 本製品の画面に、インターネット接続に関する情報が表示された場合は、情報を確認し、[OK]を押しま
す。

• クラウド接続機能についての更新やお知らせが、画面に表示されることがあります。表示された情報を
お読みになり、[OK]を押します。

2. ライセンス契約に関する情報が表示された場合は、同意の可否を選択して、画面の指示に従ってください。
3. aまたは bを押して、登録対象のサービスを表示します。
対象のサービス名を押します。

4. クラウド接続機能に関する情報が表示された場合、[OK]を押します。
5. [アカウントの登録／削除] > [アカウント登録]を押します。
6. クラウド接続機能の利用申請を行ったときに取得した仮登録 IDの入力を求められます。

[OK]を押します。
7. 画面を使用して仮登録 IDを入力し、[OK]を押します。

入力した情報が申請時に取得した仮登録 IDと一致しない場合、または仮登録 IDの有効期限が切れている場
合は、画面にエラーメッセージが表示されます。正しい仮登録 IDを入力するか、または再度申請を行って
新しい仮登録 IDを取得します。

8. 画面に表示するアカウント名の入力を求められます。
[OK]を押します。

9. 画面を使用して名前を入力し、[OK]を押します。
10.以下のいずれかを行ってください：

• アカウントの PINコードを設定するには、[はい]を押します。（PINコードは、アカウントへの不正アク
セスを防ぎます。）4桁の数字を入力し、[OK]を押します。

• PINコードを設定しない場合は、[いいえ]を押します。

入力したアカウント情報が表示されたら、正しく入力されていることを確認します。

11. [はい]を押して入力した情報を登録します。
12. [OK]を押します。
アカウントの登録が完了し、本製品がサービスにアクセスできるようになりました。

13. を押します。

  関連情報
• クラウド接続機能の設定 
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 ホーム > クラウド接続機能 > 写真や原稿をスキャンしてアップロードする

写真や原稿をスキャンしてアップロードする
スキャンした写真や文書を、パソコンを使用せずに、直接Webサービスにアップロードします。

• JPEGファイルまたは検索可能な PDFのスキャンまたはアップロードには、モノクロスキャンは対応してい
ません。

• Microsoft Officeファイルのスキャンまたはアップロードには、モノクロおよびグレースキャンは対応してい
ません。

• JPEG ファイルとしてスキャンしアップロードした場合は、各ページが別のファイルとしてアップロードされ
ます。

• アップロードされた文書は、From_BrotherDeviceというアルバムに保存されます。
アップロードできる文書のサイズや数などの制限については、各サービスのウェブサイトを参照してください。
セキュリティ機能ロック（特定モデルのみ対応）により制限されたユーザーの場合、スキャンしたデータのアッ
プロードはできません。

1. 原稿をセットします。
2. dまたは cを押して[クラウド]を表示させ、それを押します。

• 本製品の画面に、インターネット接続に関する情報が表示された場合は、情報を確認し、[OK]を押しま
す。

• クラウド接続機能についての更新やお知らせが、画面に表示されることがあります。表示された情報を
お読みになり、[OK]を押します。

3. aまたは bを押して、アップロード先のアカウントを保持するサービスを表示します。
対象のサービス名を押します。

4. aまたは bを押してお使いのアカウント名を表示し、それを押します。
5. PIN入力画面が表示された場合は、4桁の PINを入力して、 [OK]を押します。
6. 画面の指示に従って、この操作を完了します。

  関連情報
• クラウド接続機能 
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 ホーム > トラブルシューティング

トラブルシューティング

• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ

• 紙詰まり

• カード詰まり

• 本製品で問題が発生した場合

• シリアル番号を確認する

• 本製品をリセットする

• 使用カウンターをリセットする
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 ホーム > トラブルシューティング > エラーメッセージとメンテナンスメッセージ

エラーメッセージとメンテナンスメッセージ
高度な機能を備えたオフィス製品によく見られるように、エラーが発生したり、消耗品の交換が必要なことがあ
ります。その場合、本製品はエラーや必要な定期メンテナンスを特定し、適切なメッセージを表示します。最も
一般的なエラーとメンテナンスのメッセージを表に記載します。
ほとんどのエラーの解決、およびお手入れは、ご自身で行うことができます。さらに情報が必要な場合は、
support.brother.co.jpで、お使いのモデルのよくあるご質問 (Q&A)ページを参照してください。

エラーメッセージ 原因 対処方法
[ワークフローが見つかりま
せん]

• ワークフローが作成されていません。
• ワークフローが削除されています。
• ワークフローが正しく設定されていま
せん。

Brother iPrint&Scan（Windows用および
Mac用）で、ワークフローが作成され、正
しく設定されていることを確認します。
「関連情報」をご覧ください：Brother
iPrint&Scanを使用してスキャン to ワー
クフロー設定を行う

[カードが詰まっています] • プラスチックカードが本製品に挿入さ
れた状態で電源が入りました。

• エンボス加工されている面を下にし
て、エンボスカードがカードスロット
に挿入されています。

• カードが斜めに挿入されています。
• プラスチックカードがガイドラインに
従って挿入されていません。

• プラスチックカードを取り除きます。
カードが再び詰まるのを防ぐために、
カードを本製品に挿入したままにしな
いでください。

• プラスチックカードを取り除きます。
エンボス加工されている面を上にし
て、エンボスカードをカードスロット
に挿入します。

• プラスチックカードを取り除きます。
プラスチックカードをガイドラインに
従ってまっすぐに挿入します。

「関連情報」をご覧ください：カード詰ま
り

[サーバーが見つかりません] 本製品は、スキャン to FTP/SFTPのプロ
ファイル、スキャン to ネットワークのプ
ロファイル、スキャン to SharePointのプ
ロファイル、またはスキャン to Eメール
サーバーから切断されました。

スキャン to FTP/SFTPのプロファイル、
スキャン to ネットワークのプロファイ
ル、スキャン to SharePointのプロファイ
ル、またはスキャン to Eメールサーバー
が正しく設定されているかを確認します。
ネットワークを設定します。

[原稿切替レバーの位置を確
認]

原稿切替レバーが正しく設定されていま
せん。

ADF（自動原稿送り装置）からスキャンす
るときは原稿切替レバーを左側に設定し、
カードスロットからスキャンするときは
右側に設定します。

[原稿が詰まっています] • 原稿ガイドが正しい原稿サイズに設定
されていません。

• 設定が原稿に適していません。
• 分離ローラーまたは分離片の表面に紙
粉がたまっています。

• 原稿が丸まっています。

紙詰まりを解消して、以下を実行します。
• 原稿の幅に合わせて原稿ガイドを調整
してください。スキャンサイズを自動
に設定したときに、サイズが揃ってい
ない原稿をまとめてスキャンする場合
は、幅の狭い原稿を本製品の中央にで
きるだけ近づけて、まっすぐに挿入し
ます。原稿がまっすぐに送られない場
合、継続スキャンのオプションを使用
します。

• 設定を確認します。
「関連情報」をご覧ください： 紙詰ま
り

• 分離ローラーと分離片を清掃します。
「関連情報」をご覧ください： スキャ
ナーとローラーを清掃する

• 丸まった原稿をまっすぐに伸ばし、も
う一度スキャンしてください。
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エラーメッセージ 原因 対処方法
[原稿とカードを確認] ADF（自動原稿送り装置）とカードスロッ

トにそれぞれ原稿とカードがセットされ
ています。

ADF（自動原稿送り装置）またはカードス
ロットのどちらか一方をセットし、そこか
らスキャンします。

[原稿またはカードがありま
せん]

原稿またはカードがセットされていませ
ん。

原稿またはカードをセットします。
「関連情報」をご覧ください：原稿のセッ
ト

[原稿を取り除いてくださ
い。]

原稿が送られている間に[オートスタート
スキャンモード]が有効になりました。

原稿を取り除いて、再度送ります。

[使用不能な USB機器です] 使用できない機器が USBポートに挿入さ
れています。

機器を取り外します。

[証明書がありません] 証明書が存在しないか、破損しています。 Web Based Managementを起動します。
左側のナビゲーションバーで、管理者設定
> 電子署名付 PDFをクリックし、設定を
行います。

[接続に失敗しました] 本製品はネットワークに接続できません
でした。

次の点を確認してください。
• PINが正しい。
• 複数の無線 LANアクセスポイント/ル
ーターでWPSボタンを押していな
い。

• 無線 LANアクセスポイント/ルーター
の電源が入っている。

• 本製品と無線 LANアクセスポイント/
ルーターを再起動する。

[接続を確認してください] 本製品はネットワークに接続されていま
せん。

ネットワーク接続を確認してください。

パソコンと本製品が USBケーブルで接続
されていません。

USBケーブルを接続します。USBフラッ
シュドライブが本製品に挿入されている
場合は、取り外してください。

[送信エラー] スキャン to FTP/SFTPのプロファイル、
スキャン to ネットワークのプロファイ
ル、スキャン to SharePointのプロファイ
ル、またはスキャン to Eメールサーバー
が正しく設定されていません。

スキャン to FTP/SFTPのプロファイル、
スキャン to ネットワークのプロファイ
ル、スキャン to SharePointのプロファイ
ル、またはスキャン to Eメールサーバー
が正しく設定されているかを確認します。
ネットワークを設定します。

[定期メンテナンス] 分離ローラーと分離片が 5,000枚以上使
用されています。

分離片と分離ローラーを清掃してくださ
い。清掃しないと、紙詰まりやスキャンの
品質の問題が発生する可能性があります。
「関連情報」をご覧ください： スキャナー
とローラーを清掃する

[認証に失敗しました] スキャン to ネットワークファイルに入力
されたパスワードは正しくありません。

正しいパスワードを入力します。忘れた
場合は、リセットする必要があります。
「関連情報」をご覧ください： スキャン to
ネットワークプロファイルを設定する

[分離ローラー交換] 分離ローラーが 10万枚以上に使用されて
います。

分離ローラーを新しいものに交換してく
ださい。部品を交換しないと、スキャンエ
ラーが発生する可能性があります。
「関連情報」をご覧ください： 分離ローラ
ーを交換する

[分離片交換] 分離片が 10,000枚以上に使用されていま
す。

分離片を新しいものに交換してください。
「関連情報」をご覧ください：分離片を交
換する

[未対応の認証方式または暗
号化方式です 本製品が対応
している無線 LAN アクセス

セキュリティ設定が正しくありません。 セキュリティ設定を確認して、もう一度や
り直してください。
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エラーメッセージ 原因 対処方法
ポイント/ルーターを 選択し
てください]
[利用できません] セキュリティ機能ロックはオンです。 管理者に問い合わせて、お客様のセキュリ

ティ機能ロックの設定値を確認します。
「関連情報」をご覧ください： セキュリテ
ィ機能ロック 3.0を使用する

[Power shortage
(Code:01) (電力不足（コー
ド：01）)]

USB給電が不足しています。 • USB Type-Cケーブルを使用する場合
は、15W以上の出力に対応した USB
Type-Cポートを備えたパソコンを使
用してください。

• 認証済みの USB Type-Cケーブルのみ
を使用してください。

[USBに書き込みできませ
ん]

挿入された USBフラッシュドライブは書
き込み保護されています。

書き込み保護された USBフラッシュドラ
イブを取り外して、[閉じる]を押し、以下
のいずれかを実行します。
• USBフラッシュドライブの書き込み
保護をオフにして、もう一度やり直し
ます。

• 書き込み保護のない USBフラッシュ
ドライブを使用してください。

[USBにアクセスできませ
ん]

USBフラッシュドライブがアクセス中に
取り外されました。

USBフラッシュドライブを挿入します。

[USBハブは使用できませ
ん]

ハブ付き USBフラッシュドライブが
USBポートに挿入されています。

サポートされていない機器を USBポート
から取り外します。

[USBメモリの空き容量が足
りません]

挿入された USBフラッシュドライブはい
っぱいです。

[閉じる]を押して、以下のいずれかを実行
します。
• USBフラッシュドライブから未使用
のファイルやフォルダーを削除して、
もう一度やり直します。

• 空き容量のある USBフラッシュドラ
イブを使用します。

[セキュリティ設定ロック] [セキュリティ設定ロック]がオンになっ
ている間、新しいショートカットの追加が
試みられました。

[セキュリティ設定ロック]を無効にしま
す。

[センサーが汚れていま
す]/[センサーが汚れていま
す]

センサーが紙粉で汚れています。 センサーを清掃します。
「関連情報」をご覧ください：センサーを
清掃する

[ネットワークキーが違いま
す]

ネットワークキーが正しくありません。 ネットワークキーを確認して、もう一度や
り直してください。

[ネットワークが接続されて
いること 正しい日時が設定
されていること を確認して
もう一度行ってください]

本製品またはサーバーの設定に問題があ
ります。

本製品が、インターネットへのアクセスの
あるネットワークに接続されていること
を確認してください。本製品で日時が正
しく設定されていることを確認してくだ
さい。

パソコンと本製品が USBケーブルで接続
されていません。

USBケーブルを接続します。USBフラッ
シュドライブが本製品に挿入されている
場合は、取り外してください。

[パスワードが違います] [セキュリティ設定ロック]に入力された
パスワードは正しくありません。

正しいパスワードを入力します。忘れた
場合は、リセットする必要があります。
「関連情報」をご覧ください： 設定ロック
パスワードを設定または変更する

セキュリティ機能ロックに入力されたパ
スワードが正しくありません。

正しいパスワードを入力します。管理者
に問い合わせて、お客様のセキュリティ機
能ロックの設定値を確認します。
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エラーメッセージ 原因 対処方法
「関連情報」をご覧ください： セキュリテ
ィ機能ロック 3.0を使用する

[パソコンが見つかりません] 本製品がパソコンに接続されていません。 本製品をパソコンに接続し、もう一度やり
直してください。

[プロファイルがありません] スキャン to FTP/SFTPのプロファイル、
スキャン to ネットワークのプロファイ
ル、またはスキャン to SharePointのプロ
ファイルが登録されていません。

これらの機能を使用する前に、スキャン to
FTP/SFTPのプロファイル、スキャン to
ネットワークのプロファイル、またはスキ
ャン to SharePointのプロファイルを設定
します。
「関連情報」をご覧ください： スキャン to
FTPプロファイルを設定する
「関連情報」をご覧ください： スキャン to
SFTPプロファイルを設定する
「関連情報」をご覧ください： スキャン to
ネットワークプロファイルを設定する
「関連情報」をご覧ください： スキャン to
SharePointプロファイルを設定する

[ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ未検出] 有効なWPS機能のある無線 LANアクセ
スポイント/ルーターは、本製品では検出
できません。

次の点を確認してください。
• 2つ以上の無線 LANアクセスポイン
ト/ルーターでWPSボタンを押してい
ない。

• 本製品と無線 LANアクセスポイント/
ルーターを再起動する。

  関連情報
• トラブルシューティング

• クラウド接続機能のエラーメッセージ
関連トピック：
• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する
• スキャナーとローラーを清掃する
• スキャン to ネットワークプロファイルを設定する
• スキャン to FTPプロファイルを設定する
• スキャン to SFTPプロファイルを設定する
• スキャン to SharePointプロファイルを設定する
• 紙詰まり
• Brother iPrint&Scanを使用してスキャン to ワークフロー設定を行う
• カード詰まり
• センサーを清掃する
• 原稿のセット
• 分離ローラーを交換する
• 分離片を交換する
• 設定ロックパスワードを設定または変更する 
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 ホーム > トラブルシューティング > エラーメッセージとメンテナンスメッセージ > クラウド接続機能のエ
ラーメッセージ

クラウド接続機能のエラーメッセージ
エラーが発生すると、ブラザー製品にエラーメッセージが表示されます。ここでは、代表的なエラーメッセージ
を記載しています。
ほとんどのエラーはご自身で解決できます。さらに情報が必要な場合は、support.brother.co.jpで、よくあるご質
問 (Q&A)ページを参照してください。

接続エラー

エラーメッセージ 原因 対処方法
[ネットワーク接続エラー 02] お使いのブラザー製品はネットワー

クに接続されていません。
• ネットワークの接続状況を確認し
てください

• 本製品の電源を入れた後すぐに
[クラウド]または[お役立ちツー
ル]を押した場合は、ネットワーク
接続がまだ確立されていない可能
性があります。少し待ってから再
度実行してください。

[ネットワーク接続エラー 03] • ネットワークやサーバーの設定が
間違っています。

• ネットワークまたはサーバーに問
題があります。

• ネットワーク設定が正しいことを
確認、または少し待ってから後で
再試行してください。

• 本製品の電源を入れた後すぐに
[クラウド]または[お役立ちツー
ル]を押した場合は、ネットワーク
接続がまだ確立されていない可能
性があります。少し待ってから再
度実行してください。

[ネットワーク接続エラー 07] 日付と時刻の設定が間違っています。 日付と時刻を正しく設定します。本
製品の電源コードが抜かれた場合、日
付と時刻の設定がお買い上げ時の設
定にリセットされる場合があります。

認証エラー

エラーメッセージ 原因 対処方法
[認証エラー 01] このアカウントにアクセスするため

に入力した PIN コードは正しくあり
ません。PINコードは、本製品へのア
カウントの登録時に入力した 4桁の
番号です。

正しい PIN コードを入力してくださ
い。

[認証エラー 02] 入力した仮登録 ID が間違っていま
す。

正しい仮登録 ID を入力してくださ
い。

入力した仮登録 IDは期限が切れてい
ます。仮登録 ID は 24 時間有効です。

再度、クラウド接続機能の利用申請を
行い、新たに仮登録 IDを取得したら、
新しい仮登録 IDを使って本製品にア
カウントを登録してください。

[認証エラー 03] 表示名として入力した名前がすでに
別のユーザーに登録されています。

別の表示名を入力してください。
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サーバーエラー

エラーメッセージ 原因 対処方法
[サーバーエラー 01] 本製品の認証情報（サービスへのアク

セスに必要）が、期限切れまたは無効
です。

再度、クラウド接続機能の利用申請を
行い、新たに仮登録 IDを取得したら、
新しい仮登録 IDを使って本製品にア
カウントを登録してください。

[サーバーエラー 03] アップロードしようとしているファ
イルに、次のような問題があります。
• ファイルの画素数、ファイルサイ
ズなどがサービスの制限を超えて
いる。

• ファイル形式が非対応。
• ファイルが破損している。

このファイルは使えません。
• サービスが対応しているファイル
サイズ、形式の上限を確認してく
ださい。

• 別のファイル形式で保存してくだ
さい。

• 可能であれば、新しく破損してい
ないファイルを取得してくださ
い。

[サーバーエラー 13] ウェブサービスに問題があり、現在利
用できません。

少し待ってから再度実行してくださ
い。このメッセージが再び表示され
た場合は、ウェブサービスが利用可能
かどうかを確認するためにパソコン
からウェブサービスにアクセスして
みてください。

ショートカットエラー

エラーメッセージ 原因 対処方法
[ショートカットエラー 02] このお気に入りが登録された後にア

カウントが削除されているので、この
お気に入りは使用できません。

お気に入りを削除してから、アカウン
トとお気に入りを再び登録してくだ
さい。

  関連情報
• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ 
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 ホーム > トラブルシューティング > 紙詰まり

紙詰まり
原稿が正しく挿入されていなかったり送られていなかった場合、原稿が長すぎる場合、複数枚の原稿が同時に送
られた場合（重送）は、ADFユニットで原稿が詰まることがあります。
1. ADF（自動原稿送り装置）から詰まっていない原稿をすべて取り除きます。
2. フロントカバー（1）を開けます。

1

3. 詰まった原稿を製品から丁寧に抜き取ります。

本製品内部に破れた紙がないか確認します。本製品内部にある紙片を取り除きます。

4. フロントカバーを閉じます。

重送を解消するときは、重送発生前までのスキャンデータが保存されていることを確認して、続きの原稿ま
たは最初からスキャンをやり直します。

重要

• 詰まった原稿が破れることを防ぐため、フロントカバーを開ける前に原稿を引き出さないでください。
• フロントカバーを閉じる前に、ADF（自動原稿送り装置）から原稿を取り出してください。
• 次回の紙詰まりを防ぐために、以下のことを行ってください。

- フロントカバーの中央を軽く押して、正しく閉じます。
- 原稿の仕様に合わせて正しく設定します。
- 紙詰まりや原稿の重送を防ぐため、原稿をよくさばきます。
- 分離片と分離ローラーを清掃します。「関連情報」をご覧ください： スキャナーとローラーを清掃
する

- ページをずらして原稿をセットします。

196



- 本製品で使用できる原稿かどうかを確認します。
- 原稿を正しくセットします。
- 最大枚数が原稿と合っていることを確認します。
- 長尺紙を使用する場合は、紙詰まりを防ぐために、原稿サイズメニューから長尺のオプションを選
択する必要があります。

  関連情報
• トラブルシューティング
関連トピック：
• スキャナーとローラーを清掃する
• 使用可能な原稿
• 原稿のセット 
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 ホーム > トラブルシューティング > カード詰まり

カード詰まり
カードが正しく挿入されていなかったり、送られていない場合、カードスロットにカードが詰まることがありま
す。
1. トップカバー（1）とフロントカバー（2）を開けます。

1

2

2. 詰まっているカードを取り除きます。

3. フロントカバーを閉じます。

  関連情報
• トラブルシューティング 
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品で問題が発生した場合

本製品で問題が発生した場合
ほとんどの問題はご自身で解決できます。本製品に問題があると思われる場合は、以下の項目を確認してくださ
い。さらにサポートが必要な場合は、support.brother.co.jpにアクセスして最新のよくあるご質問 (Q&A)ヒント
をご覧ください。

ブラザー純正以外の部品を使用すると、スキャン品質、ハードウェア性能、および製品の信頼性に影響する
場合があります。

• スキャンおよびその他の問題

• AirPrint Scanningの問題

• ネットワークの問題

199

https://support.brother.co.jp/


 ホーム > トラブルシューティング > 本製品で問題が発生した場合 > スキャンおよびその他の問題

スキャンおよびその他の問題
スキャンの問題
問題 原因 対応
スキャン開始時に
TWAINエラーやWIAエ
ラーが表示される。
（Windows）

TWAINまたはWIAドライバーが、お
使いのスキャンアプリケーションで
一次ソースとして選択されていませ
ん。

ブラザーの TWAINまたはWIAドライバーが、お使
いのスキャンアプリケーションで一次ソースとし
て選択されていることを確認します。例えば、
Nuance™ PaperPort™ 14SEの場合、スキャン設定
> 選択をクリックします。ブラザーの TWAIN/WIA
ドライバーを選択します。

スキャン開始時に
TWAINエラーが表示さ
れる。（Mac）

TWAINドライバーが、お使いのスキ
ャンアプリケーションで一次ソース
として選択されていません。

ブラザーの TWAINドライバーが、お使いのアプリ
ケーションで一次ソースとして選択されているこ
とを確認します。

スキャンした画像に縦線
が表示される。

読み取り部の表面に紙粉がたまって
います。

本製品内部の読み取り部を拭きます。
「関連情報」をご覧ください： スキャナーとローラ
ーを清掃する

スキャンした画像が欠け
ている。

原稿ガイドが、原稿の幅に合わせて調
整されていません。

原稿の幅に合わせて原稿ガイドを調整してくださ
い。スキャンサイズを自動に設定したときに、サイ
ズが揃っていない原稿をまとめてスキャンする場
合は、幅の狭い原稿を本製品の中央にできるだけ近
づけて、まっすぐに挿入します。原稿がまっすぐに
送られない場合は、継続スキャンのオプションを使
用してください。

原稿に適した設定になっていません。
例えば、原稿サイズとしてエグゼクテ
ィブ/A5を選択時に、レター/A4サイ
ズの原稿が給紙されました。

原稿サイズの設定が原稿に合っていることを確認
します。
余白設定を行い、スキャン位置を調整します。

- 余白設定を行い、スキャン位置を調整します。
スキャンした画像が傾い
ている。

原稿ガイドが、原稿の幅に合わせて調
整されていません。

原稿の幅に合わせて原稿ガイドを調整してくださ
い。スキャンサイズを自動に設定したときに、サイ
ズが揃っていない原稿をまとめてスキャンする場
合は、幅の狭い原稿を本製品の中央にできるだけ近
づけて、まっすぐに挿入します。原稿がまっすぐに
送られない場合は、継続スキャンのオプションを使
用してください。

長尺紙の設定が選択されています。 長尺紙以外の設定を選択してください。
• プラスチックカードが斜めに挿入
されています。

• プラスチックカードがガイドライ
ンに従って挿入されていません。

プラスチックカードをガイドラインに従ってまっ
すぐに挿入します。

原稿が丸まっています。 丸まった原稿をまっすぐに伸ばし、もう一度スキャ
ンしてください。

エンボス加工されている面を下にし
て、エンボスカードがカードスロット
に挿入されています。

エンボス加工されている面を上にして、エンボスカ
ードをカードスロットに挿入します。

プリセットの原稿サイズを使用する
と、原稿の曲がりが自動的に補正され
ません。

原稿サイズで自動を選択します。

スキャンが遅すぎる。 解像度が原稿に適していません。 スキャンの解像度を下げます。
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問題 原因 対応
原稿が給紙されない。 分離ローラーまたは分離片の表面に

紙粉がたまっています。
分離片と分離ローラーを清掃します。「関連情報」
をご覧ください： スキャナーとローラーを清掃す
る

ADF（自動原稿送り装置）に一度にセ
ットする原稿が多すぎます。

ADF（自動原稿送り装置）の容量を超えていないこ
とを確認します。
「関連情報」をご覧ください： 使用可能な原稿

ADF（自動原稿送り装置）に異物があ
ります。

ADF（自動原稿送り装置）から異物や破れた紙を取
り除きます。

原稿が薄すぎるか厚すぎます。 本製品で使用できる原稿であることを確認します。
「関連情報」をご覧ください： 使用可能な原稿

リモートセットアップを実行中です。 リモートセットアップを終了してください。
原稿の排出が停止しました。 ADF（自動原稿送り装置）から原稿を取り除きま

す。
原稿切替レバーでプラスチックカー
ドモードが選択されています。

原稿切替レバーを ADF（自動原稿送り装置）モー
ド側に切り替えます。

プラスチックカードがカードスロッ
トに挿入されています。

プラスチックカードを取り除きます。

原稿が丸まっています。 丸まった原稿をまっすぐに伸ばし、もう一度スキャ
ンしてください。

分離ローラーカバーのフィルムが折
れているか、取り除かれています。

販売店またはブラザーコールセンターに連絡して、
分離ローラーカバーを交換してください。

分離片が正しくセットされていない
か、分離片のゴム部分が折れていま
す。

分離片が正しくセットされていることを確認して
ください。

原稿の先端がまっすぐに揃っていま
す。

原稿をさばき、先端を送り方向に少しだけずらして
原稿をセットしてください。

原稿が詰まる。 分離ローラーまたは分離片の表面に
紙粉がたまっています。

分離片と分離ローラーを清掃します。「関連情報」
をご覧ください： スキャナーとローラーを清掃す
る

ADF（自動原稿送り装置）に異物があ
ります。

ADF（自動原稿送り装置）から異物や破れた紙を取
り除きます。

本製品で使用できない原稿です。 本製品で使用できる原稿かどうかを確認します。
「関連情報」をご覧ください： 使用可能な原稿

原稿が丸まっています。 丸まった原稿をまっすぐに伸ばし、もう一度スキャ
ンしてください。

分離片が正しくセットされていない
か、分離片のゴム部分が折れていま
す。

分離片が正しくセットされていることを確認して
ください。

センサーに紙粉がたまっています。 センサーを清掃してください。 「関連情報」をご
覧ください：センサーを清掃する

分離ローラーカバーのフィルムが折
れているか、取り除かれています。

販売店またはブラザーコールセンターに連絡して、
分離ローラーカバーを交換してください。

原稿の先端がまっすぐに揃っていま
す。

原稿をさばき、先端を送り方向に少しだけずらして
原稿をセットしてください。

スキャン品質が悪い。 分離ローラーまたは分離片の表面に
紙粉がたまっています。

分離片と分離ローラーを清掃します。「関連情報」
をご覧ください： スキャナーとローラーを清掃す
る

本製品内部の読み取り部の表面に紙
粉がたまっています。

本製品内部の読み取り部を拭きます。
「関連情報」をご覧ください： スキャナーとローラ
ーを清掃する

スキャナー解像度が低すぎます。 スキャンの解像度を上げます。
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問題 原因 対応
スキャンデータに裏写り
がある。

スキャンする原稿の種類に適した設
定になっていません。

裏写り/地紋除去/地色除去チェックボックスをオン
にします。

スキャンデータの色が暗
い。

スキャンする原稿の種類に適した設
定になっていません。

以下のいずれかを行ってください：
• 裏写り/地紋除去/地色除去チェックボックスを
オンにし、パソコンからスキャンします。

• 明るさを上げて、パソコンからスキャンします。
• コントラストを上げて、パソコンからスキャン
します。

• カラー設定/スキャンの種類をグレーまたはカ
ラーに変更して、パソコンからスキャンします。

空白ページでない原稿が
スキップされる。

• 原稿が薄すぎます。
• 白紙除去がオンに設定されていま
す。

白紙除去をオフに設定します。
または、白紙除去の感度を下げます。

長い原稿をスキャンでき
ない。

長尺紙が原稿サイズとして選択され
ていません。

原稿サイズに長尺紙を選択します。長尺紙を選択
できない場合は、本製品の操作パネルからのスキャ
ン時に、白紙除去をオフ、両面スキャンをオフ、カ
ラー設定/スキャンの種類を自動以外のオプション
にそれぞれ設定します。これで、原稿サイズとして
長尺紙を選択できます。

重送が発生する。 原稿が正しくセットされていません。 原稿を正しくセットして、もう一度やり直してくだ
さい。

原稿が丸まっています。 丸まった原稿をまっすぐに伸ばし、もう一度スキャ
ンしてください。

分離片が正しくセットされていない
か、分離片のゴム部分が折れていま
す。

分離片が正しくセットされていることを確認して
ください。

分離ローラーカバーのフィルムが折
れているか、取り除かれています。

販売店またはブラザーコールセンターに連絡して、
分離ローラーカバーを交換してください。

原稿の先端がまっすぐに揃っていま
す。

原稿をさばき、先端を送り方向に少しだけずらして
原稿をセットしてください。

スキャンできない。 USB給電が不足しています。 • USB Type-Cケーブルを使用する場合は、15W
以上の出力に対応した USB Type-Cポートを備
えたパソコンを使用してください。

• 認証済みの USB Type-Cケーブルのみを使用し
てください。

セキュリティ機能ロックがオンです。 管理者に問い合わせて、お客様のセキュリティ機能
ロックの設定値を確認します。
「関連情報」をご覧ください： セキュリティ機能ロ
ック 3.0を使用する

Web Based Managementの PCから
のスキャンダイアログボックスの PC
からのスキャンオプションが無効に
なっています。

PCからのスキャンオプションを有効にします。

本製品からパソコンにス
キャンできない。

• スキャンアプリケーション
（Brother iPrint&Scanなど）がパソ
コンにインストールされていませ
ん。

• スキャンアプリケーション
（Brother iPrint&Scanなど）内で設
定が行われていません。

• スキャンアプリケーション（Brother
iPrint&Scanなど）をインストールします。

• スキャンアプリケーション（Brother
iPrint&Scanなど）を使用して設定を行います。

[オートスタートスキャ
ン]が始まらない。

[オートスタートスキャン]（ショート
カット 21）の設定が正しくありませ
ん。

[オートスタートスキャン]（ショートカット 21）
の設定を確認します。
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問題 原因 対応
プラスチックカードが詰
まっている。

プラスチックカードが本製品に挿入
された状態で電源が入りました。

プラスチックカードを取り除きます。カードが再
び詰まるのを防ぐために、カードを本製品に挿入し
たままにしないでください。

エンボス加工されている面を下にし
て、エンボスカードがカードスロット
に挿入されています。

エンボス加工されている面を上にして、エンボスカ
ードをカードスロットに挿入します。

• プラスチックカードが斜めに挿入
されています。

• プラスチックカードがガイドライ
ンに従って挿入されていません。

プラスチックカードをガイドラインに従ってまっ
すぐに挿入します。

センサーに紙粉がたまっています。 センサーを清掃してください。
「関連情報」をご覧ください：センサーを清掃する

プラスチックカードが送
られない。

ADF（自動原稿送り装置）に原稿がセ
ットされています。

ADF（自動原稿送り装置）から原稿を取り除きま
す。
「関連情報」をご覧ください： カード詰まり

原稿切替レバーで ADF（自動原稿送り
装置）モードが選択されています。

原稿切替レバーをプラスチックカードモード側に
切り替えます。

エンボス加工されている面を下にし
て、エンボスカードがカードスロット
に挿入されています。

エンボス加工されている面を上にして、エンボスカ
ードをカードスロットに挿入します。

本製品からワークフロー
にスキャンできない。

Brother iPrint&Scan（Windows用およ
び Mac用）内でスキャン to ワークフ
ローの設定が行われていません。

Brother iPrint&Scan（Windows用および Mac用）
を使用して設定を行います。
「関連情報」をご覧ください： Brother iPrint&Scan
を使用してスキャン to ワークフロー設定を行う

ソフトウェアの問題
問題 原因 対応
リモートセットアップま
たはWeb Based
Managementの設定を
保存できない。

本製品が処理中です。 本製品の処理が完了するのを待ってから、もう一度
やり直します。

本製品の操作パネルから本製品を設
定中です。

操作パネルからの本製品の設定を中止し、代わりに
リモートセットアップまたはWeb Based
Managementを使用します。

リモートセットアップが
起動しない。

本製品の電源がオフになっています。 本製品の電源を入れて、もう一度やり直します。

本製品がパソコンに接続されていま
せん。

本製品をパソコンに接続し、もう一度やり直してく
ださい。

エラーが発生しています。 すべてのエラーを解消し、リモートセットアップの
準備状態を確認して、もう一度やり直します。

本製品がスキャン中です。 スキャンが終了するのを待ち、もう一度やり直しま
す。

本製品の操作パネルから本製品を設
定中です。

操作パネルからの本製品の設定を中止します。

リモートセットアップ設定を保存す
る前に、本製品の が押されました。

リモートセットアップに再度アクセスし、設定を保
存します。

USBフラッシュドライブが本製品に
挿入されている。

USBフラッシュドライブを取り外します。

IPアドレスとサブネッ
トマスクを入力できな
い。

「000.000.000.000.」がすでに入力され
ています。

を押して入力した情報を削除して、正しい情報
を入力します。
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問題 原因 対応
パソコンが USBフラッ
シュドライブを検出し
た。

USBフラッシュドライブが本製品に
挿入されている状態で、パソコンが
USBケーブルを使用して本製品に接
続されています。

パソコンが、本製品に挿入されている USBフラッ
シュドライブを検出します。パソコンが USBフラ
ッシュドライブを検出しないように、USBフラッ
シュドライブを取り外します。

ユーザーがリモートセッ
トアップで設定を変更で
きないようにしたい。

- セキュリティ機能ロックまたは設定ロックをオン
にすると、ユーザーはリモートセットアップを使用
できなくなります。

その他の問題
問題 原因 対応
本製品がスキャンしな
い。

USB Type-Cケーブルが、USBハブを
介してパソコンに接続されています。

USB Type-Cケーブルを使用して、本製品をパソコ
ンに直接接続します。USBハブはサポートされて
いません。

本製品がスリープモード
（省電力モード）になって
いる。

本製品が待機状態になってから、スリ
ープモードの設定で指定された時間
が経過しました。

以下のいずれかを行ってください：

• を押します。

• を押します。

• パソコンからスキャンします。
• フロントカバーを開けます。
• 原稿をセットします。
• 画面にタッチします。
• USBフラッシュドライブを挿入/取り外します。
• ACアダプターを使用している場合は、USBケ
ーブルを本製品またはパソコンから抜き差しし
てください。

本製品の電源が入らな
い。

本製品の電源プラグを抜いてから 60
秒以内に再度電源プラグが差し込ま
れました。

60秒待ってから、スキャナーの電源をもう一度入
れます。

本製品の電源が入らな
い。
-または

画面に[Power
shortage (Code:01)
(電力不足（コード：
01）)]メッセージが表示
される。

USB Type-Cケーブルを使用して本製
品に給電している場合、USB Type-C
ケーブルが正しく接続されていませ
ん。

USB Type-Cケーブルをパソコンに確実に接続し、
ブラザー製品の電源を切ってから、再度電源を入れ
てください。

ACアダプターが電源コンセントに正
しく接続されていません。

ACアダプターを電源コンセントに確実に接続し、
電源を切ってから、再度電源を入れてください。

USB Type-Cケーブルを使用して給電
している場合、付属のケーブル以外が
使用されています。

• 本製品に付属の USB Type-Cケーブルをご使用
ください。

• オプションの ACアダプター（LK-1001C）をご
購入ください。

USB Type-Cケーブルを使用して給電
している場合、パソコンまたは USB
ポートの電源が不足しています。
（15W以上の出力の電源が必要です。）

• 別の USB Type-Cポートを使用し、15W以上の
出力が供給されていることを確認してくださ
い。

• オプションの ACアダプター（LK-1001C）をご
購入ください。

USB Type-Cケーブルが
電源装置（パソコンやポ
ータブルバッテリー）に
接続できない。

電源装置（パソコンまたはポータブル
バッテリー）に USB Type-Cポートが
ありません。

オプションの ACアダプター（LK-1001C）をご購
入ください。

パソコンから USBイン
ターフェイス経由で本製
品を見つけることができ
ない。

スキャナードライバーがインストー
ルされていません。

スキャナードライバーをインストールします。
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  関連情報
• 本製品で問題が発生した場合
関連トピック：
• スキャナーとローラーを清掃する
• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する
• 使用可能な原稿
• Brother iPrint&Scanを使用してスキャン to ワークフロー設定を行う
• センサーを清掃する
• カード詰まり 
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品で問題が発生した場合 > AirPrint Scanningの問題

AirPrint Scanningの問題
問題 対応
本製品がスキャナー一覧に表示されない。 本製品の電源が入っていることを確認してください。

本製品と Macが同じネットワークに正しく接続されてい
ることを確認してください。

スキャンできない。 本製品の電源が入っていることを確認してください。
本製品と Macが同じネットワークに正しく接続されてい
ることを確認してください。
Web Based Managementのネットワーク > プロトコル >
AirPrint Scanningからスキャン機能が有効になってい
ることを確認してください。

  関連情報
• 本製品で問題が発生した場合 
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品で問題が発生した場合 > ネットワークの問題

ネットワークの問題

• 無線 LANネットワークの設定を完了できない場合

• インストール中にスキャナーがネットワーク上で検出されない

• 本製品がネットワーク経由でスキャンできない

• ネットワーク機器が正常に作動しているか確認する場合
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品で問題が発生した場合 > ネットワークの問題 > 無線 LANネッ
トワークの設定を完了できない場合

無線 LANネットワークの設定を完了できない場合
無線 LANアクセスポイント/ルーターの電源を切って、電源を入れ直してください。これで問題が解決しない場
合は、無線設定をやり直します。それでも問題が解決しない場合は、この表のように対応します。

原因 対処方法 インターフェイ
ス

セキュリティの設定（SSID/
ネットワークキー（パスワー
ド））は正しくありません。

セキュリティの設定を確認してください。
• セキュリティの初期設定に、無線 LANアクセスポイント/ルータ
ーの製造元の名前やモデル番号が使用されている可能性があり
ます。

• セキュリティ設定については、お使いの無線 LANアクセスポイ
ント/ルーターに付属の取扱説明書をご覧ください。

• お使いの無線 LANアクセスポイント/ルーターの製造元、インタ
ーネットプロバイダー、またはネットワーク管理者にお問い合わ
せください。

無線 LAN

本製品の MACアドレスが許
可されていません。

本製品の MACアドレスがフィルターで許可されていることを確認
してください。MACアドレスは、本製品の操作パネルを使って確認
できます。

無線 LAN

無線 LANアクセスポイント/
ルーターは、ステルスモード
（SSID を表示させない設定）
です。

• 正しいネットワーク名（SSID）とネットワークキー（パスワー
ド）を手動で入力します。

• お使いの無線 LANアクセスポイント/ルーターに付属の取扱説明
書に記載されているネットワーク名（SSID）やネットワークキー
（パスワード）を確認し、無線 LANネットワークを再セットアッ
プしてください。

無線 LAN

セキュリティの設定（SSID/
パスワード）は正しくありま
せん。

ネットワーク名（SSID）やネットワークキー（パスワード）を確認
してください。
ネットワークを手動で設定する際、本製品の操作パネルに SSID とパ
スワードが表示されます。お使いのモバイル端末が手動設定に対応
している場合は、お使いのモバイル端末の画面に SSID とパスワード
が表示されます。

Wi-Fi Direct

本製品とモバイル端末が離
れすぎています。

Wi-Fi Directのネットワーク設定を行うときは、本製品とモバイル端
末を 1 m程度まで近づけてください。

Wi-Fi Direct

本製品とモバイル端末の間
に、障害物（壁や家具など）
があります。

本製品を障害物のない場所へ移動してください。 Wi-Fi Direct

本製品またはモバイル端末
の近くに、無線パソコン、
Bluetooth®対応機器、電子レ
ンジ、またはデジタルコード
レス電話があります

これらすべての機器を、本製品とモバイル端末から離してください。Wi-Fi Direct

すべての対応を確認して試
しましたが、Wi‑Fi Directの
設定ができません。

本製品の電源を切って、電源を入れ直してください。Wi-Fi Direct設
定をもう一度行います。

Wi-Fi Direct

本製品はスリープモードに
なっており、Web Based
Managementでネットワー
ク設定できません。

スリープモードをオフにします。 無線 LAN

エンタープライズ無線 LAN
ネットワークが正しく設定
されていません。

Web Based Managementで設定します。 無線 LAN
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  関連情報
• ネットワークの問題 
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品で問題が発生した場合 > ネットワークの問題 > インストール中
にスキャナーがネットワーク上で検出されない

インストール中にスキャナーがネットワーク上で検出されない
原因 対処方法
お使いのパソコンはネットワーク
に接続されていません。

お使いのパソコンがネットワーク（無線 LAN環境やインターネットにアクセスで
きるネットワークなど）に接続されていることを確認してください。詳しくは、
ネットワーク管理者にお問い合わせください。

お使いの製品はネットワークに接
続されていません。

（無線ネットワーク）

[メニュー] > [ネットワーク] > [無線 LAN(Wi-Fi)] > [無線状態] > [接続
状態]を押します。画面に[接続に失敗しました]と表示された場合は、ネットワ
ーク管理者に連絡して IPアドレスが有効かどうかを確認してください。

セキュリティソフトウェアを使用
中です。

• インストーラーのダイアログボックスで、本製品を再び検索してください。
• 製品付属ソフトウェアのインストール中にセキュリティソフトウェアの警告
メッセージが表示された場合は、アクセスを許可してください。

• ブラザーのネットワーク機能では、次のポート番号が使用されています。
- ネットワークスキャン
ポート番号 5566/プロトコル TCP

- ネットワークスキャン（Brother iPrint&Scan）
ポート番号 54921/プロトコル TCP

• セキュリティソフトウェアについて詳しくは「関連情報」をご覧ください：
本製品がネットワーク経由でスキャンできない 

Wi-Fiルーターを使用中です。 Wi-Fiルーターでプライバシーセパレーターが有効になっている可能性がありま
す。プライバシーセパレーターを無効にしてください。

本製品が無線 LANアクセスポイ
ント/ルーターから離れすぎていま
す。

無線ネットワークの設定時は、本製品と無線 LANアクセスポイント／ルーターを
1 m程度まで近づけてください。

本製品と無線 LANアクセスポイ
ント/ルーターの間に、障害物（壁
や家具など）があります。

本製品を障害物のない場所へ移動させたり、無線 LANアクセスポイント/ルータ
ーに近づけたりしてください。

本製品または無線 LANアクセス
ポイント/ルーターの近くに、無線
パソコン、Bluetooth®対応機器、電
子レンジ、デジタルコードレス電
話があります。

これらすべての機器を、本製品または無線 LANアクセスポイント/ルーターから
離してください。

  関連情報
• ネットワークの問題
関連トピック：
• 本製品がネットワーク経由でスキャンできない
• ネットワーク機器が正常に作動しているか確認する場合 
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品で問題が発生した場合 > ネットワークの問題 > 本製品がネット
ワーク経由でスキャンできない

本製品がネットワーク経由でスキャンできない
原因 対処方法
（お使いの製品でスキャンが突
然停止しました。）

1.  > [接続修復]を押します。
2. 無線機器が正常に接続されると、本製品に[接続しました]と表示されます。

[OK]を押します。
製品付属ソフトウェアのインス
トール時、アプリケーションの
起動時、スキャン機能の使用時
に、セキュリティ警告のダイア
ログボックスで 許可を選択し
ました。

セキュリティ警告のダイアログボックスで 許可を選択しなかった場合は、お使いの
セキュリティソフトウェアのファイアウォール機能によってアクセスが拒否されて
いる可能性があります。一部のセキュリティソフトウェアは、セキュリティ警告の
ダイアログボックスを表示しないでアクセスをブロックする場合があります。
アクセスを許可するには、お使いのセキュリティソフトウェアに付属の取扱説明書
を参照するか、セキュリティソフトウェアの提供元にお問い合わせください。

お使いのセキュリティソフトウ
ェアにより、本製品のネットワ
ークへのアクセスがブロックさ
れています。（ネットワークス
キャン機能が動作していませ
ん。）

• Windows
ネットワークスキャンを許可するように、サードパーティのセキュリティ／ファ
イアウォールソフトウェアの設定を行ってください。ネットワークスキャンに
ポート 54925を追加するには、以下の情報を入力します。
- 名前：
ブラザー NetScanなど、説明を入力します。

- ポート番号：
54925を入力します。

- プロトコル：
UDPが選択されます。

サードパーティのセキュリティ／ファイアウォールのソフトウェアに添付され
た説明書を参照するか、ソフトウェアの製造元に問い合わせてください。

• Mac
ドライバーを再インストールします。

お使いのセキュリティソフトウ
ェアが、本製品のネットワーク
へのアクセスをブロックしてい
ます。

ブラザーのネットワーク機能では、次のポート番号が使用されています。
• ネットワークスキャン
ポート番号 5566/プロトコル TCP

• ネットワークスキャン（Brother iPrint&Scan）
ポート番号 54921/プロトコル TCP

ポートを開く方法については、お使いのセキュリティソフトウェアに付属の取扱説
明書を参照するか、セキュリティソフトウェアの提供元にお問い合わせください。

本製品に、有効な IPアドレスが
割り当てられていません。

IPアドレスとサブネットマスクを確認します。
お使いのパソコンと本製品の、IPアドレスとサブネットマスクがいずれも正確で、
同一のネットワーク上に存在することを確認します。
IPアドレスとサブネットマスクを確認する方法についての詳細は、ネットワーク管
理者に問い合わせてください。

無線 LAN機能を使用して本製
品をネットワークに接続できま
せん。

[メニュー] > [ネットワーク] > [無線 LAN(Wi-Fi)] > [無線状態] > [接続状
態]を押します。画面に[接続に失敗しました]と表示された場合は、ネットワーク
管理者に連絡して IPアドレスが有効かどうかを確認してください。

すべての対応を確認して試したものの、スキャンができない場合は、ソフトウェアとドライバーをアンインスト
ールし、再インストールしてください。

  関連情報
• ネットワークの問題
関連トピック：
• インストール中にスキャナーがネットワーク上で検出されない
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• ネットワーク機器が正常に作動しているか確認する場合 
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品で問題が発生した場合 > ネットワークの問題 > ネットワーク機
器が正常に作動しているか確認する場合

ネットワーク機器が正常に作動しているか確認する場合
確認 対処方法
本製品、アクセスポイント／
ルーター、またはネットワー
クハブの電源が入っているこ
とを確認します。

以下の点を確認してください。
• 電源コードが正しく接続され、本製品の電源が入っている。
• 無線 LANアクセスポイント／ルーターまたはハブの電源が入った状態で、リンク
ランプが点滅している。

• すべての保護用梱包材が本製品から取り除かれている。
• フロントカバー、分離片カバー、および分離ローラーカバーが完全に閉じられてい
る。

本製品の IPアドレスやリン
クのステータスなど、ネット
ワーク設定を確認してくださ
い。

• Web Based Managementの場合（サポート対象モデルのみ）
Web Based Managementを起動し、本製品にアクセスします。Web Based
Management画面が表示されたら、ネットワーク > ネットワーク > ネットワーク
の状態をクリックします。

• 製品画面の場合（サポート対象モデルのみ）
（無線ネットワーク）

[メニュー] > [ネットワーク] > [無線 LAN(Wi-Fi)] > [無線状態] > [接続
状態]を押します。画面に[接続に失敗しました]と表示された場合は、ネットワー
ク管理者に連絡して IPアドレスが有効かどうかを確認してください。

ping コマンドを使用してパ
ソコンと本製品の接続を確認
します。

Windowsのコマンドプロンプトまたは Mac Terminalアプリケーションで、IPアドレ
スまたはノード名を使用して、パソコンから本製品に対して ping を実行します。
[<ipaddress>]または[<nodename>]を pingします。
• 成功：本製品は正しく動作していて、お使いのパソコンと同じネットワークに接続
されています。

• 失敗：本製品は、お使いのパソコンと同じネットワークに接続されていません。
• IPアドレスとサブネットマスクが正しく設定されていることを確認してください。

すべての対応を確認して試しても問題が解決しない場合は、無線 LANアクセスポイント/ルーターに付属の取扱
説明書に記載されているネットワーク名（SSID）やネットワークキー（パスワード）を確認し、正しく設定して
ください。

  関連情報
• ネットワークの問題
関連トピック：
• 本製品がネットワーク経由でスキャンできない
• インストール中にスキャナーがネットワーク上で検出されない 
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 ホーム > トラブルシューティング > シリアル番号を確認する

シリアル番号を確認する

 [メニュー] > [製品情報] > [シリアル No.]を押します。
画面に [シリアル No.]と表示されます。

  関連情報
• トラブルシューティング
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品をリセットする

本製品をリセットする
次のリセット機能から選択します。
• 機能設定リセット
変更したすべての設定をリセットします。
ネットワーク設定はこのリセットの影響を受けません。

• ネットワーク設定のリセット
ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリセットします（IPアドレス情報を含む）。

• アドレス帳のリセット
アドレス帳をリセットして、すべての既存の連絡先情報を削除します。

• 全設定リセット
本製品のすべての設定をお買い上げ時の設定にリセットします。
本製品を廃棄するときにこの操作を実行することを強くお勧めします。

1.  [メニュー] > [初期設定] > [設定リセット]を押します。
2. 使用したいリセットのオプションを押します。
3. [OK]を 2秒間押し続け、製品を再起動させます。

  関連情報
• トラブルシューティング
関連トピック：
• ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリセットする 
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 ホーム > トラブルシューティング > 使用カウンターをリセットする

使用カウンターをリセットする
本製品の部品を交換した後は、使用カウンターをリセットして、0からカウントを開始できるようにします。

1.  [メニュー] > [製品情報] > [消耗品カウンターリセット]を押します。
2. ローラーカウンターをリセットするには、[分離ローラー使用回数]を押します。
3. 分離片カウンターをリセットするには、[分離片使用回数]を押します。
4. 画面に確認メッセージが表示されたら、[はい]を押します。

5. を押します。

  関連情報
• トラブルシューティング 
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 ホーム > 定期メンテナンス

定期メンテナンス

• 本製品を清掃する

• 消耗品を交換する

• 本製品を梱包して発送する
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を清掃する

本製品を清掃する

• 製品の外側を清掃する

• スキャナーとローラーを清掃する

• センサーを清掃する
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を清掃する > 製品の外側を清掃する

製品の外側を清掃する
1. 本製品の電源を切り、パソコンまたは ACアダプターから取り外します。
2. 柔らかくて繊維の出ない乾いた布でトップカバーと操作パネルを拭いてほこりを取り除きます。

  関連情報
• 本製品を清掃する 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を清掃する > スキャナーとローラーを清掃する

スキャナーとローラーを清掃する
読み取り部に汚れやクリーナーが残っていると、スキャンの品質が悪くなることがあります。スキャンしたデー
タに縦線が表示されたりスキャンしたデータに欠けている部分があった場合は、スキャナーとローラーを清掃し
ます。
1. 本製品の電源を切り、パソコンまたは ACアダプターから取り外します。
2. トップカバー（1）とフロントカバー（2）を開けます。

1

2

3. 水を含ませて固く絞った柔らかくて繊維の出ない布で、原稿送り装置内の読み取り部（1）（2）を拭きます。
1

2

重要

本製品の分離片とその周辺に触れるときには注意してください。本製品の重大な損傷の原因となること
があります。
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4. 分離ローラーカバー（1）をつまんで引き上げ、カバーを取り外します。

1

5. 分離ローラー（1）を右端にスライドさせます。

1

6. 分離ローラーをつまんで本製品から引き出します。

7. 水を含ませて固く絞った柔らかくて繊維の出ない布で分離ローラーを拭きます。
8. 分離ローラーを本製品に取り付けます。

分離ローラーを取り付ける前に、ローラーの左右を確認してください。
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9. 分離ローラー（1）を回転させながら左端にスライドさせます。

1

10.分離ローラーカバーを閉じます。
11. フロントカバーとトップカバーを閉じます。

製品の画面に[定期メンテナンス]が表示されたら、すぐに機械を清掃する必要があります。清掃しないと、
紙詰まりや紙送りの問題が発生する可能性があります。
まず、ガラスの表面を指先を滑らせて、何か（ほこりやゴミ）に触れるか確認します。柔らかくて繊維の出
ない布で読み取り部を拭きます。必要に応じて清掃作業を 3-4回繰り返します。清掃が終わったら、テスト
スキャンをします。

読み取り部に汚れやクリーナーが残
っていると、スキャン結果に縦線が

表示されます。
ADF読み取り部がきれいになると、

縦線がなくなります。

  関連情報
• 本製品を清掃する
関連トピック：
• 紙詰まり
• スキャンおよびその他の問題 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を清掃する > センサーを清掃する

センサーを清掃する
1. 本製品の電源を切り、パソコンまたは ACアダプターから取り外します。
2. トップカバー（1）とフロントカバー（2）を開けます。

1

2

3. 水を含ませて固く絞った柔らかくて繊維の出ない布で、原稿読取位置センサー（1）にたまった紙粉をふき取
ります。

1

4. 水を含ませて固く絞った柔らかくて繊維の出ない布で、カードセンサー（1）にたまった紙粉をふき取りま
す。

1

5. フロントカバーとトップカバーを閉じます。

  関連情報
• 本製品を清掃する 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品を交換する

消耗品を交換する

• 交換用消耗品・オプション品

• 消耗品の交換サイクルをチェックする

• 分離ローラーを交換する

• 分離片を交換する

• 排紙トレイを取り付ける、取り外す
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品を交換する > 交換用消耗品・オプション品

交換用消耗品・オプション品
部品名 部品番号 標準交換周期
分離片 SP-2001C 10,000枚

分離ローラー PUR-2001C 100,000枚

キャリアシート（x2） CS-A3301 500回

排紙トレイ OT-1001C -

ACアダプター

(SA-AD-001)

LK-1001C -

  関連情報
• 消耗品を交換する 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品を交換する > 消耗品の交換サイクルをチェックする

消耗品の交換サイクルをチェックする
スキャンの品質を維持するために、本製品の部品を定期的にチェックしてください。

 [メニュー] > [製品情報] > [消耗品カウンターリセット]を押します。
画面に[分離ローラー使用回数]および[分離片使用回数]が表示されます。

画面に分離ローラーまたは分離片が交換時期であることが示されている場合は、ブラザーのウェブサイトま
たは最寄りの販売店から必要な部品を注文することをお勧めします。

  関連情報
• 消耗品を交換する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする
• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品を交換する > 分離ローラーを交換する

分離ローラーを交換する
本製品には、スキャンした回数を自動的にカウントするスキャンカウンターが装備されています。約 10万回ス
キャンした後、分離ローラーを交換する必要があります。
1. トップカバー（1）とフロントカバー（2）を開けます。

1

2

2. 分離ローラーカバー（1）をつまんで引き上げ、カバーを取り外します。

1

3. 分離ローラー（1）を右端にスライドさせます。

1

4. 分離ローラーをつまんで本製品から引き出します。

5. 新しい分離ローラーを本製品に取り付けます。
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分離ローラーを取り付ける前に、ローラーの左右を確認してください。

6. 分離ローラー（1）を回転させながら左端にスライドさせます。

1

7. 分離ローラーカバーを閉じます。
8. フロントカバーを閉じます。
9. 分離ローラーカウンターをリセットします。「関連情報」をご覧ください：使用カウンターをリセットする

以下を確認してください。
分離ローラーのカウント値が 0になっている。

  関連情報
• 消耗品を交換する
関連トピック：
• 使用カウンターをリセットする 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品を交換する > 分離片を交換する

分離片を交換する
本製品には、スキャンした回数を自動的にカウントするスキャンカウンターが装備されています。スキャン回数
が約 10,000回になったら、分離片を交換する必要があります。
1. トップカバー（1）とフロントカバー（2）を開けます。

1

2

2. 分離片をつまんで上方に引っ張ります。

重要

本製品の分離片とその周辺に触れるときには注意してください。本製品の重大な損傷の原因となること
があります。
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3. 新しい分離片を取り付けます。

4. フロントカバーとトップカバーを閉じます。
5. 分離片カウンターをリセットします。「関連情報」をご覧ください： 使用カウンターをリセットする

以下を確認してください。
分離片のカウント値が 0になっている。

  関連情報
• 消耗品を交換する
関連トピック：
• 使用カウンターをリセットする 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品を交換する > 排紙トレイを取り付ける、取り外す

排紙トレイを取り付ける、取り外す
排紙トレイはオプションのアクセサリーです。
>> 排紙トレイを取り付ける
>> 排紙トレイを取り外す

排紙トレイを取り付ける

1. 本製品の底面にある穴を排紙トレイの突起に合わせ、図のように押し込みます。

2. 本製品を左にスライドさせて固定します。

3. トップカバー（1）を開き、給紙補助アーム（2）を持ち上げます。

2

1
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4. 原稿の長さに合うように排紙トレイ（1）を引き出します。

1

5. 原稿ストッパー（1）を広げます。

1

1

  注意
本製品と排紙トレイを装着した状態で、排紙トレイを掴んで持ち運ばないでください。
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排紙トレイを取り外す

1. 原稿ストッパー（1）を閉じ、排紙トレイ（2）を折り畳みます。

2

1

2. 給紙補助アーム（1）をゆっくりと折り畳み、トップカバー（2）を閉じます。

1

2

3. 左側のスイッチを押しながら、本製品を右にスライドさせます。

1

2

4. 本製品を持ち上げて取り外します。

  関連情報
• 消耗品を交換する 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を梱包して発送する

本製品を梱包して発送する
製品を移動させる場合は、製品と同梱されていた梱包材をお使いください。製品が正しく梱包されていない場合、
輸送中に製品が損傷しても保証の対象外となる場合があります。
適切な保険をかけて本製品を輸送してください。
1. 給紙補助アーム（1）をゆっくりと折り畳み、トップカバー（2）を閉じます。

1

2

2. 本製品を包装していた袋で包みます。
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3. 下図のように同梱されていた梱包材を使用して購入時の箱に本製品と印刷物を梱包します。

交換のためお使いのブラザー製品を発送する場合は、本体のみ梱包してください。同梱品や印刷物は交換後
の本体で使用するためにすべて保管しておいてください。

4. 箱を閉めて封をします。

  関連情報
• 定期メンテナンス 
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 ホーム > 製品の設定

製品の設定

• 製品のパスワードの確認

• 操作パネルから製品の設定を変更する

• パソコンを使用して製品の設定を変更する
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 ホーム > 製品の設定 > 製品のパスワードの確認

製品のパスワードの確認
パスワードの入力を求められた場合、以下の情報を確認します。
>> お買い上げ時のパスワードの確認
>> パスワードの変更
>> パスワードのリセット

お買い上げ時のパスワードの確認

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されています。

パスワードの変更

本製品への不正なアクセスを防ぐために、お買い上げ時のパスワードをすぐに変更することをお勧めします。

Web Based Managementを使用したパスワードの変更
詳しい説明は「関連情報」をご覧ください。

パスワードのリセット

パスワードを忘れてしまった場合は、製品をお買い上げ時の設定にリセットします。パスワードもお買い上げ時
のパスワードにリセットされます。
詳しい説明は「関連情報」をご覧ください。

  関連情報
• 製品の設定
関連トピック：
• Web Based Managementを使用しログインパスワードを変更する
• 本製品をリセットする 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する

操作パネルから製品の設定を変更する

• 停電になったときは（メモリー保存）

• 操作パネルから基本設定を変更する

• お好みの設定をショートカットとして登録する
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 停電になったときは（メモリー保存）

停電になったときは（メモリー保存）
• メニュー設定は永久に保存され、停電時も消去されません。
• 一時設定は失われます。
• 停電中、約 24時間、日時が本製品で保持されます。

  関連情報
• 操作パネルから製品の設定を変更する 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 操作パネルから基本設定を変更する

操作パネルから基本設定を変更する
目的 操作 詳細
画面のバックライトの輝度を調整す
る

 [メニュー] > [基本設定] > [画
面の明るさ] > [画面の明るさ]

画面のバックライトの明るさを調整
します。

画面のバックライトの点灯時間を変
更する

 [メニュー] > [基本設定] > [画
面の明るさ] > [照明ダウンタイマ
ー]

画面のバックライトが点灯する長さ
を設定します。

ホーム画面を設定する  [メニュー] > [基本設定] > [画
面設定] > [待機画面]

ホーム画面を「スキャン 1〜4」、「ショ
ートカット 1〜5」、または「オートス
タートスキャン」に設定します。
本製品が無操作で一定の時間が経過
したり、 を押すと、画面は設定し
た画面に戻ります。

スリープモードに入る時間を設定す
る

 [メニュー] > [基本設定] > [省
エネモード] > [スリープタイム]

本製品がスリープモードに入るまで
の待機時間を設定します（5〜90分）。
スリープモードを設定すると、消費電
力を削減することができます。製品
がスリープモードに入ると、電源がオ
フになったように見えます。
製品で何らかの操作が実行されると、
タイマーが再起動されます。

以下の状況の場合、スリープ
モードに移行しません。
• USBフラッシュドライブ
が本製品に挿入されてい
る。

• 製品にエラーが発生した。

自動電源オフ機能を設定する  [メニュー] > [基本設定] > [省
エネモード] > [自動電源オフ]

本製品がスリープモードに入ってか
ら、自動で電源をオフにするまでの時
間を選択します。自動電源オフ機能
は消費電力を節約します。オフに設
定されている場合、製品の電源は手動
でオフにする必要があります。自動
電源オフ機能により電源がオフにな
った製品の電源を入れるには、 を
押します。
いずれかのボタンや画面を押すと、タ
イマーが再開します。

自動電源オフは、以下の条件
がすべて満たされると有効に
なります。
• 自動電源オフ設定がオフ
に設定されていない。

• 製品があらかじめ設定さ
れた時間を超過してスリ
ープモードになっている。

スキャン結果を表示する  [メニュー] > [基本設定] > [通
知画面設定] > [スキャン結果(白紙
除去)]

スキャンされたページ数と、スキップ
されたページ数を表示するように画
面を設定します。
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目的 操作 詳細
自動スキャン開始モードをオンにす
る

 [メニュー] > [基本設定] > [オ
ートスタートスキャンモード]

ADF（自動原稿送り装置）に原稿を置
くと、自動スキャンのショートカット
（ショートカット 21）の設定を使用し
てスキャンが自動的に開始します。
スキャンボタンを押す必要はありま
せん。

無線 LANネットワーク接続をオンに
する

 [メニュー] > [ネットワーク] >
[無線 LAN(Wi-Fi)] > [無線
LAN(Wi-Fi)有効]

無線 LANネットワークの接続をオ
ン、またはオフにします。

日時を設定する  [メニュー] > [初期設定] > [時
計セット]

日時を設定します。

画面に表示される言語を変更する  [メニュー] > [初期設定] > [表
示言語設定]

画面の言語を変更します。

  関連情報
• 操作パネルから製品の設定を変更する 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > お好みの設定をショートカットとして登録
する

お好みの設定をショートカットとして登録する

• ショートカットを追加する

• ショートカットを変更または削除する

• ICカードにショートカットを割り当てる
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > お好みの設定をショートカットとして登録
する > ショートカットを追加する

ショートカットを追加する
ショートカット機能を使用して、スキャン to USB、スキャン to Eメールサーバー、スキャン to ネットワーク、
スキャン to FTP/SFTPなど、よく使用する操作のショートカットを作成します。
ここではスキャン to USBのショートカットを登録する方法を説明しています。他の「スキャン to」のショート
カットを追加する手順も同じです。

スキャン to FTP/SFTP、スキャン to ネットワーク、スキャン to SharePointのショートカットを追加する前
に、ネットワーク管理者がWeb Based Managementでお客様のプロファイル名と権限を追加していること
を確認してください。

1. （[お気に入り]）を押します。
2. dまたは cを押してショートカット画面を表示します。

3. を押して新しいショートカットを追加します。

4. aまたは bを押して[USBメモリ]を表示します。
5. [USBメモリ]を押します。
6. [設定変更]を押します。
7. aまたは bを押して利用可能なオプションを表示し、設定したいオプションを押します。
必要に応じて、これらの手順を繰り返してオプションを追加してから、[OK]を押します。

8. [お気に入り登録]を押します。
9. [OK]を押します。
10.ショートカットの名前を入力します。[OK]を押します。

ワンタッチショートカットにしたい場合は、画面の指示に従ってください。

11. [OK]を押します。

  関連情報
• お好みの設定をショートカットとして登録する 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > お好みの設定をショートカットとして登録
する > ショートカットを変更または削除する

ショートカットを変更または削除する

1. [メニュー] > [お気に入り設定]を押し、変更するショートカットを選択します。
2. [編集]を押します。

• ショートカットを削除するには、[削除]を押して画面に従ってください。
• ショートカットの名前を編集するには、[名前変更]を押して、画面の指示に従います。

3. [設定変更]を押します。
4. ショートカットの変更したい設定を選択して、[OK]を押します。
5. [お気に入り登録]を押します。
6. [OK]を押して確認します。

設定を直接スタート機能にするかどうかを尋ねられます。画面の指示に従います。

7. [OK]を押します。

  関連情報
• お好みの設定をショートカットとして登録する 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > お好みの設定をショートカットとして登録
する > ICカードにショートカットを割り当てる

ICカードにショートカットを割り当てる

• ICカードリーダーを使用して ICカードにショートカットを割り当てる
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > お好みの設定をショートカットとして登録
する > ICカードにショートカットを割り当てる > ICカードリーダーを使用して ICカードにショートカット
を割り当てる

ICカードリーダーを使用して ICカードにショートカットを割り当てる
ICカードにショートカットを割り当てることができます。本製品に接続された ICカードリーダーに ICカード
をタッチすると、画面に個人用ショートカットが自動的に表示されます。

• 複数の異なるショートカットに同じ ICカードを使用することはできません。
• ICカードを別のショートカットに使用するには、まずカードの登録を解除してから、新しいショートカ
ットに登録します。

• スキャン to USB機能を ICカードへのショートカットとして割り当てることはできません。　

ICカードにショートカットを割り当てる前に、外付け ICカードリーダーを登録します。Web Based
Managementを使用してカードリーダーを登録します。本製品は、HIDクラスのドライバーを使用している外
付け ICカードリーダーに対応しています。

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 左側のナビゲーションバーで、管理者設定 > 外付けカードリーダーをクリックします。

左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 必要な情報を入力し、OK をクリックします。
6. カードリーダーを本製品に接続します。

7. ホーム画面が表示された場合は、ICカードに割り当てるショートカットが含まれたタブを押します。
8. オプションが表示されるまで、ショートカットを長押しします。
9. aまたは bを押して[NFCカードの登録]を表示させ、それを押します。
10.本製品に接続された ICカードリーダーに ICカードをタッチします。
11. [増設]を押します。
ショートカットが ICカードに割り当てられます。

  関連情報
• ICカードにショートカットを割り当てる
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関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する

パソコンを使用して製品の設定を変更する

• Web Based Managementを使用して製品の設定を変更する

• リモートセットアップを使用した製品の設定の変更
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > Web Based Managementを使用して
製品の設定を変更する

Web Based Managementを使用して製品の設定を変更する
Web Based Managementは、ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）またはセキュアソケットレイヤー（SSL）
上のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）を使用して本製品を管理するための標準的なウェブブラウザー
を使用したユーティリティです。

• Web Based Managementとは

• Web Based Managementにアクセスする

• Web Based Managementを使用しログインパスワードを変更する
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > Web Based Managementを使用して
製品の設定を変更する > Web Based Managementとは

Web Based Managementとは
Web Based Managementは、ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）またはセキュアソケットレイヤー（SSL）
上のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）を使用して本製品を管理するための標準的なウェブブラウザー
を使用するユーティリティです。

• 以下のウェブブラウザーの最新バージョンのご使用をお勧めします：
- Windowsの場合：Microsoft Edge、Firefoxおよび Google Chrome™

- Macの場合：Safari、Firefoxおよび Google Chrome™

- Android™の場合：Google Chrome™

- iOSの場合：Safariおよび Google Chrome™

• どのブラウザーを使用する場合でも、JavaScriptおよび Cookieが常に有効になっていることを確認し
てください。

• 本製品がオンになっており、お使いのパソコンと同じネットワークに接続されていること、またネット
ワークが TCP/IPプロトコルに対応していることを確認してください。

実際に表示される画面は、上の画面とは異なる場合があります。

  関連情報
• Web Based Managementを使用して製品の設定を変更する 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > Web Based Managementを使用して
製品の設定を変更する > Web Based Managementにアクセスする

Web Based Managementにアクセスする

• 以下のウェブブラウザーの最新バージョンのご使用をお勧めします：
- Windowsの場合：Microsoft Edge、Firefoxおよび Google Chrome™

- Macの場合：Safari、Firefoxおよび Google Chrome™

- Android™の場合：Google Chrome™

- iOSの場合：Safariおよび Google Chrome™

• どのブラウザーを使用する場合でも、JavaScriptおよび Cookieが常に有効になっていることを確認してく
ださい。

• 本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。本製品への不正なアクセスを防ぐために、お買い上げ時のパスワードをすぐに変更することをお勧め
します。

• パスワードを数回間違えて入力すると、一定時間ログインできなくなります。ロックアウト設定は、Web
Based Managementで変更できます。

• Web Based Managementで設定を行う場合、HTTPSセキュリティプロトコルを使用することをお勧めし
ます。Web Based Managementを使用して設定を変更するときに HTTPを使用する場合は、画面の指示に
従って、安全な HTTPS接続に切り替えてください。

• Web Based Management設定に HTTPSを使用すると、ブラウザーに警告ダイアログボックスが表示され
ます。警告ダイアログボックスが表示されないようにするには、自己署名証明書をインストールして SSL/
TLS通信を使用します。詳細については、「関連情報」をご覧ください。

>> ウェブブラウザーから開始する
>> Brother iPrint&Scanから開始する（Windows/Mac）
>> Brother Utilitiesから開始する（Windows）

ウェブブラウザーから開始する

1. ウェブ ブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。

本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されていま
す。最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。

4. 画面左側のナビゲーションメニューを固定するには、 をクリックしてから をクリックします。

これで本製品の設定の変更を行うことができます。

プロトコル設定を変更する場合、設定を有効にするには、OK をクリックした後、本製品を再起動する必要があ
ります。
設定を変更した後、ログアウトをクリックします。

Brother iPrint&Scanから開始する（Windows/Mac）

1. Brother iPrint&Scanを起動します。
• Windows

（Brother iPrint&Scan）を起動します。

• Mac
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Finderメニューバーで移動 > アプリケーションをクリックし、iPrint&Scanアイコンをダブルクリックし
ます。

Brother iPrint&Scan画面が表示されます。
2. 本製品が選択されていない場合は、製品を選択ボタンをクリックし、一覧から本製品のモデル名を選択しま
す。OK をクリックします。

3. （本体設定）をクリックします。

Web Based Managementが表示されます。
4. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。
5. 画面左側のナビゲーションメニューを固定するには、 をクリックしてから をクリックします。

これで本製品の設定の変更を行うことができます。

プロトコル設定を変更する場合、設定を有効にするには、OK をクリックした後、本製品を再起動する必要があ
ります。
設定を変更した後、ログアウトをクリックします。

Brother Utilitiesから開始する（Windows）

1. （Brother Utilities）を起動し、ドロップダウンリストをクリックし、お使いの機器のモデル名を選択し
ます（未選択の場合）。

2. 左ナビゲーションバーのツールをクリックして、本体設定をクリックします。
Web Based Managementが表示されます。

3. 必要に応じてログイン欄にパスワードを入力し、ログインをクリックします。
4. 画面左側のナビゲーションメニューを固定するには、 をクリックしてから をクリックします。

これで本製品の設定の変更を行うことができます。

プロトコル設定を変更する場合、設定を有効にするには、OK をクリックした後、本製品を再起動する必要があ
ります。
設定を変更した後、ログアウトをクリックします。

  関連情報
• Web Based Managementを使用して製品の設定を変更する
関連トピック：
• 自己署名証明書を作成する
• 管理者としてWindowsユーザー用の自己署名証明書をインストールする 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > Web Based Managementを使用して
製品の設定を変更する > Web Based Managementを使用しログインパスワードを変更する

Web Based Managementを使用しログインパスワードを変更する
本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されています。
最初にログインした際、画面の指示に従いお買い上げ時のパスワードを変更します。本製品への不正なアクセス
を防ぐために、お買い上げ時のパスワードをすぐに変更することをお勧めします。
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス」と入力します（「製品の IPアドレス」には、本製
品の IPアドレスを入力します）。
例：
https://192.168.1.2

3. 次のいずれかを行ってください：
• 事前にパスワードを設定してある場合は、そのパスワードを入力し、ログインをクリックします。
• 事前にパスワードを設定していない場合は、初期ログインパスワードを入力し、ログインをクリックしま
す。

4. 左側のナビゲーションバーで、管理者設定 > ログインパスワードをクリックします。

• 本製品の設定を管理するためのお買い上げ時のパスワードは、製品底面にあり、「Pwd」と表示されて
います。

• 左側のナビゲーションバーが表示されない場合は、 からナビゲーションを開始してください。

5. 画面のログインパスワードガイドラインに従って、新しいパスワードの入力欄に新しいパスワードを入力し
ます。

6. 新しいパスワードの確認欄に、新しいパスワードをもう一度入力します。
7. OK をクリックします。

ログインパスワードメニューでロックアウト設定を変更することもできます。

  関連情報
• Web Based Managementを使用して製品の設定を変更する
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする
• 製品のパスワードの確認 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > リモートセットアップを使用した製品
の設定の変更

リモートセットアップを使用した製品の設定の変更
リモートセットアッププログラムを使用すると、本製品の設定の多くをお使いのパソコンから行うことができま
す。リモートセットアップを起動すると、本製品の設定値がお使いのパソコンにダウンロードされ、画面に表示
されます。パソコンで設定を変更した場合、設定を本製品に直接アップロードすることが出来ます。

• リモートセットアップ（Windows）

• リモートセットアップ（Mac）
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > リモートセットアップを使用した製品
の設定の変更 > リモートセットアップ（Windows）

リモートセットアップ（Windows）

• リモートセットアップでの本製品のセットアップ（Windows）

• リモートセットアップを使用した基本設定の変更
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > リモートセットアップを使用した製品
の設定の変更 > リモートセットアップ（Windows） > リモートセットアップでの本製品のセットアップ
（Windows）

リモートセットアップでの本製品のセットアップ（Windows）

リモートセットアップを使用する前に、本製品が USBケーブルでパソコンに接続されていることを確認して
ください。お使いの製品がネットワーク経由で接続されている場合は、リモートセットアップではなくWeb
Based Managementを使用して製品の設定を行います。

1. （Brother Utilities）を起動し、ドロップダウンリストをクリックし、お使いの機器のモデル名を選択し
ます（未選択の場合）。左ナビゲーションバーのツールをクリックして、リモートセットアップをクリックし
ます。

2. 必要に応じて設定を行います。

お使いの画面は、表示と異なる場合があります。

エクスポート
クリックすると、現在の設定をファイルに保存します。

インポート
クリックすると、ファイルから設定を読み込みます。

OK
クリックすると、データを本製品にアップロードし、リモートセットアップを終了します。エラーメッセ
ージが表示された場合は、データが正しいことを確認して、OKをクリックします。

キャンセル
クリックすると、データを製品にアップロードしないで、リモートセットアップを終了します。
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適用
クリックすると、リモートセットアップを終了しないで、データを製品にアップロードします。

すべての機器
クリックすると機器選択画面に戻ります。

3. OKをクリックします。

  関連情報
• リモートセットアップ（Windows）
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > リモートセットアップを使用した製品
の設定の変更 > リモートセットアップ（Windows） > リモートセットアップを使用した基本設定の変更

リモートセットアップを使用した基本設定の変更
目的 操作（Windows/Mac） 詳細
日時を設定する 一般的なセットアップ > 日付と時刻 日時を設定します。
スリープモードに入る時間を設定す
る

一般的なセットアップ > スリープモ
ード

本製品がスリープモードに入るまで
の待機時間を設定します（5〜90分）。
スリープモードを設定すると、消費電
力を削減することができます。製品
がスリープモードに入ると、電源がオ
フになったように見えます。
• 製品で何らかの操作が実行される
と、タイマーが再起動されます。

• お買い上げ時の設定は 10分です。

言語を変更する 一般的なセットアップ > 表示言語設
定

お使いの言語に変更します。

  関連情報
• リモートセットアップ（Windows）
• リモートセットアップ（Mac） 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > リモートセットアップを使用した製品
の設定の変更 > リモートセットアップ（Mac）

リモートセットアップ（Mac）

• リモートセットアップでの本製品のセットアップ（Mac）

• リモートセットアップを使用した基本設定の変更
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > リモートセットアップを使用した製品
の設定の変更 > リモートセットアップ（Mac） > リモートセットアップでの本製品のセットアップ（Mac）

リモートセットアップでの本製品のセットアップ（Mac）

support.brother.com/downloadsからリモートセットアップをダウンロードしてインストールします。
リモートセットアップを使用する前に、本製品が USBケーブルでパソコンに接続されていることを確認して
ください。お使いの製品がネットワーク経由で接続されている場合は、Web Based Managementを使用して
製品の設定を行います。

1. Finderメニューバーで移動 > アプリケーション > Brotherをクリックし、モデル名を選択して、Brother
Remote Setupアイコンをダブルクリックします。
機器を検索ダイアログボックスが表示されたら、モデル名を選択して、接続をクリックします。

2. 必要に応じて設定を行います。

お使いの画面は、表示と異なる場合があります。

エクスポート
クリックすると、現在の設定をファイルに保存します。

インポート
クリックすると、ファイルをインポートし、設定値を読み込みます。

OK
クリックすると、データを本製品にアップロードし、リモートセットアップを終了します。エラーメッセ
ージが表示された場合は、正しいデータを再度入力して、OKをクリックします。

キャンセル
クリックすると、データを製品にアップロードしないで、リモートセットアップを終了します。

適用
クリックすると、リモートセットアップを終了しないで、データを製品にアップロードします。
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すべての機器
クリックすると機器選択画面に戻ります。

3. 完了後、OKをクリックします。

  関連情報
• リモートセットアップ（Mac）
関連トピック：
• Web Based Managementにアクセスする 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > リモートセットアップを使用した製品
の設定の変更 > リモートセットアップ（Mac） > リモートセットアップを使用した基本設定の変更

リモートセットアップを使用した基本設定の変更
目的 操作（Windows/Mac） 詳細
日時を設定する 一般的なセットアップ > 日付と時刻 日時を設定します。
スリープモードに入る時間を設定す
る

一般的なセットアップ > スリープモ
ード

本製品がスリープモードに入るまで
の待機時間を設定します（5〜90分）。
スリープモードを設定すると、消費電
力を削減することができます。製品
がスリープモードに入ると、電源がオ
フになったように見えます。
• 製品で何らかの操作が実行される
と、タイマーが再起動されます。

• お買い上げ時の設定は 10分です。

言語を変更する 一般的なセットアップ > 表示言語設
定

お使いの言語に変更します。

  関連情報
• リモートセットアップ（Windows）
• リモートセットアップ（Mac） 
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 ホーム > 付録

付録

• 仕様

• アフターサービスのご案内
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 ホーム > 付録 > 仕様

仕様
>> 基本仕様
>> 原稿の仕様
>> スキャナー仕様
>> ダイレクトスキャン機能（スキャン to USB）の仕様
>> インターフェイス仕様
>>  ネットワーク仕様
>> 対応プロトコルおよびセキュリティ機能
>> パソコン使用環境

基本仕様

メモリー容量 標準 512 MB

電源 DC 5V、3A 1

ACアダプター 2 • 入力：AC100 - 240 V 50/60 Hz
• 出力：DC5V、3A

画面（液晶ディスプレー） 3 タッチスクリーン 71.1 mm TFT カラー LCD

消費電力 4 5 スキャン時 6 • AC：約 12 W
• DC：約 10 W

待機時 • AC：約 6.4 W
• DC：約 5.2 W

スリープモード時 • AC：約 1.5 W
• DC：約 1.1 W

電源 OFF時 • AC：約 0.1 W
• DC：約 0.1 W

外形寸法 1：85 mm
2：288 mm
3：205 mm
4：211 mm
5：101 mm
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1

2

3

4

5

製品重量 約 1.42 kg

温度 動作時 5°C 〜 35°C

保管時 0 °C 〜 40 °C

湿度 動作時 20% 〜 80%

保管時 10% 〜 90%

ADF（自動原稿送り装置） 最大 20枚
（用紙: 80 g/㎡ A4/レターサイズ）

1 USB Type-Cに対応しています。
2 ACアダプターはオプションのアクセサリーで、ブラザーのウェブサイトで部品番号 LK-1001Cを検索してご購入いただけます。
3 四つ角を対角線上に測定。
4 本製品がパソコンに接続されているときに測定。
5 USBポートが接続されている場合。
6 300 x 300 dpiの解像度で両面カラースキャンを使用する場合。

原稿の仕様

用紙タイプ 普通紙、薄紙、厚紙、超厚紙、ノーカーボン紙、領収書、再生紙、名刺、プラスチッ
クカード、ハガキ

原稿サイズ 幅 50.8 mm 〜 215.9 mm

長さ 1 70 mm 〜 355.6 mm

キャリアシートの制限 幅 50.8 mmより幅の狭い原稿
長さ 70 mmより長さが短い原稿
厚さ 0.08 mmより薄いページ

1 長尺用紙機能を使用する場合は最大 5000 mm。
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スキャナー仕様

カラー／モノクロ 対応／対応
TWAIN対応 Windows Windows 10 / Windows 11

WIA対応 Windows Windows 10 / Windows 11

カラー階調 入力 48ビットカラー
出力 24ビットカラー

解像度 補間 最大 1200 x 1200 dpi

光学 最大 600 x 600 dpi

最大有効読取幅 最大 215.9 mm

グレースケール 256階調
最大速度 詳細については、www.brother.co.jpを参照してください。

ダイレクトスキャン機能（スキャン to USB）の仕様

互換のあるメディア USBフラッシュドライブ 1

インターフェイス ハイスピード USB 2.0インターフェイス

1 最大 128 GBの標準 USBマスストレージ
サポート形式：FAT12/FAT16/FAT32/exFAT

インターフェイス仕様

USB USB 3.2 Gen1

USB Type-A to USB Type-Cケーブル 1または USB Type-C to USB Type-Cケーブルは、USB Super
Speedまたは USB 2.0 High Speedに対応し、長さが 2.0メートル以下のものをご使用ください。

無線 LAN 2.4 GHz帯域
IEEE 802.11b/g/n（インフラストラクチャモード）
IEEE 802.11g/n（Wi-Fi Direct）

1 USB Type-A to USB Type-Cケーブルは USB給電に対応していません。

ネットワーク仕様

無線 LANネットワークセキュリティ WEP 64/128 bit、WPA-PSK（TKIP/AES）、WPA2-PSK（TKIP/AES）、
WPA3-SAE（AES）

セットアップサポートユーティリティ WPS

対応プロトコルおよびセキュリティ機能

プロトコル（IPv4） DHCP、APIPA (Auto IP)、WINS/NetBIOS name resolution、DNS
Resolver、mDNS、LLMNR responder、SMTP Client、FTP/SFTP Client、
CIFS Client、SNMPv1/v2c/v3、HTTP/HTTPS server、ICMP、Web
Services (Scan)、SNTP Client

プロトコル（IPv6） RA、DNS Resolver、mDNS、LLMNR responder、SMTP Client、FTP
Client、CIFS Client、HTTP/HTTPS server、ICMPv6、Web Services
(Scan)、SNTP Client、SNMPv1/v2c/v3

ネットワークセキュリティ（無線
LAN）

SMTP-AUTH、SSL/TLS (HTTPS, SMTP)、SNMP v3、SSH、802.1x (EAP-
FAST, PEAP, EAP-TLS, EAP-TTLS)

ネットワークセキュリティ（Eメー
ル）

SMTP-AUTH、SSL/TLS（SMTP）
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Wi-Fi認証 Wi-Fi CERTIFIED™、WPA3™-Enterprise/Personal、Wi-Fi Protected
Setup™ (WPS)、Wi-Fi Direct®

パソコン使用環境

パソコンのプラットフォーム
および OSのバージョン

対応パソコン
ソフトウェア
機能

パソコンのイン
ターフェイス

最小プロセッサ速度 インストールに必要なデ
ィスク容量
ドライバ
ー

その他のソフ
トウェア

Windows OS Windows 10
Windows 11

スキャン USB

WLAN (Wi-Fi) 1
32ビット（x86）ま
たは 64ビット
（x64）プロセッサ

70 MB ドライバー、
インストーラ
ー、ソフトウ
ェア：
1.4 GB

Mac macOS v11.x
macOS v12.x
macOS v13.x

64 ビットプロセッサ
ー

30 MB ドライバーと
ソフトウェ
ア：
600 MB

1 ADS-1800Wのみ

最新のドライバーアップデートについては、support.brother.com/downloadsにアクセスし、お使いのモデルの
ソフトウェアダウンロードページを参照してください。
最新の対応 OSについては、support.brother.com/osにアクセスし、お使いのモデルの対応 OS一覧ページを参
照してください。
記載の商標及び、ブランド名、製品名の所有権は各社にあります。

  関連情報
• 付録 
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 ホーム > 付録 > アフターサービスのご案内

アフターサービスのご案内

• 製品登録

• 各種サポート情報

• ブラザーコールセンター

• 安心と信頼の修理サービス
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 ホーム > 付録 > アフターサービスのご案内 > 製品登録

製品登録

ご登録いただくと、お持ちの製品をより便利に、安心にご利用いただけるようになります。
オンラインユーザー登録  https://online.brother.co.jp

  関連情報
• アフターサービスのご案内 
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 ホーム > 付録 > アフターサービスのご案内 > 各種サポート情報

各種サポート情報

 サポートサイト

よくあるご質問（Q&A）や、最新のソフトウェアおよび製品マニュアル（電子版）のダウンロードなど、各種サ
ポート情報を提供しています。

support.brother.co.jp

  関連情報
• アフターサービスのご案内 
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 ホーム > 付録 > アフターサービスのご案内 > ブラザーコールセンター

ブラザーコールセンター

0570-200-514
※受付時間につきましては、サポートサイトでご確認ください。
※ブラザーコールセンターは、ブラザー販売株式会社が運営しています。
※ユーザーズガイドに乱丁、落丁があったときは、ブラザーコールセンターにご連絡ください。
※電話番号については事前予告なく変更になる場合がございます。最新の情報はサポートサイトでご確認くださ
い。

  関連情報
• アフターサービスのご案内 
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 ホーム > 付録 > アフターサービスのご案内 > 安心と信頼の修理サービス

安心と信頼の修理サービス
• 製品ご購入後 1年間無料保証いたします。
※この場合、修理料金を無償とし、運送料を含むその他費用はお客様の負担となります。

• コールセンターでの診断後、修理が必要と判断された場合
 故障機の回収。
※一部地域を除く
事前にお客様のご都合をお伺いし、宅急便により故障機を回収します。
修理完了品は宅配業者が引取り後、最短３日でお届けします。

本製品は日本国内のみでの使用が認められています。海外でのご使用はお止めください。海外各国の規格に反する
おそれや、海外で使用されている電源が本製品に適切でないおそれがあります。海外で本製品をご使用になりトラブ
ルが発生した場合、当社は一切の責任を負いかねます。また保証の対象とはなりませんのでご注意ください。
These machines are approved for use in Japan only. Do not use them overseas, because it may violate the
regulations of that country and the power requirements of your machine may not be compatible with the power
available in foreign countries. Using these machines overseas is at your own risk and will void your warranty.

• お買い上げの際、販売店でお渡しする保証書は大切に保管してください。
• 本製品の補修用性能部品の最低保有期限は製造打ち切り後 5年です（印刷物は 2年です）。

  関連情報
• アフターサービスのご案内 
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